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　賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。

　両家による果てしない戦いは、世代を超えて繰り返される──。





『旧約星書』より








第八話　天空の聖地アルバレス









　聖誕暦一三六六年。

　金牛宮タウルスの月、第二十五日。

　その日、全世界を震しん撼かんさせる大事件が勃発した。

　ここで一旦、時間は五日前に遡さかのぼる──。





　　　　◇






「じゃあ、行ってくるわね！」

　聖都エスパーダの迎げい賓ひん館かん──その門前で、エーコは背後を振り返った。

　アッシュをはじめ、見送りに来てくれた仲間たちが勢揃ぞろいしている。

　本音をいえば、アッシュと別行動になってしまうのは寂しい。

　だが、今は魔導蛇ウロボロスによる呪縛を解くのが先決だと心に決めたのだ。

　アヴァロン聖竜皇としての姿で、再びアッシュとともに戦うために──。

　ならばこそ、エーコはあえて寂しげな顔は見せずに、意気揚々と手を振った。

　そんなエーコの気持ちを悟ってくれたのだろう。アッシュも力強くうなずくと、笑顔を返してくれた。

　エーコの同伴者は、ルッカとジェシカ、そしてレイモンである。

　ルッカの目標は聖天竜騎士アーク・ドラグナーになること。

　そのためには、相パ棒ルのガウェインから聖騎甲アークの献呈を受けねばならない。

　一方、ジェシカとレイモンの目標は、竜騎士ドラグナーにランクアップすること。

　いつまでも平凡な竜飼い人ブリーダーのままでは、アッシュたちの力になれない──そんな焦りを、ふたりはひそかに抱いていたのだ。そのためには、水竜ハイドラリアンノンと地竜アーシアブリギットを聖竜マエストロに進化させることが絶対条件となる。

　それぞれの目的を胸に秘め、エーコたちは聖都エスパーダをあとにした。

　最初の目的地は、エスパーダ聖法大学院である。




「待っていたぞ、エーコ！」

　アスクレピオス博士は既に、聖法大学院の玄関口で待ち受けていた。背後には、自動人形のファナが付き添っている。

「寝坊せずに時間通りに来るなんて、偉いわね」

　昨夜は博士の研究所で一夜を明かしたナヴィーも、エーコに向けて微笑ほほえみかけた。

「むっ？　そちらのふたりは、初めて見る顔だが……？」

　と、アスクレピオスが怪け訝げんそうに、ジェシカとレイモンをまじまじと見つめたので、エーコは事情を説明することにした。

　このふたりが同行を決めたのは昨夜だったので、まだ博士は知らなかったのだ。

「ジェシカ・バレンタインと申します。この子はリアンノンですわ」

「え、えっと……レイモン・カークランドです。こちらはブリギットです」

　偉大なる博士を前にしたジェシカとレイモンは、やや緊張気味に自己紹介をすませた。

　そこまでは、なんら問題はなかったのだが、いざ出発となった途端──

「しまった、大事なことを忘れておった！」

　突然、アスクレピオスが頭を抱かかえたのである。

「ちょっと、どうしたっていうのよ!?」

　博士の表情が深刻そうなので、エーコは不安に駆られてしまう。

「うむ。実はだな……アルバレスは天空の聖地。聖竜マエストロのガウェインなら問題ないが、翼を持たない水竜ハイドラと地竜アーシアでは、上陸は不可能なのだ。最悪、ジェシカとレイモンには引き返してもらうことになるが……」

「そっ、そんな……あんまりですわ～っ！」

「そりゃないっすよ、博士！」

　たちまち、ジェシカとレイモンは顔面蒼そう白はくになった。

「くぅうん……」

　一方、リアンノンとブリギットは弱々しい鳴き声を漏らすと、頭こうべを垂れている。責任を感じているように見えた。

「どうしてそうなるわけ？　どうせ〝天空〟だなんていっても、山の頂上とか、そういう意味じゃないの？　まさか、空に聖地が浮かんでいるわけじゃあるまいし……」

　エーコが憤然として訊たずねると、

「いや、そのまさかだ」

　アスクレピオスはあっさりと首しゆ肯こうしてみせた。

「へっ!?」

　エーコだけでなく、ルッカもジェシカもレイモンも、思わず目を点にしてしまう。

「そういえば、ちゃんと説明していなかったな……。聖地アルバレスとは、霊峰エル・スワリの上空に位置する浮遊遺跡都市なのだ」

　片眼鏡モノクルをきらりと光らせつつ、アスクレピオスは真顔で告げた。

「まさか、本当に……空に浮かんでいるわけ？」

「事実よ、エーコ。とてつもなく大きな岩の内部に、超大型の千年綺華晶ミレニアムが埋まっていると考えてちょうだい。その膨大な魔力によって、岩全体が浮遊しているの。その表面に、古代都市の遺跡があるってわけ」

　ナヴィーが補足すると、エーコは目をまん丸にした。

　どうやら聖地アルバレスとは、エーコが想像していた以上に、とんでもない場所のようである。

「だとすれば……わたくしとレイモンさんは、本当に引き返すしかないのでしょうか」

　悄しよう然ぜんとして、肩を落とすジェシカ。

「せっかく、強くなれるチャンスだと思ったのになあ。騎手だけならガウェインに運んでもらえるけど……これは修行なんだから、相パ棒ルと一緒じゃないと意味がないし」

　レイモンも珍しく真顔になって、本気で残念がっている。

　そんなふたりの様子を見ていたら、エーコはなんとか力になりたいと思った。

「う～ん。要するに、リアンノンとブリギットが聖竜マエストロじゃないことが問題なのよね。ということは──なんだ、簡単なことじゃないの！」

　自信満々に宣言したエーコを、一同はきょとんとして見つめるのだった。





　　　　◇






　それから五分ほどが経過して──。












「きゃああああっ！　本当に飛んでいますわ！」

「すげぇ！　これが竜騎士ドラグナーの視点ってわけか！」

　ジェシカとレイモンの歓声が、空から降ってくる。

「これで問題ないわね」

　エーコは得意満面で、胸をそらしてみせた。

　聖法大学院の周囲を、二体の聖竜マエストロが嬉うれしそうに飛び回っている。

　一方はリアンノンで、他方はブリギットだ。

　つい先ほど──エーコの能力が上う手まく作用して、リアンノンとブリギットは聖竜マエストロ化を果たしたのだった。

　過去にも実践しているので、それほど不安はなかったが、さすがに二体同時というのは初めてだ。それでも、エーコは見事に成功させたのである。

「風が気持ちいいですわ！」

「ひゃっほ～！」

　今やジェシカとレイモンは大はしゃぎで、飛行を満喫している。最初こそビクビクしていたが、しばらく騎乗していたら、すっかり慣れたようだ。

「うぅむ。地竜アーシアと水竜ハイドラを強制的に聖竜マエストロ化させてしまうとは、驚いたぞ。こんな神秘に立ち会えるとは、長生きはしてみるものだな」

　アスクレピオスは感嘆の眼まな差ざしで、ブリギットとリアンノンの勇姿を眺めていたが、やがて、エーコのほうに鋭い視線を向けた。

「なるほどな。今現在、レイモンとジェシカの〈星刻〉は、お主の両手に移ったというわけか。実に不思議な現象だ……」

「ふふん、この通りよ」

　エーコは得意になって、自分の両手をアスクレピオスに見せた。

　左右の手のひらには、くっきりと〈星刻〉の紋様が刻まれている。

「しかし、心配だな。竜族であるエーコに星精アストラルの供給能力はないのだから、供給源はアッシュ・ブレイクということになる。あの少年、大丈夫なのか？」

「えっ!?」

　たちまち不安になったエーコは、ナヴィーにすがるような視線を向ける。

「アッシュは大丈夫なの？」

「ちょっと待っててね」

　ナヴィーは目を閉じると、押し黙った。まるで瞑めい想そうを始めたかのようだ。遠く離れたアッシュの様子を、持ち前の能力を駆使して探っているのだろう。

　やがて、ナヴィーはまぶたを開いた。

「大丈夫、アッシュのほうに異常はないみたいよ。先ほど聖都に到着したばかりのオスカーと、いろいろと楽しんでいる最中みたいだけどね」

「なんですって～!?」

　ホッと胸を撫なで下おろしたのも束つかの間ま、エーコは怒号をあげてしまう。

「早速、他の女とイチャイチャするなんて……聖都に戻ったら、どんなお仕置きをしてやろうかしら……！」

「アッシュとオスカー、イチャイチャ……してるの？」

　ルッカもナヴィーの報告は気になったらしく、そわそわと落ち着かない様子である。

　それはともかく──アッシュの身体に異常は無いと聞いて、アスクレピオスも安あん堵どの溜ため息いきを漏らしたのだが、すぐさま眉をひそめた。

「となると……一体、アッシュの奴やつはどれだけの星精アストラルに恵まれているのだろうな？」

「なにか心配なの？」

　エーコは若干の不安を覚えつつ、アスクレピオスの憂い顔を見つめる。

「ドラゴン三体分の星精アストラルを供給しながらも、自身の肉体に異常を来きたさぬとは……どう考えても、ただ者ではないぞ。あいつめ、とても精力絶倫なんて言葉では納得できんほどのなにかを、秘めているのではあるまいか……？」

「せーりょく、ぜつりん？」

　意味が解わからず、きょとんと首をかしげるエーコとは対照的に、

「…………」

　なぜだかルッカは、恥ずかしげに頰ほおを染めている。

　アスクレピオスの意味深な言葉は気がかりだったが──アッシュが無事なら、とりあえず問題はないだろう。

「それじゃあ、今度こそ出発進行っ！」

　エーコが空に向けて拳を振り上げると、

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　ガウェインが威勢よく応じた。聖法大学院の周囲を飛び回っていたリアンノンとブリギットも、嬉き々きとして雄お叫たけびをあげる。

　目指すは、天空の聖地アルバレス──。





　　　　◇






　ガウェイン、リアンノン、ブリギット──三体の聖竜マエストロは、障害物とは無縁の空を悠々と駆けていく。

　今ではもう、眼下はすっかり草原地帯に覆われていた。

　目の覚めるような新緑。

　ここまで聖都から離れると、既に街道は途切れている。

　通行人のひとりも、馬車の一台も見あたらない。

　アスクレピオス博士によれば、聖地アルバレスはエール半島の北部に位置するそうだ。

　この半島部は〝竜の翼〟とも呼ばれていて、教皇領に指定されているという。

「ふおおおおお～！　エーコもルッカも、かぐわしい匂いがするのぅ～」

　と、ガウェインの背の上で、アスクレピオスが欲望に忠実な声をあげた。

　前にはルッカ。妖精さながらのエクブラッド人。

　背後にはエーコ。少女の姿で生まれたアヴァロン聖竜皇。

　両者に挟まれて、アスクレピオスはご満悦の様子である。その童女めいた容姿とは裏腹に、実は数百年の時を生きてきた賢者なのだが、それらしい風格とは無縁だった。

「ちょっと！　もう少し大人しくしてよね！　落ちても知らないわよ？」

　先ほどからエーコは頭を悩ませているのだが、アスクレピオスの勢いは止まらない。肩ごしにエーコを振り返ると、くんくんと匂いを嗅ぐ。

「むっはーっ！　アヴァロン聖竜皇の香りを直じかに嗅げるとは、学者冥利に尽きるというものだ！　まるで大輪の薔ば薇らのように、甘さと高貴さを兼ねそなえた香りだのぅ～」

「そ、そうかしら？　自分ではよく解わからないけど……って、あんまりくんくんしないでよね！　この変態博士っ！」

　眉を吊つり上あげ抗議するエーコだが、アスクレピオスは意にも介さない。今度はルッカのうなじに目を留とめると、鼻先を近づけた。

「ひうっ！」

　アスクレピオスの息遣いを感じとったのか、ビクンと肩を震わせるルッカ。

「ふぅ～む。ルッカのほうは、たとえるなら清涼な森の香りだな！　こうして目を閉じてルッカの匂いに包まれていると──おおっ、まぶたの裏にエクブラッドの森の風景が浮かんできたぞ！」

「ううっ、恥ずかしい……」

　ルッカはすっかり小さくなっている。アスクレピオスに背を向けた状態で騎乗しているため、今のルッカはされるがままなのだ。耳たぶまで真っ赤になっていた。

「あの、マスター？　もう少し自重されたほうが、よろしいのではないかと……」

　そんなアスクレピオスを遠慮がちに諫いさめたのは、ファナだった。主人のはしゃぎっぷりを見るに見かねて、といった様子である。そういった気配りは、とても自動人形とは思えなかった。

　そんなファナは今、ジェシカの背後に騎乗している。落ちないように、ジェシカの腰に腕をしっかりと巻きつけていた。

　ちなみに出発直前、ファナをどのドラゴンに相乗りさせるかを決めるとき、真っ先に名のりをあげたのはレイモンだった──。




『思い起こせば、俺って女の子にモテたためしがないんだよな。だけど、ファナさんという存在に出会って、俺は確信したよ。ファナさんなら、きっと俺の愛を受けいれてくれるってな！』

『あのう……レイモン様から、なにやらヨコシマな気配を感じます。わたくし、ジェシカ様の後ろに乗せていただきたく、存じます』

『わたくしは別に構いませんわよ。レイモンさんの破廉恥ぶりときたら、基礎過程ユニオスの頃から有名でしたし』

『そうだったの!?　地味にショックだな！』

『ふぅむ、妙だな。ファナにそのような思考回路を組みこんだ覚えはないのだが。なあ、レイモンとやら……お主、かなりの変態だのぅ？』

『博士にだけはいわれたくないんですけどっ!?』




　レイモンにとっては不本意だっただろうが、そんなやり取りが交わされたのである。

　なお、ナヴィーはいったん遣けん竜りゆう工こう房ぼうに戻った。エーコの修行プログラムについて、改めて模索したいのだという。

　エーコたちを見送る際、ナヴィーは悪戯いたずらっぽい笑顔とともに告げた。

　──あなたたちが聖地に到着したら、また合流しましょう。ふふっ。楽しみにしていてね、エーコ。

　ナヴィーがどんな修行メニューを提案してくれるのか──。

　エーコは期待で胸を膨らませる一方で、ナヴィーの小悪魔的な笑顔を思い出すと、若干の不安も覚えるのだった。





　　　　◇






　出発から五時間ほどを経て──。

　そろそろ夕暮れ時となった頃。

「ふわあああ……！」

　前方に見えてきた光景を前に、エーコは感嘆の溜ため息いきを漏らした。

　美しい円えん錐すい形けいの山影が、うっすらと見えてきたのである。

　世界広しといえども、あれほど端整な山影も珍しいのではないだろうか。

「あれが、霊峰エル・スワリ……」

　半ば無意識に、エーコはぽつんとつぶやいた。

「とても、神秘的……」

　ルッカもそうつぶやいたきり、声を失っている。

「はふぅ……新婚旅行の行き先は決まりですわね。もちろんアッシュ様と！」

　頰ほおを赤く染めながら、身体をくねらせるジェシカ。

　そんなジェシカの腰につかまりながら、ファナは「ジェシカ様の心拍数、急激に上昇中……」と、妙な分析をしている。

「なんていうか、とんでもない場所に来ちまったような……」

　一方、レイモンはただただ圧倒されてしまったようだ。

　それも無理はないだろう。

　前方に現れたのは、ただの高山ではなかった。

　その上空には、大岩のような島が浮遊しているのだ。

　あたかも、霊峰エル・スワリが戴いただく王冠のように。

　その景観は、この世のものとも思われなかった。

　三体のドラゴンたちも、なにか感じるところがあったのか、

「うぉおおおおおおおおおおおん……！」

　聖地に向けて呼びかけるように、何度も、何度も雄お叫たけびをあげている。

「あの浮遊岩の上に築かれた古代都市──それこそが、聖地アルバレスだ」

　と、アスクレピオスにはしては珍しく、厳おごそかな口調で告げた。

「それじゃあ早速、着陸するわよ！」

　エーコが武者震いを覚えつつ宣言すると、

「そうだ。聖地に降りる前に、説明しておかねばならぬことがある」

　アスクレピオスが急に待ったをかけた。

　気勢を削そがれたエーコは眉をひそめると、「なによ？」と訊たずねる。

「うむ、できれば儂わしの口から説明してやりたいのだが……見ての通り、儂はルッカの耳の匂いを嗅ぐので忙しい」

「はあっ!?」

「というわけで、ナヴィー！　あとの説明はよろしく頼んだぞ！」

　目を点にするエーコたちを意にも介さず、アスクレピオスは上空に向けて叫んだ。そして、ルッカの耳に鼻先を近づける。

「やん……」

　ルッカは全身を緊張させると、悩ましげな声を漏らす。

「あんたねぇ……」

　エーコがわなわなと拳を握りしめていると、

「じゃあ、博士のリクエストにお応えして、わたしが説明するわね──」

　ナヴィーが涼やかな声とともに、颯さつ爽そうと降臨した。あと一秒遅れていたら、エーコの鉄拳がアスクレピオスの後頭部を直撃していたことだろう。

　ナヴィーは空中で実体化すると、ファナの背後に腰を落ち着けた。

「あのう、ナヴィーさん？　わざわざリアンノンに騎乗しなくても、俺の後ろがずっと空いているのに……」

　レイモンがしょんぼりとして訊たずねると、

「ふふっ、ごめんなさいね。わたしのカラダに触れていいのは、アッシュだけなのよ」

　ナヴィーは艶つやっぽい笑顔で応じるのだった。

「ぐはあっ！」

　衝撃的な台詞せりふに胸を撃ち抜かれ、レイモンはのけ反ってしまう。不ふ憫びんな飼い主を慰めるように、ブリギットが「くぅ～ん」と鳴き声を漏らした。




　アスクレピオスの要望に応じて、ナヴィーは説明を始めた。

「聖地アルバレスについてだけど、歴史的なことについては、残念ながら竜種の記憶ドラグワースにも記されていないわ。こんな最果ての地には、竜族もあまり関心がなかったみたいね。一応、聖女ロサ・マリアに縁ゆかりのある地──という説もあるみたいだけど、わたしにも詳しいことは解わからないわ」

「……なんだか釈然としないわね」

「竜種の記憶ドラグワースだって、万能じゃないってことよ。ただ、聖地の物理的かつ魔導的な特性については、ちゃんと記されているから安心してちょうだい」

　ナヴィーの自信たっぷりな表情を前に、エーコは逆に不安になった。特に、「物理的かつ魔導的」という、仰々しい表現が気になってしまう。

「まず気をつけて欲しいのは、とても空気が薄いことよ。霊峰エル・スワリの標高は、およそ七五〇〇メートル。その上空に浮かぶ聖地アルバレスに至っては、標高九〇〇〇メートル以上よ。とても苛か酷こくな環境だから、まずはじっくりと身体を慣らすこと。これを怠おこたると、高山病と同じ症状が出てしまうわ。エーコも竜族だからといって油断せずに、ちゃんと従うこと。いいわね？」

「了解よ」

　エーコは真顔でうなずいた。

「それと、聖地アルバレスは強固な魔導結界に覆われているのだけど、結界の内側と外側では、時間の流れの速さが違うのよね」

「……どういうこと？」

　眉をひそめるエーコ。ルッカとジェシカとレイモンも、不思議そうに小首をかしげてしまう。

「これは概算だけど、外の世界での一日が、聖地では十二日に相当するのよ」

「なんですって!?」

　エーコは開いた口がふさがらない。

「そして、いったん聖地に入ってしまったら、外部時間で七日間──結界内だと八十四日間にわたり、外に出ることはできなくなるわ」

「ええっ!?」

　ジェシカとレイモンが異口同音に叫ぶ。

「…………」

　ルッカも叫び声こそあげなかったが、目を大きく見ひらいている。

「理由は謎だけど、そういうルールが課されているのよね。いったん実体化して聖地に足を踏み入れた場合、わたしも期間内は遣けん竜りゆう工こう房ぼうに戻れなくなるわ。つまり、聖地に閉じこめられている間は、外の状況を探査することもできなくなるというわけ」

　そういって、ナヴィーは肩をすくめてみせた。

　出発直前、ナヴィーはアッシュの状況を見事に探ってくれたが、そうした異能も結界内部では使えなくなるというわけだ。

「つまり、わたくしたちが聖地で八十四日間──およそ三ヵ月もの時間を費やしても、外の世界では七日間しか経たっていないというわけですわね。七日後といえば、大陸会議もとっくに終わっていますわ」

　ジェシカが思案げにつぶやくと、ナヴィーはあっさりと首しゆ肯こうした。

「ふふっ、そういうこと。吞のみ込こみが早くて助かるわ」

　と、今度はレイモンが不安げな顔をして、ナヴィーに訊たずねる。

「あのう、ナヴィーさん？　俺たち、そんなに生き延びられるだけの食料を携帯していないような……？」

「もちろん、食料は現地調達になるわね」

　ナヴィーは満面の笑みで応じた。

「マジですか……」

　レイモンはすっかり青ざめている。

「まあ、お米と小麦粉だけは三ヵ月分を積んでるから、大丈夫よ。昨夜のうちに、アスクレピオス博士に頼んで、手配しておいたの」

「へえ……やるじゃないの」

　ナヴィーの手際の良さに、エーコは感心した。

　そういえば、各ドラゴンに積んでいる荷物が妙に多いような気がしていたのだが、その大半は米と小麦粉だったのだ。

「わたしは、修行期間がどれだけ長くなっても、構わない。むしろ……望むところ」

　と、ルッカが毅き然ぜんとして断言してみせた。

　ここまで来た以上、もはや一切の迷いは無いようだ。

　そんな飼い主の意気を感じとったのだろう、ガウェインも「うぉおおおんっ！」と、勇ましく吼ほえるのだった。

「エーコはどう？　いちど聖地に入ったら、出てくるまでアッシュとの星精路アストラル・フロウは断たれるわ。幸い、聖地は星精アストラルを含む食料源が豊富だから、あなたの身体に致命的な問題は出ないはずだけど、……それなりに覚悟は必要よ」

「…………」

「それに、これから三ヵ月弱に及ぶ期間中、たとえ苦しい修行に耐えたとしても、徒労に終わる可能性だってあるわ。魔導蛇ウロボロスを打ち破るには、あなた自身が飛躍的にレベルアップする必要があるのだから──この苛か酷こくな状況を前にしても、あなたの決意は揺るがないと断言できるかしら？」

　ナヴィーの挑戦的な言葉に、エーコは思わず唇を嚙かんだが──。

　もちろん、ここで引き下がるつもりはない。

　魔導蛇ウロボロスの呪いを打ち破り、再びアヴァロン聖竜皇としてアッシュとともに闘う。

　エーコは昨日、自分の胸にそう誓ったのだ。

「上等じゃないの。これから三ヵ月間、なにがなんでも魔導蛇ウロボロスを外せるだけの力を手に入れてやるわよ！」

「ふむ──お主らの決意に、揺らぎはないようだな」

　と、ルッカの耳に執着していたアスクレピオスが、ようやく一同を振り返った。

「聖竜マエストロたちよ！　いざ、あの魔導結界を超えて聖地に降りるのだ！　結界付近に到達すると同時に、お前たちの魔力で結界障壁を中和しつつ、全速前進！」

　アスクレピオスの言葉に呼応して、三体の聖竜マエストロたちは一直線に聖地を目指す。

　まずはぐんぐんと上昇し、聖地よりもさらに上の空域に達した。

　その空域からだと、聖地アルバレスを一望のもとに俯ふ瞰かんすることができる。

　聖地全体の面積は、学院都市アンサリヴァンと同じくらいだろうか。

　改めて、この浮遊岩の大きさを実感することができた。

　大地の大半は、草に覆われている。

　森林地帯もあれば、湖や川もある。

　ちょうど橙だいだい色いろの夕ゆう陽ひを浴びて、水面はきらきらと輝いていた。

　とても標高九○○○メートル級の世界とは思えないほど、聖地は自然に恵まれているのだった。この苛酷な環境に対応できるほど、強きよう靱じんな植物ばかりなのだろう。

　いや、植物だけではない。

　アンサリヴァンでは見たこともない野鳥が飛び交っているし、草原や川原では未知の動物たちが闊かつ歩ぽしている。

　そして、草原や森には、古代遺跡と思われる建造物が点在していた。

　超古代の建物ゆえに、その風変わりなデザインはエーコの理解を超えているが、荘そう厳ごんな気配から察するに、どうやら修道院の類だと思われた。

「──魔導結界の中和開始！」

　と、アスクレピオスの鋭い声で、エーコは我に返った。

「うぉおおおおおおおおおっ……！」

　ガウェイン、リアンノン、ブリギットの三体が、すかさず魔力を放出する。そして、果敢にも魔導結界に挑んでいく。

　各ドラゴンの周囲で魔力反応が発生し、まばゆいほどに光が明滅する。

　苦戦しているようだが、それでもガウェインたちは少しずつ、少しずつ、前方へと進んでいく。

　目には見えない障壁を、確実にくぐり抜けるために──。

「頑張って！　あと少しよ！」

　エーコは思わず前のめりになって、ドラゴンたちに声援を送る。

　その一方で、どこか悔しい気持ちも覚えていた。

　これほど特殊な魔導結界を突破するなど、今のエーコには逆立ちしてもできない芸当だからである。

　自分も再び竜化ドラグナイズできるようになったら、この程度の結界は余裕で突破できるようになりたいな……と、心からそう願う。

　そして──三体の聖竜マエストロは見事、魔導障壁を突破した。

　と同時に、浮遊岩を包んでいた結界に異変が生じた。

　無色透明だった結界が発光したかと思うと、無数の文字や紋様が浮かび上がったのである。あまりの神秘に、エーコたちは息を吞のんだ。

「──結界がわたしたちの侵入を認識したのね。これで八十四日間は、外部とは完全に隔絶されたことになるわ」

　ナヴィーの言葉に、エーコは厳げん粛しゆくな気持ちでうなずくのだった。
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　三体のドラゴンがそろって着陸するなり、エーコはガウェインの背から飛び降りた。すかさずジェシカとレイモンを振り返る。

「無事に到着したことだし、あんたちの〈星刻〉を今のうちに返しておくわね」

　エーコは左右の手のひらに刻まれている〈星刻〉を、ジェシカとレイモンに向けた。

　たちまちエーコを中心にして、まばゆいばかりの光こう芒ぼうがほとばしる。

　それぞれの〈星刻〉が、ジェシカとレイモンの肉体に返還されていき──

　リアンノンは水竜ハイドラに、ブリギットは地竜アーシアに戻った。

「ふふっ。だいぶん、コツをつかめたみたいね」

　ナヴィーが感心した風に誉ほめてくれたので、

「ふふ～ん」

　エーコは得意満面になった。

　と、レイモンがブリギットの頭を撫なでながら、諭さとすように告げた。

「聖竜マエストロだったときの感覚、ちゃんと覚えておくんだぞ？　せっかく修行の時間を手に入れたんだ。なにがなんでも、お前を聖竜マエストロにしてみせるからな」

「わたくしのリアンノンだって、負けてはいられませんわっ！」

　ジェシカも瞳をきらきらと輝かせ、レイモンとブリギットに対抗心を燃やしている。

「それにしても……あんたがいってた通り、空気が薄いわね。こんなところで激しい運動をしていたら、あっという間にダウンしてしまいそうだわ……。とても苛か酷こくな修行になりそうね」

　軽く深呼吸をしてみたエーコは、改めて聖地の特異性を痛感するのだった。

「とりあえず、数日間はこの環境に適応することに専念しないとね。もちろん、ただ漫然と休んでいるわけにはいかないわよ。アスクレピオス博士の、ありがたい講義が待っているわ」

　そういって、ナヴィーは悪戯いたずらっぽい笑顔を見せた。

「座学もあるのか……」

　先ほどの意欲はどこへやら、レイモンは早速、がっくりと肩を落とした。アッシュと同じく、レイモンも座学は苦手なタイプらしい。

「ところで、もう夕方だな。エーコよ、そろそろ腹が減ってきた頃合いではないか？　なんといっても、竜族の食事は一日五回なのであろう？」

　アスクレピオスに指摘され、エーコはハッと我に返る。

　──ぐぅううううううううううう～！

　その途端、急に思い出したかのように、エーコの腹が盛大に鳴った。

「ふっふっ。まさしくドラゴン並みだ。地鳴りかと思ったぞ？」

「んもうっ、うるさいわよっ！　健康な証拠でしょ！」

　エーコは真っ赤になって、恥ずかしがってしまう。

「とりあえず、あの修道院みたいな建物を拠点とするのはどうかしら？」

　ナヴィーの言葉に、一同はうなずくのだった。




「こうして近くで見ると……まるで戦争でもあったみたいね」

　夕食の準備がてら、その修道院じみた建築群を眺めやったエーコは、ブルルッと全身を震わせた。

　よく見ると、どの建物も半壊しているのだ。

　風化とは明らかに異なる、破壊の痕跡が認められた。

「うむ。かつて、この聖地には小規模な都市が築かれていたのだが、戦争によって滅びたと推測される」

「推測？　あんたらしくもない表現ね。調べはついていないの？」

　エーコが怪け訝げんに思い訊たずねると、アスクレピオスは嘆息した。

「どうもエスパーダ聖庁の連中が、この古代都市アルバレスに関する資料をことごとく破棄したようでな。詳しいことは謎に包まれたままなのだ。まったく、腹立たしい」

「そうなんだ……」

「この魔導結界にしても、だ。およそ千年前、エスパーダ聖庁の主導で仕掛けられたというのが、最も有力な学説だ」

「千年前っ!?」

　エーコは目を丸くした。

「千年前といえば、古代都市アルバレスが滅びたとされる時期と一致する。これはあくまでも憶測だが、エスパーダ聖庁はなんらかの事情で、アルバレスの街を滅ぼしたのではあるまいか。遺跡の破壊跡から推察するに、戦争というよりは、一方的な殺さつ戮りくだったように見受けられるからな。そう考えれば、エスパーダ聖庁が躍起になって古代都市アルバレスの資料を破棄させたのも、納得がいく──」

「…………」

　話がどんどん物騒になってきたので、エーコは固唾かたずを吞のんだ。ルッカとジェシカとレイモンも青ざめた顔をして、無言で聴き入っている。

「そして都市を滅亡させたあと、エスパーダ聖庁は魔導結界を張ることで、人々を近づけないようにした。事実、この結界をくぐり抜けるには竜族の協力が必要不可欠だし、中に入れば入ったで、様々な制約を受けることになる」

「事実上、外界の人間よりも十二倍の速さで歳をとってしまうし、いちど足を踏み入れたら、およそ三ヵ月も閉じこめられてしまうってわけよね。普通の人なら、まず入りたいとは思わないわ」

　ナヴィーが補足すると、アスクレピオスは「うむ」とうなずいた。

「そんなわけで、いつしかこの聖地には、誰も近づかんようになった。エスパーダ聖庁の連中も、時代の流れとともに大衆が聖地への関心を失っていくのを見て、すっかり安心したようだな。その結果、聖地管理局という部署を解体したのだ。それが、二百年ほど昔のことだったな」

　そこまで説明すると、アスクレピオスは遠い目をした。

　二百年前といえば、アスクレピオスは既に生まれていたのだ。遠い過去を懐かしがっているのかもしれない。

「ちなみに、聖地管理局で最後の局長を務めたのが、なにを隠そう──この儂わしだった」

「ええっ!?　あんたって、昔はそんなことまでしてたの？　ただの変態博士かと思っていたわ！」

　エーコはアスクレピオスをまじまじと見つめた。

「ふっふっ。〝人に歴史あり〟だな」

　アスクレピオスは鼻高々になっている。

「そこまでして、当時のエスパーダ聖庁がなにを隠したがったのか……ちょっと気になるわね。竜種の記憶ドラグワースには記されていないわけだから、竜族は関わっていないはずだけど」

　眉根を寄せてつぶやいたのは、ナヴィーである。

「まあ、ここであれこれと考えたところで、なにかが解わかるわけでもない。今は修行を最優先に考えるべきではないかな？」

　アスクレピオスの言葉で、歴史の話題は打ち切りとなった。
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　その修道院じみた建築群の庭園で、エーコたちはテントを張って一夜を明かした。

　一応、寝場所として使えそうな建物もあるのだが、万が一、就寝中に屋根でも崩壊したら洒落しやれにならない。

　というわけで、当面はテントで暮らすことになった。

「ふわぁ……」

　寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりつつ、テントから抜け出したエーコは、燦さん然ぜんと輝く朝陽を一身に浴びながら、大きく伸びをした。

　見れば見るほど、神秘的な雰囲気を感じさせる場所だと思う。

　中央に位置する庭園は綺き麗れいな正方形を描いていて、中央には綺麗な水が湧いている。アスクレピオスによれば、そのまま飲んでも大丈夫なほど綺麗な水だという。

　そして、この人工的な庭園をぐるりと囲むのは、回廊だ。

　等間隔で建ち並ぶ列柱には、残念ながら戦争の痕跡が色濃く残っている。半ばからへし折れた柱もあった。

　そんな回廊に囲まれた庭を中心にして、様々な建築物が並んでいる。

　中でも、礼拝堂らしき建物の尖せん塔とうが、ひときわ高くそびえていた。

　厨ちゆう房ぼう施設やワインの醸造所や家畜小屋、野菜畑の痕跡、そして果物の栽培室だったと思われる建物も見られた。

　やはり、どの施設にも破壊の痕跡が残っていたが、厨房は手入れをすれば使えそうだ。

　ルッカによれば、石窯を修理できさえすれば、パンを美お味いしく焼くことができそう……とのことである。

　修理については、アスクレピオスが「儂わしに任せろ！」と請け負ってくれた。

「──あら？」

　ふと、エーコは顔をあげた。

　スパイシーな香りが、鼻先をかすめたのだ。とても食欲をそそる匂いである。

「エーコさぁん！　朝ご飯、そろそろできますわよ～！」

　ちょうどそのとき、ジェシカの朗らかな声が聞こえてきた。

「今、行くわ！」

　背後を振り返ったエーコは、しかし、予想外の光景に度肝を抜かれた。

　テントからやや離れた位置──湧き水の付近で、火が燃えている。

　盛大な焚たき火びの上では、四本の足を棒に縛られた動物が、吊つるされていた。背中からこんがりと焼かれている。

　要するに、丸焼きなのだった。

　ぱっと見た感じ、獲物は鹿によく似ている。ほ乳類の一種だろう。その背からは、ぽたぽたと脂が滴り落ちている。

「じゅるり……」

　エーコは思わず生唾を吞のみこんだが──それ以上に、目の前の光景には圧倒されてしまった。

「ねぇ？　この豪勢な丸焼きが、本当に朝ご飯なの？　まるでディナーだわ……」

「今朝、早く目が覚めたから……ガウェインと一緒に、狩りに出かけたの」

　焚き火を見張っていたルッカが、エーコを振り返った。

「そうなんだ……」

　ルッカにとっては、この程度の狩りと料理は大事ではないらしく、淡々と枯れ枝を火にくべている。

　さすがはエクブラッド人の娘といったところだろうか。

「えっと……この獣はね、地上のほ乳類よりも、星精アストラルを大量に蓄えているみたいなの。今のエーコ、アッシュとのつながりが途絶えているから……星精アストラルの補給に、ちょうどいいかと思って」

「……！」

　エーコはようやく、この盛大な料理の意味を悟った。

　ルッカが朝から肉を焼いてくれたのは、ひとえにエーコのためだったのだ。

「ルッカ……ありがとね！　そうと聞いたら、ますます食欲が湧いてきたわよ！」

「わたくしも、しっかり食べて修行に邁まい進しんいたしますわ！」

　と、ジェシカがひょっこり顔を出すと、拳をグッと握りしめた。

「せっかくだし、わたしもいただこうかしら。この身体に食事は必要ないんだけどね」

　ナヴィーも興味津々の様子である。

「くっくっく。アルバレスに棲せい息そくしている獣は、美味であるぞ。儂わしも久しぶりに、馳ち走そうになるとするか」

　アスクレピオスもすっかり臨戦態勢だ。ちゃっかりと、自分専用の皿とフォークを手にしていた。一見、食の細そうな雰囲気なのだが、意外と食いしん坊のようだ。

「……皆様。栄養バランスを考慮して、お野菜や果物もお忘れなく」

　と、エプロン姿のファナが顔を出した。その口調こそ機械的なのだが、なんだか母親のような言葉だった。

「俺の存在も忘れないでくれよな！」

　と、レイモンもしっかりと自己主張すると、フォークと皿を手にしている。いつでも食事に取りかかれるぞといわんばかりだった。

　と、ずっと焼き加減を見ていたルッカが、ゆっくりと立ち上がる。

「……そろそろ、頃合いだと思う」

　ルッカの言葉を合図に、一同は華やかな歓声をあげると、各々の皿を手に、丸焼きの周囲に集まるのだった。
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「う～ん。お腹なかいっぱい……」

　ぽんぽんに膨れたお腹を抱かかえつつ、エーコは草原の上で横たわっていた。

　調子に乗って、ついつい食べすぎてしまったのだ。

　視界の片隅では、ルッカたちが食事の後片付けをしている。

　申し訳なく思いつつも、エーコは起き上がれない。

「はふぅ……」

　こんがりと焼けた肉の味を思い出しただけで、恍こう惚こつとした溜ため息いきが漏れた。

　ルッカによれば、調味料は一切使わずに、香り付けにハーブを使っただけらしい。もちろん、ソースの類をかけたりもしなかった。

　それは純粋に、肉という素材の味そのものだった。

　焼きたての肉塊を口に放りこんだ瞬間など、舌の上で大自然の神秘が炸さく裂れつしたような気がしたものだ。

「そういえば……迎げい賓ひん館かんのレストランで食べたお肉も、調味料はほとんど使っていないって──シェフが説明してたっけ」

　ふと、エーコは聖都エスパーダでの一幕を思いだした。

　ラクエルも交えた、楽しい晩ばん餐さん会かい。

　一昨日のことなのに、無性に懐かしく思えてしまう。

　エーコは誤ってアンサル・ワインを飲んでしまい、途中退場を余儀なくされてしまったわけだが、それでも子豚料理メインデイツシユの味は記憶に刻みこまれている。

　ちなみに、酔っぱらったあとの記憶はぷっつりと途絶えているのだが、なにやらアッシュの前でとてつもなく恥ずかしいことをやらかしてしまったような気がする。

　その翌朝、アッシュはいつもと変わりない様子だったので、たぶん大丈夫だと思うのだが……。

「うむ、料理とは素材が命！　そして、エーコよ！　この修行の目的も、お主という素材の魅力を高めるのが先決なのだ。うっぷ……」

　と、エーコの横に寝転んでいたアスクレピオスが、なにやら良いことをいおうとして起き上がろうとしたのだが──たちまち青ざめてしまった。どう見ても食べすぎである。

「大賢者の称号が泣くわよ？」

「ふっ。ルッカが調合してくれた胃薬を飲めば、すぐに回復するはず……たぶん」

「少しは歳としを考えたほうがいいわよ……」

　エーコは思わず苦笑を誘われたが、すぐさま顔を引き締めた。

「それはともかく──あんたのいいたいこと、なんとなくだけど解わかる気がするわ。この修行、調味料で味付けするような小技を獲得するんじゃなくて、あたし自身の根源的な部分から鍛え直すってことよね？」

　エーコの言葉に、アスクレピオスは満足げな笑みを浮かべた。

「それが解っておるのなら、話は早いな。ならば一に修行、二に修行、三四がなくて、五に……ううむ、もう少し休憩するか」

「そ、そうね……」

　我ながら情けないとは思いつつ、エーコは同意するのだった。




　それからしばらく、エーコはアスクレピオスと並んで、うとうとと微睡まどろんでいた。

　やがて、一陣の風がサッと吹き抜ける。

　見わたす限りの草原が、さざ波のような音をたてた。

　ほんのりと冷たい風が、とても肌に心地よくて──。

「まるで、大地と一体化したような……そんな気分だわ」

　エーコは目を開くと、恍こう惚こつとしてつぶやいた。

「うむ。その感覚をこそ、大切にするがいい」

　いつの間に目を覚ましたのか、アスクレピオスが真顔で応じる。

「今の自分を超えるのだ、エーコ。今よりも強く、逞たくましくなれ。お主の生存を脅おびやかす、すべての要素を排除しろ。そのとき、お主は大地の意義となる」

「大地の、意義……？」

　エーコはきょとんとする。

　なにやら哲学的な感じがした。

「ふっ。今はまだ、解わからずともよい。充分に休んだことだし、まずは修行の準備を始めるとするかな？」

　アスクレピオスが挑戦的に笑いかけてきたので、エーコは勢いよく跳ね起きた。

　今ではもう、食後の満腹感は収まって、全身に活力が充みち満みちている。

「望むところよ！」
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　アスクレピオスの案内で、エーコたちは礼拝堂らしき建物に足を踏み入れた。

　エーコ、ルッカ、ジェシカ、レイモン、そしてナヴィーの順に、進んでいく。

　やや遅れて、ファナがナヴィーの背後に続いた。東方世界の様式を思わせる木箱を四つも抱かかえているが、自動人形である彼女にとっては、大した重さではないようだ。

　礼拝堂の内部は閑散としていて、窓からは朝陽が射さしこんでいる。中央の通路を挟んで、今にも朽ち果てそうな会衆席が並んでいた。

　最奥部には祭壇が設置され、聖女ロサ・マリアとおぼしき女性の像が祀まつられている。

「……あれ？」

　ふと、エーコは小首をかしげた。

　その聖女像の顔立ちや雰囲気は、ロサ・マリアと見て間違いないだろう。

　ロサ・マリアの像ならあちこちで見てきたので、エーコにだって一目で判別できる。

　問題なのは、聖女ロサ・マリアの腹が大きく膨らんでいることだった。

「……聖女といっても、ついつい食べすぎることはあるのね」

「ちょっとエーコさん！　ロサ・マリア様に対して失礼ですわよ！」

　と、ジェシカが眉を吊つり上あげる。意外と信仰心は厚いようだ。

「じゃあ、このお腹なかの膨らみはなにを意味しているっていうのよ？」

　エーコは怪け訝げんに思って、ジェシカを横目で見やった。

「そ、それは……」

　なぜだか口ごもってしまうジェシカ。内心では、その膨らみの意味に気づいているのだが、口に出すのは憚はばかられる──そんな顔をしていた。

「う～ん、妙だよなあ。このロサ・マリア像ってさ、どう見ても妊娠してるようにしか見えないんだけど？」

　と、レイモンがあっけらかんと感想を漏らした。

　ジェシカが口に出すのを遠慮していたことを、ずばりと告げた感がある。

　いわれてみれば、その通りだ──と、エーコは気づいた。

　この女性像は、自身の腹部に慈愛のこもった眼まな差ざしを向けている。そして、我が子に語りかけるように、大きく膨らんだ腹を撫なでているのだ。

「エスパーダ聖庁の記録によれば、ロサ・マリアは純潔の乙女として生涯を終えたはずなんだけどね。竜種の記憶ドラグワースにだって、そう記されているし」

　さりげなく補足したのは、ナヴィーだった。

「どういうことなの？　これじゃあ聖女像というより、聖母像だわ」

　エーコはますます混乱してしまう。

「まあ、この聖女像については諸説あってな……。無論、エスパーダ聖庁はこの像を聖女ロサ・マリアだと認めてはおらん。遺跡の一部としての価値、そして芸術作品としての価値がなければ、聖庁はとっくに破壊していたであろうな」

　アスクレピオスは微苦笑を漏らすと、肩をすくめてみせた。

「事実、儂わしが聖地の管理局長を務めていた頃も、何度か聖庁の連中が破壊の要請を入れてきてな……そのたびに、儂はこの像の価値を学術的に説明してやったものだ」

「なんだか釈然としないわね」

　エーコは眉をひそめると、腕組みをした。

「なんにせよ、今回の修行には関係ないから気にせずともよい。この話は、これでおしまいだ」

　そういって、アスクレピオスは一同の顔をぐるりと見わたした。

「さて、と。これから三日間は、座学を中心に行うとしよう。昨日、ナヴィーから説明があったように、こんな高地でいきなり激しい運動をしようものなら、高山病を患ってしまうからな。座学を受けつつ身体を慣らす──まさしく一石二鳥というわけだ」

　エーコたちは大人しくうなずいた。

「とにかく、無理はするでないぞ？　逸はやる気持ちもあるだろうが、お前たちには約三ヵ月の修行期間が与えられているのだ。急がず焦らず、少しずつ前に進むがよい」

　落ち着いた口調で語るアスクレピオスの言葉は、まるで澄んだ湧き水のように、エーコの胸に染みわたっていく。

「そこで、だ。少しでもお主らのモチベーションを上げるために、儂からプレゼントを贈ろうと思う。ファナ、例の物を用意してくれ」

「はい、マスター」

　ファナは従順に応じると、持参した木箱を四つ、エーコたちの正面に運んできた。そして、エーコ、ルッカ、ジェシカ、レイモンの順に手渡していく。

　エーコたちは顔に疑問符を浮かべつつ、渡された木箱を開く。

　各々の箱に収納されていたのは、見慣れない雰囲気の衣装だった。

「……？」

　エーコは不思議に思いつつ、その衣装を手に取った。

　純白の上着は絹のように柔らかく、透き通るように薄い生地で仕立てられている。かなり上質な素材を使っているようだが、デザインのほうは風変わりだと思った。

　袖口は広く、前を留とめるためのボタンは見あたらない。

　一方、下半身用の衣装は、スカートを思わせるデザインなのだが、一般的なスカートとは根本的に違う気がする。

「こんなデザイン、見たことない……」

　きょとんとして、手に取った衣装を見つめるルッカ。

「俺にも、さっぱり解わからないな。というか、俺の衣装だけ素材が普通っぽいというか、デザインも手抜きっぽい気がするんだけど……」

　レイモンは眉をひそめている。

「なんとなくですけど、東方の司祭服っぽい気がしますわね。少なくとも、わたくしたちの文化圏とは、まったく異なる世界のデザインだと思いますわ」

　一方、ジェシカは服飾方面に造詣が深いようで、半信半疑の顔ながらも、自分の推測を口にした。

「正解よ、ジェシカ。見直したわ」

　と、ナヴィーがジェシカに称賛の言葉を贈った。

　アスクレピオスも「うむ、その通りだ！」とうなずくと、嬉き々きとして解説を始める。

「お主らに渡したのは、まさしく東方由来の神官服だ。レイモンには男性神官用のオーソドックスなタイプを用意した。そして女性陣に提供したのは、いわゆる〝巫み女こ装束〟というやつだ」

「ちょっと、待ちなさいよ！　この巫女装束とやら……生地がスケスケなんだけど、どういうことなの!?　東方の巫女って、本当にこんな服を着てるわけ？」

　重大な事実に気づいたエーコは、ぷるぷると肩を震わせてしまう。

「うむ。修行には最適のチョイスだと思っておるぞ」

「だ、だけど……こんな服と修行に、どんな関係があるっていうの？」

「いや、理想は全裸なのだがな」

「なんですって～!?」

　エーコは恥ずかしさのあまり、全身を火照らせた。

　ルッカとジェシカも頰ほおを赤らめている。対照的に、レイモンだけは鼻息を荒くしているが……。

「お主らが〝今よりも強くなりたい〟という目的を達するには、少しでも早く、この聖地アルバレスの大自然に馴な染じむ必要がある。聖地との親和性を高めれば高めるほど、修行の成果は出やすくなるのだ。そのためには、衣服など邪魔なだけだ」

「ううっ。納得できるような、できないような……」

「そもそも、エーコよ？　ルッカたちが恥ずかしがるのは仕方ないとして、竜族に衣服など必要ないとは思わんか？」

「むぐっ!?　そ、それは……」

「あら。エーコったら、誕生した頃なんて、アッシュに『衣服なんて要らない』って主張してなかったかしら？」

　ナヴィーが悪戯いたずらっぽく指摘してきたので、エーコは言葉を詰まらせてしまう。

　事実、当時のエーコは本気でそう思っていたので、反論の余地はない。

「あっ、あの頃と、今では、その……」

　今ではもう、エーコは頰をカッと熱くしている。

「ふっ。そういう人間臭いところは、嫌いではないぞ。ならばこそ、さすがに全裸では恥ずかしかろうと思って、この巫み女こ装束を用意してやったのだ。その極薄の絹地ならば、全裸の状態と大差ないからな」

「まあ、そういう事情なら……感謝しておくわ」

「それでは早速、着替えるのだ！　ほれほれ、早く！」

　アスクレピオスに急かされて、エーコたちは慌てて着替え始めるのだった。
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　女子と一緒に着替えるわけにはいかないので、レイモンは別室で待機していた。既に男性用の神官服を着用している。

　先ほどアスクレピオスが明言した通り、まるで裸と大差ないほど生地は軽く、着心地も極上だった。

「それにしても……女子の着替えって、なんでこんなに時間がかかるんだろうなあ？」

　ぼやきながら、レイモンは着替え終了の合図を待ち構える。

　さらに数分が経たった頃、ようやく扉を遠慮がちに叩たたく音がして──。

「──レイモン様」

　顔を出したのは、ファナだった。

「エーコ様たちのお着替えが終わりましたので、祭壇のほうへお戻りくださいませ」

「はっ、はい！」

　レイモンは妙に緊張すると、弾はじかれたように立ち上がった。ファナに続いて、祭壇のほうに向かう。

「……………………」

　通路でファナとふたりきりになったので、レイモンはドギマギしてしまった。

　数歩先を淡々と進むファナの背中は、どこか超然とした感じを受ける。

　やはり、彼女が自動人形だからだろうか。

　──や、やばい。本気で惚ほれてしまいそうだ……。

　レイモンは慌てて、首をぶんぶんと横に振った。

　やがて通路が途切れ、ふたりは祭壇の間にたどり着いた。

　その途端、レイモンは鼻血を噴きそうになった。

「うおっ!?　ほ、本当に……そんな格好で修行するのか!?」

「ちょっと、レイモンさん!?　あんまりジロジロ見ないでくださいます!?」

　ジェシカが胸もとを手で隠しつつ、抗議の声をあげる。

　エーコとルッカも恥ずかしそうに、そんなジェシカの背後に隠れてしまった。

　アッシュとの扱いの差が大きすぎて、なにやら悲しくなってしまうが──まあ、可愛かわいいので許そう……と、レイモンは思った。

　それほどまでに、甘美な光景だったのだ。

　先ほどエーコが指摘した通り、アスクレピオスが手配した巫み女こ装束は、とにかく生地が薄い。光を浴びると、身体の輪郭がくっきりと浮かび上がるほどだった。

　──ここは天国ですか？

　思わず鼻の下を伸ばしそうになるレイモンだったが、

　──……って、いかんいかん！　俺が聖地までやって来たのは、なんのためだ？　これまでの自分を変えるためだろうが！　絶対、竜騎士ドラグナーになってやるんだからな！

　両手でぴしゃりと頰ほおを叩たたくと、決意を新たにするのだった。




「ううっ。本当に、こんな衣装に着替えただけで、アスクレピオスのいうような効果があるのかしら？」

　エーコは羞恥心に身を焦がしつつ、そわそわしている。

　そんなエーコを見て、しばらくニヤニヤとしていたアスクレピオス博士だったが、やがて大真面目な顔で切りだした。

「ルッカとジェシカとレイモンは、聖地の特殊な環境に身体を慣らしたあと、基礎訓練から始めるのだ。むっふっふ。お主たちの特訓メニューも考案しておいたから、楽しみにしておくとよい」

　アスクレピオスの言葉に、ルッカたちは真顔でうなずいた。

「そして、エーコよ。お主は、この儂わしが自ら指導してやる」

　今ではもう、アスクレピオスは大賢者にふさわしい、厳格な眼まな差ざしをしている。

　一瞬にして、その小柄な身体が強烈な闘気オーラをまとったような気がした。

「よいか、エーコ。その腕輪を、一国の領土だと思うのだ。先日まではお主が統治していたが、今や魔導蛇ウロボロスの侵略によって、すべての領土を奪われてしまった。お前がやるべきことは、日々の修行により力を得て、自分の領土を奪還すること。解わかるな？」

「了解よ」

「ならば、あとは鍛錬あるのみ！　お主が精神と肉体を鍛えれば鍛えるほど、腕輪への感応力も高まる。覚悟はよいな？」

「あたしを誰だと思っているの？　絶対にやり遂げてみせるわ！」

　威勢よく宣言したものの、エーコはふと疑問に思う。

「だけど、今のあたしはただの女の子だし、修行を積んだからって、竜族としてレベルアップなんてできるのかしら？」

　と、今度はナヴィーが説明してくれた。

「人間としてのあなたが総合的に成長すれば、ドラゴンとしてのあなたにもちゃんと反映されるのよ。しかも、何十倍にもなってね」

「それって本当!?」

　たちまち、エーコは瞳を輝かせた。

「大おお雑ざつ把ぱなたとえだけど、人としてのあなたが一歩進むと、ドラゴンとしてのあなたは数十歩分もの距離を進むイメージかしらね」

「すごいじゃないの！　具体的には、どんな修行をすればいいの？」

「うむ。昨夜、ナヴィーと協議しつつ、儂らはひとつの結論にたどりついた。あれを見るがいい」

　アスクレピオスは唐突に、杖つえの先端で天井を指した。

「……！」

　いわれた通り頭上を眺めたエーコは、驚きのあまり言葉を失った。

　天井には、全身を煌きらびやかな装甲に包まれた巨竜が描かれていたのだ。

　かなり老朽化していて、絵の具もあちこちが剝はがれているが、今にも動きだしそうな躍動感を感じさせる。

「……！」

　ルッカとジェシカとレイモンも、ぽかんとして真上を見上げたまま、その天井画に魅入られている。

「記録によれば、あの天井画は大昔のアヴァロン聖竜皇、つまりは、お主の先祖を描いたものらしいぞ。しかも、騎乗しているのは聖女ロサ・マリアだ」

「じゃあ、あのドラゴンは、あたしと同じ名前だっていう……？」

「そう、聖女ロサ・マリアの相パ棒ル──エーコだ。先代のエーコもまた、アヴァロン聖竜皇だったというわけだな。見るがいい、あの優美な装甲を！」

「まるで聖騎甲アークみたいだわ！」

「その通りよ、エーコ。あれは、竜族が自らの力を高めるために創つ成くった魔導装甲なの。竜種の記憶ドラグワースには、聖竜鎧アルマダという正式名称が記されているわ」

「聖竜鎧アルマダ……」

　その神秘的な言葉をつぶやくと、エーコは天井画を食い入るように見つめる。

「あなたの能力を手っとり早く強化するためには、聖竜鎧アルマダを創つ成くって、自ら装備するのが一番というわけね。いわば、竜騎士ドラグナーが聖騎甲アークを得て、聖天竜騎士アーク・ドラグナーにランクアップするのと同じよ」

「なるほどね」

「とはいえ、お主の場合は特殊な事情を抱かかえているからな。お主にとって理想的な聖竜鎧アルマダは、〝人間〟仕様と〝聖竜皇〟仕様、双方の形態を取ることになるだろう」

「…………」

　エーコは緊張のあまり、固唾かたずを吞のんだ。

「ふふっ。少しは顔つきが変わってきたわね。その境地に至ることができれば、魔導蛇ウロボロスなんて敵じゃなくなるはずよ。そのためにはまず、基礎から徹底的に鍛える必要があるわ──はい、これ」

「……？」

　ナヴィーから手渡されたノートを、エーコは凝然として見つめた。

　一ページ目からして、今後の予定がびっしりと記されていた。

「ちょっと!?　なによこれ！　座学はともかく、筋トレにジョギング、剣術、格闘術、東方由来の坐ざ禅ぜん……これと聖竜鎧アルマダの制作に、どういう関係があるっていうの!?」

「なあ、エーコ。お主はまず、聖竜鎧アルマダを装備するに足る身体をつくらねばならん。と同時に、制作者としての技術と感性を磨く必要もある。そのためには、文武両道──すべてをきっちりとこなす必要があるのだ」

「博士のいう通りよ。聖竜鎧アルマダの制作については、頭脳と身体を鍛えてからってこと。そうそう──早速、アッシュのプレゼントが役に立つわね」

　ナヴィーは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、懐ふところからなにかを取りだした。

　その手には、懐中時計が握られている。

　以前、エーコの誕生日にアッシュから贈られた、大切な宝物である。

　どうやら、その時計で修行の各種プログラムの時間を管理するつもりのようだ。

「ちょっと！　あたしの時計じゃないの！　いつの間に～っ！」

　歯は嚙がみして悔しがるエーコだったが、アスクレピオスとナヴィーがエーコのために親身になってくれている──その事実だけは、しっかりと伝わってきた。

「えっと、その……ナヴィーも、アスクレピオスも──」

　エーコが急に表情と口調を改めたので、ナヴィーとアスクレピオスは小首をかしげる。

「ほんとに、ほんとに、ありがとねっ！」

　ぺこり！　と頭を下げるエーコ。ナヴィーとアスクレピオスの献身に対して、どうしても感謝の気持ちを伝えずにはいられなかったのだ。

「ほっほっ！　なに、礼には及ばんよ！　儂わしも楽しませてもらっておるからな」

　エーコの気持ちを素直に受け取り、アスクレピオスは胸を張った。

「ふふっ。あなたが頭を下げるなんて……雨どころか、雪が降るんじゃないかしら？」

　対照的に、からかうような口調で応じるナヴィー。

「なっ、失礼よ！　このあたしが素直に感謝してるっていうのに！　こんなこと、滅めつ多たにないんだからねっ！」

　エーコは怒気もあらわに叫んだが、すぐに気を取り直す。

「ま、いいわ。どんなに厳しい修行だろうと、絶対に耐えてみせるわ！　そして強くなって、魔導蛇ウロボロスを蹴散らしてやるんだから！」

　エーコは天井を見上げると、そこに描かれた御ご先せん祖ぞ様に向けて、改めて決意を表明するのだった。





"Armada ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第九話　背徳の騎士









　エーコたちが聖地で修行を始めたのと、時を同じくして──。

　首都フォンティーンには、アンサリヴァン騎竜学院の新入生が滞在していた。

　騎竜学院の研修旅行といえば、毎年恒例の伝統行事である。フォンティーン市民は、初々しい新入生たちを温かく迎えてくれた。

　初日から四日間にわたり、新入生たちは着々とカリキュラムをこなしていった。

　実習の大半は、竜飼い人ブリーダーや竜騎士ドラグナーの職場見学である。

　もっとも、ただ見学すれば終了──というほど、騎竜学院は甘くない。

　ホテルに戻れば、各職場に関するレポートを書かねばならなかったし、座学や奉仕活動も待ち受けていた。

　当初は旅行気分で首都に着いた新入生たちだったが、そんな浮わついた気分など、初日の時点で吹き飛んでしまった。

　昨夜、最後のレポートを提出した新入生たちは、ようやく開放的な気分に浸ることを許されたのである。

　そして、研修旅行は五日目を迎えていた。

　早朝から、宿泊先ホテルのレストランは生徒たちで賑にぎわっている。

　昨日までとは違って、店内は和気あいあいとした雰囲気に満ちていた。

「ふふっ。いよいよ自由行動の日ですねっ！」

　窓際のテーブル席。リンダは意気揚々と宣言すると、フォークで突き刺した粗あら挽びきソーセージを口に運ぶ。

　嚙かんだ瞬間、パリッと小気味よい音がして、口の中に熱い肉汁が広がった。

「昨日までの束縛感が半端なかったからねえ。刑期を終えた囚人の気分ってやつ？」

「ロザリーちゃんったら。そのたとえは、どうかと思うよ～？」

　同席しているロザリーとセルマも、満面の笑みである。

「どこから観光すべきでしょうか？　リンダは、やっぱりフォンティーン城は外せないと思うんですよね」

「まあ、お城は定番だよね。とにかく、この街は観光名所やお店が多いから、今のうちに計画を立てておいたほうがいいと思う」

　ロザリーの冷静な意見に、リンダもセルマもうなずいた。

「それにしても……リンダったら、出発前は不満たらたらだったのにね。なんだかんだいって、あんたが一番、この研修旅行を満喫していたような気がするんだけど？」

　と、ロザリーが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、リンダを一いち瞥べつする。

「そっ、それは──ううっ、反論の余地もないです……」

　リンダは羞恥心のあまり、頰ほおを熱くしてしまう。

　当初、リンダは聖都エスパーダに行くことを希望していた。研修旅行など、できることならサボりたいとさえ思っていたのだ。

　なんといっても、アッシュが第八回大陸会議〈エリュシオン〉に参加することが、電撃的に決まったのだ。

　兄を慕う妹としては、やはり聖都のほうを選びたかった。

　それに、聖都にはラクエルがいる。

　アッシュを「お兄ちゃん」と呼んで慕うラクエルは、実妹であるリンダにとっては、ライバルのような存在といえた。

　たとえ相手が教皇猊げい下かだろうと、大人しく引き下がるつもりはない。アッシュの妹は、自分だけで充分なのだから。

　結局、大陸会議と研修旅行の日程が重なったため、リンダは無念の涙を吞のむ羽目となったわけだが──。

　いざ研修旅行が始まってみると、涙など綺き麗れいさっぱり吹き飛んでしまった。

　ずっと辺境の寒村で暮らしていたリンダにとって、竜飼い人ブリーダーが実際に働く現場を見学するのは、なにからなにまで新鮮だったのだ。

　その圧倒的な戦闘力のため、どうしても軍事面での活動に注目が集まりがちな竜族だが、実際のところは、商業、工業、土木業、建設業、農業、運輸業……などなど、様々な分野で貢献し、このロートレアモン騎士国を支えているのである。

　いつしか、リンダは誰よりも瞳をきらきらと輝かせ、最終的には、ロザリーとセルマを引っ張り回すようになっていた。

　もちろん、軍事を司つかさどるロートレアモン聖竜騎士団の見学も、カリキュラムに含まれていた。

　しかも、演習場では予想外のサプライズが待ち受けていた。

　ロートレアモン聖竜騎士団は、わざわざ歓迎の意をこめて、学生たちの前で模擬戦を展開してくれたのだ。

　この模擬戦もまた、実は毎年恒例の伝統なのだった。

　いちばん注目を浴びていたのは、やはりウルスラ・Ｌ・セルウィン団長だろう。

　凛り々りしさと淑しとやかさを兼ねそなえた美貌は、まさしく〈沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア〉の二つ名にふさわしいといえた。

「ウルスラ団長、とても綺麗な人だったね～」

　と、セルマがうっとりとして、頰をゆるませた。

「なんていうか、ひとりだけ浮世離れしてましたよね。ああいうのを、カリスマっていうんでしょうか？」

　リンダも、ウルスラの凜りんとした立ち姿を思い出す。

「だけど、ウルスラ団長が審判役に徹したのは……ほんと残念だったよねぇ」

「それはリンダも思いました」

　そう、ロザリーのいう通り、ウルスラ自身は模擬戦に出場しなかったのである。

　噂うわさによれば、ウルスラが参加してしまうと、一瞬で勝負がついてしまうからだという。最初から勝者が解わかっている試合ほど、つまらないものはない。

　それにウルスラ自身、自分の技をみだりに披露するのは好まないと、日頃から公言しているらしい。

　そういう部分もまた、〈沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア〉の魅力なのだろう。

「模擬戦で優勝したレオナルド隊長もカッコ良かったけど、やっぱりウルスラ団長が突きぬけてたよね。許されるなら〝ウルスラお姉さま〟って呼びたいわぁ」

「ちょっ、ロザリー!?」

　ロザリーが突拍子もない発言をしたので、リンダはコーヒーを噴き出しそうになった。

「ロザリーって、もしかして……そっちの気けがあるのですか？」

　思わずロザリーから距離を置くリンダ。

「あははー。冗談に決まってるでしょ？」

「んも～。ロザリーちゃんったら、びっくりさせないでよぅ～」

　セルマも溜ため息いき交じりに苦笑を浮かべたのだが、

「あ、でもセルマのおっぱいは大好きだよ！」

　その瞬間、ロザリーの腕が閃せん光こうと化した。

「はううううんっ！」

　ロザリーに左右の乳房を鷲わしづかみにされ、セルマは悩ましげに悶もだえる。

　食堂に居合わせた生徒たちが、何事かとばかりに注目してきた。

「こらっ、ロザリー！」

　リンダは慌てて、ロザリーの後頭部に手刀をお見舞いする。

「ははっ。ごめんごめん」

　ぺろりと舌を出すと、ロザリーはセルマを解放した。そして、まるで何事もなかったかのように、ナチュラルに次の話題を切りだしてくる。

「そういえば、今日って二十五日だよね。確か大陸会議〈エリュシオン〉の開催日じゃなかった？」

「そっ、そうでした！　兄さんのことなのに、すっかり忘れてました～！」

　リンダは頭を抱かかえると、無邪気に浮かれていた自分を恥じた。

「兄さんったら、大丈夫でしょうか？　大陸会議なんて大舞台、いくら兄さんでも初めてでしょうし。それに、〈デミウルゴス〉とかいう秘密結社の動きも気になります……」

「といっても、開催地は聖都エスパーダなんでしょ？　いくら〈デミウルゴス〉でも、悪さはできないと思うよ。聖都の治安の良さは、世界一だっていうし」

　ロザリーの言葉に、リンダはホッと胸を撫なで下おろすのだった。





　　　　◇






　朝食後──。

　宿泊先をあとにしたリンダたちは、まずは商店街を目指した。

　騎竜学院の制服を着た少年少女たちは、とにかく目立つ。見慣れぬ学生たちとすれ違うたび、通行人は好奇の視線を向けてきた。

　そして、各商店の売り子たちは、今こそが稼ぎ時だとばかりに、行き交う学生たちに大声を張りあげる。

　リンダたちが最初に足を踏み入れたのは、十代の少女向けの服を扱う店だった。




「うわあ！　このワンピ、とっても可愛かわいいですー！」

　リンダは早速、夏の新作だというワンピースを試着してみた。












　試着室の鏡の前で、くるりと一回転してみせる。

　リンダにとっては、まだまだ季節は春の感覚なのだが、さすがは首都フォンティーンだけあって、既に夏に向けた新作が売り出されているのだ。

　生地は淡いピンク色で、ノースリーブ。

　丈は短く、膝よりもはるかに上だ。

　今にも下着が見えてしまいそうな気がして、ドキドキしてしまう。

　それでも、リンダは怯ひるまない。

　ちょっぴり大胆な気もするけれど、都会の華やかな雰囲気が、リンダの気分を妙に昂こう揚ようさせていた。

　──ふふっ。これなら兄さんも、リンダのことを子ども扱いしなくなるかも！

　リンダは試着室から出ると、ロザリーとセルマに声をかけた。

「えっと……感想、聞かせてもらえませんか？」

　リンダの呼びかけを受け、振り返ったロザリーとセルマだったが──。

「ちょっ、リンダ!?　ちょっと背伸びしすぎじゃないの？」

「いくらなんでも、大胆すぎるよ～！」

　ふたりそろって、なぜだか後退してしまう。

　そんな反応に、リンダは面食らった。

「そうですか？　リンダ的には、似合っていると思うんですけど？」

「あんたねぇ、どんだけ前向きなのよ？　そもそも、そういうワンピは、もう少し胸が育ってからじゃないとね。たとえば、こんな風に──」

「やぁん、ロザリーちゃんっ!?」

　またしても乳房を鷲わしづかみにされてしまい、セルマは悶もだえるばかり。

「ううっ……」

　がっくりと肩を落とすリンダ。

　確かに、セルマくらい胸が育っていれば、このワンピースも真価を発揮できるのかもしれないが……。

「まあ、買うのはあんたの自由だけどね。それ以前に、お金はあるの？」

「へ？　五百グローリン程度なら、なんとか予算の範囲内ですけど？」

　リンダは値札を確認しつつ応じたのだが、

「いやいや。それ、五百グローリンじゃなくて、五百エクルだから」

　ロザリーの指摘を受け、リンダは目を剝むいた。

「ちょっ！　ワンピ一着が五百エクルっ！」

　一般に、新米役人の初任給が二千エクルといわれている。

　また、騎竜学院では、相パ棒ルが誕生した学生に対して、同じく二千エクルの補助金が支給されると聞いている。昨年、アッシュもエーコが生まれた際には、二千エクルの支給を受けたらしい。

　このワンピース一着で、その四分の一が消費されてしまうわけだ。庶民にとっては、とんでもない大金なのだった。

「ど、どうしましょう!?　リンダ、そんなに高いお洋服だとは知らなくて……勝手に試着してしまいました……」

「いや、そんなにビクビクしなくても。都会じゃ普通の価格設定だし、試着だけして買わなくても、全然問題ないよ。まあ、さっさと脱いで返却したほうがいいとは思うけど」

　都会育ちのロザリーは至って冷静で、なんら動じた様子もない。

　そんなロザリーを頼もしく思うと同時に、リンダは自分が田舎者であることを、つくづく痛感するのだった。

「と、とりあえず……脱ぎますね」

　リンダはがっくりと肩を落とすと、試着室のカーテンを閉ざすのだった。





　　　　◇






　商店街をぶらぶらと散策したあと、リンダたちは市内最大の観光名所──フォンティーン城へ向かうことにした。

　一口にフォンティーン城といっても、五階建ての主城を中心に、複数の宮殿から構成されている。

　その中には、一般人に解放されている歴史的建築物も多い。美術館のような感覚で見学できるため、市民からも観光客からも支持されている。

　入場料も要らないので、お小遣いに限りのある学生にとってはありがたい。

　案の定、リンダたちの他にも、王宮には学院生が大勢集まっていた。

　そんな中、ひときわ学院生たちの注目を集めている宮殿が目に付いたので、リンダは足を止めた。

　周囲の豪華な建築物と比べると、質実剛健な印象を与える宮殿だった。

「あの宮殿だけ、妙に人気が高そうですけど……？」

「ああ、あれはエリザベス宮だね。王妃様に所縁ゆかりのある建物だよ。元々は別の名前で呼ばれていたんだけど、王妃様が病気でお亡くなりになったあと、騎士王パラデインオズワルドがエリザベス宮と改称した──というエピソードは有名だね」

　旅行ガイドよろしく、流りゆう暢ちように解説するロザリー。

　さすが都会育ちは違うなぁ……と、リンダは尊敬の眼まな差ざしを送った。

「それにエリザベス王妃といえば、当代無双の聖天竜騎士アーク・ドラグナーでもあったからね。騎竜学院の新入生としては、興味津々になるのも当然だと思うよ」

「それなら是非、リンダたちもエリザベス宮から見学しませんか？」

　リンダが逸はやる気持ちで提案すると、

「ふふっ。そういうと思ってたよ」

「わたしも、賛成～」

　ロザリーとセルマは、笑顔で応じてくれた。




「わあ～っ！」

　大広間に足を踏み入れた途端、リンダは思わず歓声をあげてしまう。

　その途端、他の入場客の視線を一身に集めてしまい、慌てて口をふさいだ。

「まったく、お子様じゃないんだからさ……」

　ロザリーが呆あきれたように、リンダの頭をこつんと叩たたく。

「ううっ。面目ないです……」

　しょぼんと肩を落としたのも束つかの間ま、リンダは壁際のほうに向かった。

　壁一面に、エリザベス王妃の肖像画が並んでいるのだ。

　少女時代の肖像画を起点に、隣へ、さらに隣へと進むにつれて、額縁の中の女性は少しずつ成長していく。

　やがて、竜騎士ドラグナーとしての顔や、王妃としての顔、さらには母親としての顔が見られるようになる。

　ひとりの女性の歴史が、そこにはあった。

「シルヴィア殿下って、王妃様にそっくりなのですね～」

　セルマが憧憬の眼まな差ざしを注ぎつつ、うっとりとしてつぶやく。

「本当……まるで生き写しです」

　リンダも眼前の肖像画に見とれつつ、相づちを打った。

　それは、白銀の聖騎甲アークを装備して、相パ棒ルに騎乗した王妃を描いたものだった。

　年齢は、二十代前半といったところだろうか。

　まるで溶かした黄金のような、豪ごう奢しやな金髪。

　はるか遠くを見据えるような瞳の色は、深みのある蒼氷色アイスブルー。

　あたかも、ロートレアモン騎士国の精神を体現しているかのような、凛りんとした立ち姿であった。

　──ううっ。この王妃様が大輪の薔ば薇らだとしたら、今現在のシルヴィア王女は、まだ蕾つぼみといったところでしょうか。だとしたら……シルヴィア王女も将来は、こんな風に開花するというわけで……。リンダなんて、とても太刀打ちできないんじゃ……？

　アッシュと唇を重ねていたシルヴィア──その光景が、リンダの脳裏をよぎる。

　そもそも、警戒すべきはシルヴィアだけではない。

　相パ棒ルのエーコをはじめ、アッシュの周りには数多くの美少女や美女が集結している。彼女たちと比べたら──アッシュにとって、自分はあくまでも「妹」でしかないのだ……。

「──ちょっと、リンダ？　あんた、まるで失恋した直後みたいな顔をしてるよ？」

「ひゃうっ!?」

　いきなりロザリーに顔を覗のぞきこまれたので、リンダは驚きよう愕がくした。

「そ、そんなことはないですよ？　リンダはただ、エリザベス王妃の勇姿に見とれていただけです！」

　苦し紛まぎれに誤ご魔ま化かそうとしたものの、ロザリーは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「はは～ん。シルヴィア王女が王妃のように美しく成長したら、大好きな兄さんを呆あつ気けなく奪とられてしまうんじゃ──なんて心配してたんじゃないの？」

「はわわわわっ!?」

　ロザリーに図星を指されたリンダは、目を白黒させた。

「リンダちゃんったら、可愛かわいい～」

　と、セルマが慰めるように、リンダの頭をグイッと抱き寄せる。

　普段はおっとりとしたセルマにしては、強引な仕草だった。

　あっという間に、リンダの顔は柔らかな乳房の谷間にムギュッと包まれる。

「よしよし」

　赤ん坊をあやすように、セルマはリンダの頭を撫なでてくれた。

　なんだか母親に抱かれているような気分で、懐かしい気がした。

　胸の奧おくから、ぽかぽかと暖かくなってくる。

　だが──心地よいのも束つかの間ま、次第に息ができなくなってきた。

　セルマの胸は弾力性に富んでいて、リンダの鼻と口をぴったりとふさいでいるのだ。

「……！」

　リンダはジタバタと悶もだえるが、

「うふふ。恥ずかしがる必要なんて、ないんだよ～？」

　セルマはリンダが悶えている理由を勘違いしたようで、ますます腕の力を強めてきた。

「あのさ、セルマ？　もしかして……リンダ、窒息寸前じゃない？」

　と、ようやくロザリーが助け船を出してくれたので、

「わわっ!?　リンダちゃん、大丈夫～？」

　セルマはようやく、リンダを解放してくれた。

「ぷは～っ！　ほ、本当に死んじゃうかと思いましたよ！」

　リンダは全力で深呼吸をする。

「ご、ごめんね、リンダちゃん！　悪気はなかったんだけど……」

「謝る必要なんて、ないですよ。セルマの気持ち、とても嬉うれしかったです。おかげで、なんだか元気が湧いてきました！」

「ほんと？　良かったぁ……」

　リンダとセルマが和んでいると、ロザリーがポンと手を叩たたいた。

「それじゃあ、そろそろ別の展示場に行こっか。もう肖像画は堪能したことだし」

「そうですね」

　リンダに異存はない。セルマもニコニコとしてうなずいた。

「じゃあ、次はあっちに行ってみようか。王妃様が着用していたドレスとか、装飾品が展示してあるみたいだし」

「それは是非、見てみたいです！」

　ロザリーの提案にリンダが応じた、まさにそのときだった。

　──どぉおおおおおおおおおおおおっ……！

　突如として、遠くから不吉な轟ごう音おんが響いてきたのである。どうやら、エリザベス宮の外から聞こえてきたようだが──。

「きゃっ！」

　セルマが悲鳴をあげると、その場でうずくまってしまう。ガタガタと震えながら、ロザリーの腰にすがりついた。

「セルマ!?　と、とりあえず、落ち着こう……」

　怯おびえるセルマの背中を撫なでながらも、ロザリー自身、かなり戸惑っているようだ。

　同級生の間では格別に大人びているロザリーだが、実際は同い年の女の子なのだから、無理もない。

　ふと、リンダは頭上を見上げた。

　豪ごう奢しやなシャンデリアが、かすかに揺れている。

　おそらく、先ほどの轟音の余波なのだろう。

「おいっ！　現場はどこだ!?　かなり近かったんじゃないか……？」

「爆発音だったような気もするぞ！」

「警備隊はなにをしている!?」

　周囲では、見学者たちが口々に叫んでいる。

「どうやら、ただごとじゃないようですね……」

　そんな状況下で、リンダはなんとか冷静さを保っていられた。

　自分でも不思議なくらいだったが、アッシュの災難に二度も巻きこまれたせいで、度胸がついたのかもしれない。

「ねえ、今の爆発音ってさ……昨日の模擬戦のときの音に、そっくりだと思わない？」

「確かに、そうですね」

　ロザリーの言葉に、リンダはうなずいた。

　そう、あの重厚な衝撃音から想起できるのは、まさしく竜族の攻撃魔法なのだ。

　だが、ここはフォンティーン城の敷地内である。

　どうして竜族が攻撃魔法を炸さく裂れつさせねばならないのか──？

「わたし、ちょっと見てきます！　ロザリーはセルマをお願いしますね！」

「ちょっ、リンダ!?　勝手に動いちゃ──」

　ロザリーの忠告を最後まで聞かずに、リンダは一直線に駆けだした。





　　　　◇






「噓うそ……でしょう？」

　エリザベス宮を飛びだしたリンダは、美しく調えられた庭園を横切ろうとしたのだが、そこで呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　リンダの他にも、観光客や王宮使用人たちが、ぽかんとして呆ほうけている。

　複数の宮殿が建ち並ぶ中、ひときわ高く屹きつ立りつする主城から、紅ぐ蓮れんの炎ほのおと黒煙が噴き上がっているのだ。

「あれは……！」

　リンダは声を失った。

　主城からやや離れた位置に、一騎の聖天竜騎士アーク・ドラグナーが滞空しているのだ。

　見るからに猛たけ々だけしい聖竜マエストロの周囲には、幾何学的な魔法円が展開されている。

　やがて、その魔法円は霧散して、星ほし屑くずと化した。

　城と騎士との位置関係。

　そして、聖竜マエストロの魔力反応。

　どう見ても──。

　先ほどフォンティーン城を襲撃したのは、その聖竜マエストロとしか思えない。

　騎士国を護まもるべき聖天竜騎士アーク・ドラグナーが、己の相パ棒ルにフォンティーン城を攻撃させたのだ。

　しかも、その襲撃者の正体とは──。

　リンダが昨日、ロートレアモン聖竜騎士団の模擬戦で、感嘆の眼まな差ざしを送った人物なのだった。

　その騎士は「あまりに強すぎる」という単純な理由から、模擬戦には出場せずに、黙々と審判役に徹していた。

　ただ審判を務めているだけでも絵になるような、美しい人だった。

　そんな姿が、とても印象的だったのに──。

「ウルスラ・Ｌ・セルウィン団長！　どうして、あなたほどの人が……お城を襲っているんですか!?」

　リンダの痛切な叫びは、無視されたのか。

　あるいは、単に届かなかっただけなのか。

　いずれにせよ、〈沈黙の騎士聖女サイレント・ヴアージニア〉がリンダの問いに答えることはなかった。

「顕けん現げんせよ、二次元の神剣よ──その銘なは、フラガラッハ」

　ウルスラは淡々とつぶやくと、固有魔装を顕現させた。

　黄き金ん色に輝く、豪ごう奢しやな造りの柄。

　ただし、その刀身は鋼ではなく、魔力で構築されている。

　ウルスラの挙動に応じて、その不可解な刀身は、リンダの視界からフッと消失する。……かと思えば、再び可視となる。

　おそらく、刃が紙のように──否いな、紙よりも薄いのだろう。

　その刀身を真横から見ると、とても肉眼では認識できないほどなのだ。

　そして──。

　ウルスラは表情ひとつ変えることなく、その神剣を頭上に振りかぶった。

「行きますよ、ガラハッド」

　主人の命を受け、聖竜マエストロガラハッドは壮絶な咆ほう哮こうをあげた。

　左右の翼が風を孕はらむ。












　強きよう靱じんな筋肉が躍動すると同時に、その巨きよ軀くから膨大な魔力が放出される。

　ひとすじの流れ星のごとく、ガラハッドは一直線に降下した。その猛たけ々だけしい巨軀が、フォンティーン城の真横を通過するのに、一刹せつ那なと要さなかった。

　リンダの目には、ガラハッドが瞬間移動したようにしか見えなかった。

「えっ……？」

　それから何秒の時間が過ぎたのだろう？

　リンダは悪い夢でも見ているような気分で、フォンティーン城の異変に立ち会うこととなった。

　五階建ての主城──その三階と四階の間に、斜めの亀裂が走ったかと思うと、ズルズルと滑落を始めたのだ。

「お城が……そんな……！」

　目の前の現実に、リンダの意識は追いつかない。

　ウルスラの神剣フラガラッハは、まさしく、主城を一刀両断したのだった。

　ゆっくりと滑落を続ける上層部の各窓からは、人の姿が覗のぞいている。その服装から察するに、王宮勤務の使用人なのだろう。

　執事の制服を着た男性もいれば、メイド服姿の女性もいる。城内で自分の職務をこなしていただけの、なんの罪もない人々だった。

　彼らがパニックに陥っている様子はない。むしろ自分の身になにが起こっているのかさえ、理解できずに呆ほうけているのだろう。

　あのまま落下してしまったら、何人の命が失われてしまうのか──？

「やめて……お願いだから、やめてください……！」

　リンダが悲痛な想おもいで祈っている間にも、フォンティーン城の上層部は、ついに限界を迎えた。

　ある程度まで滑り続けると、今度は落下を始めたのだ。

　リンダの目には、すべてがスローモーションのように映った。

「嫌ぁああああああああっ！」

　リンダが叫んだ瞬間──予想外の事態が起きた。

「ガラハッド。あなたの力を、大衆にお見せするのです」

「うぉおおおおおおおおおおおおんっ！」

　ウルスラの命を受け、ガラハッドが再び膨大な魔力を放出したのだ。

　ガラハッドの魔力は、フォンティーン城の上層部をすっぽりと包みこんだ。

　巨大な建造物の塊は、あたかも翼を縫い留とめられた蝶ちようさながら、空中でぴたりと静止したのである。

　ひとまず宮廷使用人たちは死を免れたが、それでも生きた心地はしないだろう。ガラハッドが魔力を遮断したが最後、呆あつ気けなく地面に叩たたきつけられるのだから。

「ウルスラ団長、ご乱心ですか!?」

　と、城を守るべき竜騎士ドラグナーたちが、ようやく現場に到着した。

　その数、三十騎強といったところだろうか。

　瞬時にして、包囲網が構築された。

　ウルスラを包囲したのは、聖天竜騎士アーク・ドラグナーの一隊だった。

　昨日の模擬戦に出場していた騎士たちだ……と、リンダは気がついた。

　それはつまり、昨日まで──否いな、ほんの数分前まで、ウルスラの部下として働いていた精鋭であることを意味する。

「……遅すぎる出動ですね。それでも国内最強の精鋭部隊といえますか？」

　愛すべき部下たちに向けて、ウルスラの放った第一声が、それだった。

「なぜですか、団長！　我々は皆、あなたを崇拝していました！　誰もがあなたのような騎士になりたいと願いつつ、自己研けん鑽さんに励んできたのですよ！」

　先頭の騎士が放った叫びは、哀切を極めていた。

「あいにくですが──」

　対照的に、ウルスラは表情ひとつ変えることなく、冷徹に応じる。

「わたくしは魔導結社〈デミウルゴス〉の一員にして、〈七翼将〉の一翼を担いし者。あなたがたに憧れられるような謂いわれなど、微み塵じんもありません」

「なっ……！」

　リンダは時間が凍りついたような気がした。

　よりにもよって、あのウルスラ団長が〈デミウルゴス〉の最高幹部だとは、常軌を逸している。

　案の定、ウルスラを包囲していた騎士たちも虚を衝つかれたのだろう。完全に動きを止めてしまった。

「ガラハッド──」

　と、ウルスラがガラハッドになにかを命じた。

「おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ……！」

　途端、ガラハッドの咆ほう哮こうがこだまする。フォンティーン城の上層部を空中に固定していた魔力が、瞬時にして解除された。

　当然ながら、その巨大な建築構造物は重力に従い、鉛直落下を始める──。

「まだ中に人がいる！　俺たちで食い止めろっ！」

　我に返った竜騎士ドラグナーたちは相パ棒ルに命じると、慌てて建築構造物の真下に滑りこむ。

　まだ城内に残っている使用人たち、そして城外を逃げまどう人々を護まもるべく、各ドラゴンは魔力をほとばしらせる。

「そんな……！」

　リンダは瞠どう目もくした。

　ガラハッドが単独で支えていた質量に対して、他のドラゴンたちは、二十体でも足りないほどなのだ。

　結局、再び巨大構造物が滞空状態に戻ったとき、騎士団員の大半は、そちらに戦力を割かれていた。

　現在、ウルスラと対たい峙じしている騎士は、たったの十二騎。

　リンダは悟った。

　ウルスラは決して、城内で働いていた人々に情をかけたわけではなかったのだ。

　最初から、聖竜騎士団の精鋭たち──かつての部下たちに包囲されることを見越した上で、城を真っ二つにしたのだろう。

　そして、城の上層部に残っていた使用人たちを、人質として利用したのだ。

「意外ですね、十二騎も残ることができたとは。あの質量であれば、初動部隊の全騎を要するかと思っていたのですが」

　淡々と感想を漏らすウルスラ。

　その凄すさまじい自信に、リンダは開いた口がふさがらない。

「もはや、あなたの裏切りは明白！　ウルスラ・Ｌ・セルウィン──覚悟しろ！」

　と、騎士のひとりが絶叫する。

　十二騎の精鋭たちが一斉に機動して、ウルスラに肉迫する！

　その刹せつ那な──。

　ガラハッドの巨きよ軀くを中心として、壮絶な竜巻が発生した。

　──轟ごうっ！

　否いな、それは莫ばく大だいな魔力によって構築された渦巻きで──。

「うわあああああああああああああああっ！」

　一瞬後には、十二騎の騎士たちは枯れ葉のごとく吹き飛ばされていた。

　誰もが一流の聖天竜騎士アーク・ドラグナーだったが、その象徴である聖騎甲アークは、紙のごとく斬り裂かれている。

「ぐぉおおおおおおお……っ！」

　各ドラゴンたちも、全身のあちこちに深い裂傷を刻まれた結果、苦渋の叫びを漏らす。そして、血ち飛沫しぶきとともに、次々と墜落した。

「なっ、なんて滅め茶ちや苦く茶ちやな……！」

　ガラハッドの横回転に合わせて、ウルスラも神剣フラガラッハを振るったのだ──と、リンダは気づいた。

「ど、どうすれば……」

　リンダは固唾かたずを吞のんだ。

　たった今、ウルスラに敗れた十二騎は、聖竜騎士団の中でも最強クラスの精鋭たちだと思われる。

　一方、残る二十騎ほどの騎士たちは、今もフォンティーン城の上層部を空中で支えるだけで精一杯の様子だった。

　彼らとしては、一刻も早く、その厄介な荷物を地上に降ろしたいところだろう。

　だが、内部の使用人たちに怪け我がをさせないよう、安全に降ろすためには、当然ながら慎重を要する。

　──まずいです！　ウルスラ団長が彼らに襲いかかったら……どうしようもないじゃないですか！

　リンダは激しい焦燥に駆られた。

　ウルスラの叛はん乱らんによって、城内は混乱しているのだろう。警鐘がひっきりなしに響きわたり、敷地内には阿あ鼻び叫きよう喚かんがこだましているが、増援が来る気配はない。

「まさか、ウルスラ団長が……これほどの騎士だったなんて……」

　ウルスラにせよガラハッドにせよ、あまりにも格が違いすぎる。昨日の模擬戦にウルスラが参加しなかった理由を、リンダは改めて痛感するのだった。

　いつしか、リンダの膝はがくがくと震えている。

　できることなら、今すぐ逃げだしてしまいたい。

　事実、宮仕えの役人や使用人たち、そして観光客たちは、迷うことなく避難を始めている。リンダが一緒に逃げたとしても、誰も責めたりはしないだろう。

　いや、むしろ逃げるべきなのだ。今すぐエリザベス宮に引き返し、ロザリーとセルマと合流し、一刻も早くフォンティーン城から脱出する──それが最善の選択のはずだ。

　それでも、リンダはその場を動かなかった。

　むしろ逆だった。

　逃げまどう人々の流れに逆らうように、現場に向けて駆けだしたのである。

　──助けたい。護まもりたい。こんな理不尽は間違っている。

　兄のアッシュがあんな光景を前にしたら、絶対にそう思っただろうから。

　そして、あの兄なら必ず、実行に移したはずだから。

　もっとも、今のリンダは一介の女生徒にすぎない。

　七歳のとき、リンダはマザー・ドラゴンから幼生オーフアンを託された。

　リンダもれっきとした竜飼い人ブリーダーなのは確かだ。

　だが、頼みの綱の相パ棒ルは、まだ目覚めてもいない……。

　そのとき、ウルスラの攻撃を食らった十二騎のうち、最も遠くまで吹き飛ばされた一騎が、リンダのすぐそばに墜落した。

　轟ごう音おんとともに、砂煙が舞い上がる。

　リンダは砂煙を浴びながらも、その騎士のもとに駆け寄った。

「だっ、大丈夫ですか!?」

「ううっ……」

　墜落と同時に、その竜騎士ドラグナーを包んでいた聖騎甲アークが光の粒子となって、消失する。

　その騎士の顔を見て、リンダは気づいた。

　なんと、昨日の模擬戦で優勝を飾った騎士──レオナルド隊長だったのだ。

　一部の女子からは「レオ様！」と呼ばれ、熱烈な声援を浴びていたことを思い出す。確かに、絵に描いたような美丈夫なのだが、

「ウルスラ様……どうして……？」

　とつぶやいたきり、がくりと突っ伏してしまう。そのまま、ぴくりとも動かなくなった。

「……！」

　リンダは顔から血の気が引く思いがしたが、幸いにも呼吸はしている。どうやら気絶しただけのようだ。

　リンダはレオナルド隊長を地面に横たえると、彼の相パ棒ルに目を向けた。

　確か「フィネガス」という名前だったはずだと、リンダは思い出した。模擬戦で優勝した騎士の相パ棒ルなので、印象に残っていたのだ。

　フィネガスは全身のあちこちに裂傷を負っているが、その目はまだ死んでいない。それどころか、闘争心に燃えているように見えた。

「あなた、まだ飛べる？」

「ぐるるるる……」

　フィネガスは低く唸うなることで、気迫を見せた。

　その強きよう靱じんな意志を、リンダは確かに感じとった。

　魔都レスピーギで、リンダはランスロットに騎乗した経験がある。

　おかげで、聖竜マエストロを扱う術すべなら心得ていた。

「それでは、リンダを乗せてください！」





　　　　◇






「なぜだ、ウルスラ団長！　どうして、こんなことをした!?」

　リンダが聖竜マエストロフィネガスを駆り、ウルスラの宙域を目指して飛ひ翔しようした直後──。

　突如として、哀切を帯びた声が響きわたった。

　四階以上の部分を失った主城──剝むきだしとなった三階部分の縁に、ひとりの老人が佇たたずんでいるのだ。

　その老人は腰を痛めているのか、杖つえをついている。見るからに、立っているのがやっとといった様子だった。

「駄目です陛下！　今のウルスラ団長に近づいてはなりません！」

　と、宮廷警備隊と思われる集団が現れて、慌てて老人の周囲を固める。

「……陛下ってことは、まさか騎士王パラデインオズワルド!?」

　リンダは遠目にオズワルドを眺めつつ、呆あつ気けにとられた。

　確か数日前の報道記事で、騎士王パラデインオズワルドは健康上の理由から、大陸会議は欠席すると報じられていた。

　その報道を裏付けるように、見るからに弱々しい様子である。

　と、警備隊のひとりが騎士王パラデインを諭さとすように、大声で叫ぶ。

「先ほど、我々は聖都エスパーダ発の魔導通信を受信しました！　これは魔導結社〈デミウルゴス〉が画策した、世界同時多発テロのひとつなのです！　つまり、ウルスラ団長も……！」

　だが、オズワルドはあえて警備隊員を無視すると、ウルスラを見据えた。

「ウルスラ団長よ！　わしはそなたを高く買っていた！　そなたの献身に、わしも騎士王パラデインとして報いてきたつもりだ。なのに、なぜだ!?」

「……陛下。わたくしはもう、団長ではありませぬ。今のわたくしは、魔導結社〈デミウルゴス〉の〈七翼将〉ですから」

「バカなっ！　そなたほど高潔な騎士が、よもや〈デミウルゴス〉の甘かん言げんに乗ったというのか？」

「甘言に乗ったつもりはありませんが、そう思われても仕方はありませんね」

「まさかとは思うが……このわしに復ふく讐しゆうするためなのか!?」

　オズワルドが意味深なことを叫んだので、リンダは気になった。

　周囲の警備隊員たちや、今なお主城の一部を支えている竜騎士ドラグナーたちでさえ、怪け訝げんそうにオズワルドに注意を向ける。

「おかしなことを仰おつしやるのですね、陛下。どうして、わたくしが陛下に復讐をせねばならぬのでしょう？」

　ウルスラは眉ひとすじ動かすことなく、淡々と訊たずね返した。

「そ、それは……そなたの母が、平民出身であったがゆえに……わしは、そなたの母を王妃として迎え入れることを許されず……彼女が生んだそなたを、王女として王宮に迎えるわけにもいかなかった……つまりは、そういうことではないのか？」

　いつしか、現場はしんと静まり返り、誰もがオズワルドの次の言葉を待ち受ける。

　そしてオズワルドは、リンダが予想もしていなかった秘事を、白日のもとにさらしたのである。

「そなたの名と姓の間に挟まれた〝Ｌ〟……それは紛まぎれもなく、ロートレアモンの頭文字イニシヤルなのだからな……！」

　──ええっ!?　今、とんでもないことを聞いてしまったような……。つまりウルスラ団長のお母様って、オズワルド陛下の……愛人!?

　オズワルドの告白を前に、リンダはもちろんのこと、居合わせた警備隊員たちも啞あ然ぜんとしている。

　よほどの秘事だったのだろう。

　今や誰もが戦闘のことすら忘れて、オズワルドに注目していた。

　静かすぎるほど静かになった戦域で、ウルスラは冷静に応えた。

「……あいにくですが、陛下。あなたは、わたくしを見誤っておられます。わたくしは、自分の血統になど関心はありません。王女という地位にも興味はありません」

「そ、そうなのか？」

　呆ぼう然ぜんとするオズワルド。

「はい。正直なところ、わたくしは生まれてこの方、なにかに感情を揺さぶられたことがないのです。特定のなにかに強い関心を惹ひかれる──そういった現象を、わたくしはいまだに体験したことがありません。王宮に展示されている芸術作品の数々に、心を奪われたこともありません。大多数の人々が〝美しい〟といって溜ため息いきを漏らす対象を見ても、それのどこが美しいのか、そもそも美しいとはどういうことなのかも、理解できないのです。無論、特定の殿方に恋をしたこともありません。そもそも、恋愛感情とはなんなのか──それすらも理解できません」

「なっ、なんだと……!?」

「わたくしの心は、いつも虚うつろでした。国家の制度に従い〈オーファンの儀〉を受け、ガラハッドを授かりました。その流れで騎竜学院に入学し、気がつけば首席で卒業し、そして聖竜騎士団に入りました。ただ無心で日課をこなしているうちに、団長の座に就いていました。わたくしの進路は、常に周囲がお膳立てしたものでした。そこに、わたくしの意志など皆無でした。わたくしはただ、川の流れに身を任せていただけなのです。それは、ある意味──とても楽な人生でした」

　今や誰もが啞あ然ぜんとして、ウルスラの告白に聴き入っている。

「そもそも、わたくしは聖竜騎士団の団長になりたいと願ったことはありません。それでも就任したのは、ただ単に、空からっぽなわたくしには、その申し出を断るほどの理由すら、見つからなかったからです」

「こんなことを聞く資格はないが……カトリナは今、どうしている？　お前が謀反を起こしたと知れば、どれほど悲しむことか」

「母ですか？　わたくしが騎竜学院の基礎過程ユニオスに在籍していた頃、病で亡くなりました」

「なっ……そうだったのか……」

　悄しよう然ぜんとして、オズワルドは肩を落とす。

「ちなみに、母の死に接したわたくしが覚えた感慨とは、背負っていた荷物を地面におろしたら肩が楽になった──せいぜい、その程度のものでした」

　ウルスラの冷酷な言葉を耳にしたリンダは、戦慄した。

　リンダは田舎に残してきた母のことが大好きだし、今でも欠かさず手紙を送っている。

　なのに、ウルスラは母親の死に対して、その程度の感情しか抱かなかったというのか。

「ウルスラ……それが、お前の本音なのか？　だが、それと〈デミウルゴス〉とどうつながる!?　そこまで空虚なお前を惹ひきつけるほどのなにかが、〈デミウルゴス〉にはあったとでもいうのか？　あんな胡う散さん臭くさい秘密結社のどこに、そなたは惹かれたのだ!?　矛盾しているだろうが！」

「いえ。あの結社自体には、まったく関心はありません」

　ウルスラはきっぱりと否定した。

「どういうことだ……？」

「わたくしの関心を惹いたのは、アッシュ・ブレイクの存在です。ほんのわずかではありますが、彼がわたくしの心に一点の波紋をもたらしたのは、事実です。わたくしにとっては、生まれて初めての経験でした」

「アッシュ殿が……？」

　オズワルドは理解不能といった顔をしている。

「はい。たとえば、アッシュ・ブレイクと出会って以来、ヴェロニカ王女は明らかに変わられました」

「そ、それは確かに……わしも薄々は感じておったが……」

「ヴェロニカ王女だけではありません。昨年、首席で騎竜学院を卒業したレベッカ・ランドールに至っては、自らの意志でアッシュ・ブレイクのそばにいることを望みました。わたくしには理解不能なことを、レベッカは全身全霊を賭けて実践してみせたのです」

　そして、ウルスラは遠い目をした。まるで、エスパーダの地にいるアッシュを見据えているような、そんな眼まな差ざしのように思えた。

「つまり、それほどの人間的魅力が、アッシュ・ブレイクにはあるということでしょう。わたくしは生まれて初めて、誰かと真剣勝負がしたいと願いました」

「まさか、そなたは……アッシュ殿と闘いたいがために、寝返ったと？」

「はい。生まれて初めて、わたくしは他人に興味を抱いたのです。その人物こそ、アッシュ・ブレイク。彼を理解するには、やはり刃やいばを交えるのが一番でありましょう。とはいえ、彼が底無しなくらいお人ひと好よしであることは、わたくしも理解しています。生半可な理由では、彼はわたくしと闘ってはくれないでしょう。それこそ、わたくしが〈デミウルゴス〉にでも加わらない限りは──」

「な、なんと不器用な娘に育ってしまったのだ……！」

　オズワルドが頭を抱かかえたそのときだった。

「陛下！　下がってください！　あとは我らにお任せあれ！」

　ようやく、増援部隊が駆けつけたのである。

　総勢、五十騎は下るまいと思われた。

　そのすべてが聖天竜騎士アーク・ドラグナーだ。

　相手が小国ならば、一日で滅ぼせるほどの戦力だろう。

「聞くがよい！　現時点をもって、ウルスラ・Ｌ・セルウィンを解任する！」

　増援部隊に向けて、オズワルドは毅き然ぜんとして叫んだ。

「見ての通り、ウルスラは謀反の罪を犯した！　ロートレアモン聖竜騎士団は全力をもって、叛はん逆ぎやく者を鎮圧せよ！　これは勅命であるっ！」

「……無駄なことです、陛下」

　ウルスラが冷たくつぶやいた直後、

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　ガラハッドが再び竜巻と化し、五十騎の増援部隊に躍りかかる。

　その戦況を一言で表すならば──〝一網打尽〟。

　紫電を帯びた竜巻は、もはや固有の意思を持つ天災さながら、一騎、また一騎と墜おとしていく。

　増援部隊の騎士たちは、今や宙に漂う的まとでしかなかった。

「なんとしても回転を食い止めろっ！」

「防御魔法を重ねろ！　生半可な防御だと聖騎甲アークごと斬り裂かれるぞ！」

　隊長格の騎士が部下たちを叱しつ咤たするものの、もはや部隊は瓦解していた。

　ガラハッドの高速回転だけなら、確かに防御魔法シールドで食い止めることもできただろう。

　だが、ガラハッドの体たい軀くを包みこむ風圧には、ウルスラの神剣フラガラッハによる剣圧も含まれているのだ。

　騎士たちが防御魔法を幾重にも張り巡らせたところで、ウルスラとガラハッドは易やす々やすと斬り裂いてしまう。

　もはやフラガラッハに斬れないモノなど、この世には存在しないのだとばかりに──。

「うわああああああああああっ！」

「かっ、格が違いすぎる……！」

「化け物だああああああああああああっ！」

　己の国を護まもるという使命のもと、苛か酷こくな訓練に耐えてきたはずの精鋭たちが、今では一般市民さながら悲鳴をあげている。

　逃げるのが精一杯の有り様だった。

「がはっ……！」

　と、最後の一騎がフォンティーン城の壁に激突する。地鳴りのような轟ごう音おんが響いた。

　上層部を切り取られたフォンティーン城が、激しい横揺れを起こす。

「うおっ!?」

　と、騎士王パラデインオズワルドの老軀が、大きくよろめいた。その手から杖つえが転がり落ちたかと思うと、上半身がぐらりと傾く。

「陛下ああああああああっ！」

　周囲の警備兵たちが、慌てて手を伸ばしたが──虚むなしく空を切るのみだった。

「おわあああああああああああああああああああああああっ！」

　地上三階の高さから、オズワルドは転落していた。

　その絶叫が、断末魔の悲鳴のごとく尾を引いて──。

「オズワルド陛下！」

　その刹せつ那な、咄とつ嗟さに動くことができたのは、この場でリンダだけだった。

「お願い……間に合って……！」

　聖竜マエストロフィネガスを素早く滑空させると、両手を伸ばす。オズワルドが地面に叩たたきつけられる寸前、その細い手首を握りしめた。

「今ですっ！」

「うぉおおおんっ！」

　リンダの掛け声に応じて、フィネガスが急上昇する。

　間一髪で、リンダは騎士王パラデインの命を救ったのだった。なんとかオズワルドの身体を引っ張り上げると、ようやく人心地がついた。

「そっ、そなたは……!?」

　オズワルドは目をぱちくりとさせながら、リンダを眺めやった。

「アッシュ・ブレイクの妹──リンダです！」

「なっ、アッシュ殿の!?」

　ぽかんとするオズワルドを黙殺し、リンダはフィネガスを適当な場所に着陸させる。そして、オズワルドを地面に降ろしてやった。

　たちまち警備兵たちが駆け寄ってきて、オズワルドの身柄を保護する。すぐさま安全な場所に連れて行かれそうになったが、オズワルドは「待て！」と叫んで周囲を制すると、リンダを見上げた。

「そういえば、騎竜学院の新入生が研修中だとは聞いていたが……まさか、アッシュ殿の妹が含まれていたとはな」

　呆ぼう然ぜんとしてつぶやいたオズワルドは、ハッとしてリンダを見つめた。

「いや、そもそも……そなたもアッシュ殿と同じく、他人の相パ棒ルを乗りこなせるというのか!?　そなたら兄妹は一体──」

「陛下は安全な場所に逃げてください！」

　無礼だとは思いつつ、リンダはオズワルドの言葉を遮さえぎった。そして、フィネガスに鋭く命じる。

「行きますよ、フィネガス！　リンダとあなたの力を合わせて、ウルスラ団長を止めるんです！」

「待つのだ！　いくらアッシュ殿の妹だからといって、勝てる相手ではないぞっ!?」

　オズワルドの警告に耳を貸すことなく、リンダはフィネガスを飛ひ翔しようさせるのだった。




　増援部隊を完膚無きまでに叩たたきのめした、ウルスラとガラハッドの前方──。

　リンダはフィネガスの頭部に直立すると、朗々と声を張りあげた。

「そこまでです、ウルスラ団長！　アッシュ・ブレイクの妹、リンダが相手です！」

「…………」

　ウルスラは無言のまま、リンダを見つめてきた。

　己の叛はん逆ぎやくを宣言したときも、かつての部下たちを倒したときも、そして実父であるオズワルドと対たい峙じしたときでさえ、表情ひとつ変えなかったウルスラだったが──初めて、その柳りゆう眉びがかすかに反応を示した。

　アッシュ・ブレイクという名前が、ウルスラの気を引いたのかもしれない。

「……アッシュ・ブレイクの妹、と聞こえましたが？」

「そうです！　騎竜学院の新入生として、この街で研修を受けていました。昨日の模擬戦だって、ちゃんと見学していましたよ。ウルスラ団長が審判役を務めるばかりで、試合に出なかったのは残念でしたけど……この状況を見れば、納得せざるを得ません。ウルスラ団長の戦闘力は、予想以上でした」

　毅き然ぜんと振る舞いながらも、リンダの膝は震えを帯びている。

　あれほど暴れ狂っていたウルスラとガラハッドは、しかし、今では森の深奥にある湖のように、静かだった。闘争心のかけらも感じられない。

　だが、その静せい謐ひつな佇たたずまいこそが、底無し沼にも通ずる不気味さを感じさせる。

「……予想以上、ですか。それは、わたくしの台詞せりふでもありますね。あなたもアッシュ・ブレイクと同じく、他人の相パ棒ルを乗りこなす能力を秘めていようとは──」

　ぶつぶつと独り言をつぶやくウルスラに向けて、リンダはぴしゃりと叫んだ。

「ウルスラ団長のしていることは、間違っています！　兄さんに興味を抱いたのなら、他にいくらでも方法はあったはずです！　悪の秘密結社に加盟して、兄さんと戦おうだなんて……滅め茶ちや苦く茶ちやですよ！　大体、どうしてお城を壊す必要があったんですか!?」

「わたくしはただ、盟主であるサヴォナローラ殿の意向に従い、できるだけ派手に動いただけです。そして、この宝冠を手に入れた以上、もはやフォンティーン市に留とどまる理由もありません。そろそろ、お暇いとましようと思います」

「宝冠……？」

　よく見ると、ガラハッドの腰には煌きらびやかな宝冠が無造作に吊つるされている。美という概念を理解できない、ウルスラらしい所業だと思った。

「そっ、それは確か……サーン・アヴァスじゃないですか！　兄さんがムルシエラゴから借り受けた、大切な宝物ですよ！」

「わたくしには、この宝冠の意味はわかりませんし、興味もありません。ただ、サヴォナローラ殿にとって、この宝冠は絶対に必要な道具だそうです」

「〈デミウルゴス〉の盟主が、必要としているというのですか？」

　リンダは眉をひそめた。

「そして、この宝冠を奪われたことで、アッシュ・ブレイクがわたくしに怒りを覚えてくれるのならば、わたくしとしては本望です」

「そんな身勝手な！」

「わたくしはマザー・ドラゴンから幼生オーフアンを託されて以来、充分すぎるほど騎士国に尽くしてきました。人生で一度くらい、利己的になっても罰は当たらないと思いますが？」

「ふざけないでください！　あなたは、自分がどれだけ多くの人から慕われていたのか、気づいていなかったのですか？」

「いくら慕われようと、わたくしにとっては無価値です。そもそも、そのような感情に、なんの意味があるというのです？」

「この……わからず屋っ！　あなたなんか、一生かかっても兄さんを理解することなんてできませんし、兄さんを本気にさせることも不可能です！　このリンダが、兄さんに代わってお仕置きします！　行きますよ、フィネガス！」

　リンダがフィネガスに命じた刹せつ那な、ガラハッドが轟ごう然ぜんと吠ほえた。

「──！」

　それは、ただの咆ほう哮こうではなかった。

　爆風さながらの衝撃波となって、リンダとフィネガスに襲いかかったのである。

「きゃあああああああああああああああっ！」

　リンダは悲鳴をあげると、フィネガスの頭部にしがみついた。

　本能的に危機を覚えたのか、フィネガスは咄とつ嗟さに防御魔法を唱えたが、障壁もろとも吹き飛ばされてしまう。

　リンダは全身を斬り裂かれたような痛みを覚えたが、もはや目を開けることさえできない。フィネガスも苦く悶もんの叫びを漏らすと、呆あつ気けなく墜落した。四肢で大地をえぐりつつ、城の手前でなんとか停止する。

　その時点で、フィネガスは膝を屈していた。

　ガラハッドが放った衝撃波は、魔法障壁をも貫いて、フィネガスに大ダメージを与えていたのである。

　リンダ自身もまた、フィネガスの背から転がり落ちた。全身が麻ま痺ひしているように動かず、背中から大地に叩たたきつけられる。

「うぐっ……」

　ほんの一瞬、息が詰まった。

　ようやく、固く閉ざしていた目ま蓋ぶたを開くと、自分の身体を確かめる。

　手足はつながっているが、騎竜学院の制服はズタズタに切り裂かれ、肌のあちこちが露出している。

　腹部に刻まれた〈星刻〉も丸見えだった。

　制服の破れ目からは、裂傷も覗のぞいている。手足からは血が流れている。これほどの深手を負ったのは、生まれて初めてだった。

「あぐっ…………そんな……………………」

　頭がグラグラして、立ち上がることができない。吐き気すら覚えた。身体の芯に直接、打撃を叩きこまれたような気分だった。

「まともに……立ち会うことすら…………許されないなんて…………」

　リンダは、果てしない絶望に襲われた。

　まさか、ここまで歯が立たないとは予想外だったのだ。

　指先ひとつどころか、鳴き声ひとつで圧倒されてしまったのだから。

　ウルスラもガラハッドも、本気の一パーセントすら出していないように見えた。

　と、ガラハッドがゆっくりと滑空し、リンダの前方に着地する。ずぅうううん……と地面が揺れて、風がリンダの前髪を揺らした。

　ウルスラはしばらく、無言のままリンダを見下ろしていたが、

「……不思議な〈星刻〉ですね」

　やがて、ぽつりとつぶやいた。

「モチーフは天てん秤びんでしょうか？　アッシュ・ブレイクの左腕に刻まれた〈星刻〉も異様な形をしていますが、あれともまた違う種類だと見受けられます。兄が兄なら、妹も妹といったところでしょうか……ほんの少しですが、気になりますね」

　ウルスラは顎あごに指を添えると、じっとリンダを見つめた。

　まるで商品を値踏みするような視線だと、リンダは思った。

「……そうですね。妹を人質にされれば、さすがのアッシュ・ブレイクも本気にならざるを得ないでしょう」

　その分析的な言葉に、リンダは衝撃を受けた。

　このままでは、自分がアッシュの足を引っぱることになってしまう……！

「あっ、あなたの思い通りには……させません！」

　リンダは全身に気迫をみなぎらせると、無理やり立ち上がった。

　まだ頭はグラグラしている。平へい衡こう感覚を失っているのだ。

　それでも二本の足で、しっかりと大地を踏みしめた。

「無駄です。そんな身体で、わたくしに抵抗できるはずがありません。もはやフィネガスも戦闘不能なのですよ？」

「それでも……リンダは、アッシュ・ブレイクの妹なんです！　兄さんの足あし枷かせになるつもりはありません！」

「気迫だけで現実をどうにかできるなら、戦争などは起こりません。ガラハッド、彼女の身柄を確保なさい。あの華きや奢しやな身体を握りつぶさないよう、気をつけるのですよ？」

　ウルスラの命を受け、ガラハッドは従順に応じた。ゆっくりと前まえ肢あしを伸ばしてくる。

「くっ……！」

　逃れる術すべもなく、リンダの全身はガラハッドの前肢に包まれていた。

　ガラハッド自身は、壊れ物を扱うように力を加減しているのだろう。

「がはっ……！」

　それでもリンダは全身に圧迫感を覚え、苦渋のうめきを漏らした。

　今にも完熟トマトのように握りつぶされるのではないか……と、壮絶な恐怖を覚えてしまう。

　もはや底無しの恐怖に耐えきれず、リンダの意識はぷつりと途絶えそうになった。




　──とくん。




　その刹せつ那な、リンダは自分の身体とは別の、何者かの脈動を聞いたような気がした。

「えっ……？」

　リンダの視界が、まばゆいばかりの光に満たされる。

　それは神々しいばかりの、金色の輝きだった。

　そして、自分の内側から沸々と湧き起こる熱量を覚えた。

　全身が熱い。

　まるで体内で灼しやく熱ねつの熔よう岩がんが蕩とろけているようだ。

「あああああああああああああっ……！」

　リンダは悶もだえた。

　いつしか、燦さん然ぜんたる輝きに包まれたリンダを中心に、烈風が渦巻いている。

　砂さ塵じんが舞い上がり、今やリンダは台風の目と化していた。

「ぐるるるるっ……！」

　吹きつける風を真っ向から浴びて、ガラハッドが警戒心をあらわにする。

「落ち着きなさい、ガラハッド」

　さすがにウルスラは毅き然ぜんとした姿勢を崩さないが、それでも不可解そうに眉をひそめていた。感情を表に出さないウルスラにしては、珍しいことだ。

「まさか、この光は……！」

　と、ウルスラがなにかを悟ったかのように、ハッとしてつぶやいた。

　その直後、リンダの衣服に異変が生じた。

　制服も下着も、紙吹雪のように四散してしまったのだ。

　羞恥心を覚える間もなく、全裸となったリンダの踵かかとが、ゆっくりと地面を離れていく。

　まるで神の見えざる手に引っぱられているかのように、リンダの裸身は発光しつつ、宙に浮かび上がった。

　腹部に描かれた、天てん秤びん型の〈星刻〉に至っては、今や深紅の輝きを帯びている。

　──とくん。とくん……。

　しかも、体内で鎌首をもたげた「なにか」の脈動に合わせて、リンダの〈星刻〉は不気味に点滅しているのだ。

　一体全体、自分の身になにが起こっているのか──。

　既にリンダの意識は朦もう朧ろうとして、考えるような余裕はない。

　その瞬間、リンダは自分の体内で、なにかが炸さく裂れつしたような感覚を覚えた。

「うぐっ……うぁああああああああああああああああああああああああっ！」

　もはやリンダは耐えきれず、絶叫する。

　体内で灼しやく熱ねつしていた熔よう岩がんが、一気に外へ噴きだしたような気がした。

　そして、剝むきだしの腹部に描かれた〈星刻〉から、光の洪水がほとばしる。

　リンダの視界は真っ白に染まり──。

　意識もろとも、その白い闇に吞のみ込こまれた。




「やはり、あの現象は……」

　あのウルスラ・Ｌ・セルウィンでさえ、リンダの身に起きた異変を前に、腕で視界を覆っていた。

　それほどまでに眩まぶしい閃せん光こうが、リンダの〈星刻〉からほとばしったのだ。

「間違いありません。あの子の相パ棒ルが、生まれようとしているのですね。気をつけるのです、ガラハッド。あの子はアッシュ・ブレイクの妹……いかなるドラゴンを体内に秘めているのか、想像もつきませんから」

「ぐるるるる……！」

　ウルスラの忠告に対し、ガラハッドは野太い唸うなり声ごえで応じた。

　やがて一帯を白く染めていた光輝は収まり、ウルスラの視界は回復した。

　宙に浮かんでいたリンダは、ゆっくりと降下した。神の見えざる手に護まもられているかのように、そっと地面に横たえられる。

　まるで出産を終えた母猫さながら、リンダはぐったりとしていた。完全に気を失っているのは、もはや明らかだ。

　そして──。

　倒れ伏したリンダのそばには、一体のなにかが浮遊していた。

「まさか……あれが、リンダ・ブレイクの……？」

　さすがのウルスラも、きょとんとして小首をかしげてしまう。

　リンダの守護天使さながら、ふわふわと飛んでいるのは──。

　一個のぬいぐるみだった。

　いや、厳密には、ぬいぐるみのような珍獣だった。

　全身は白銀の体毛で包まれて、ふわふわとしている。

　愛あい嬌きようのある顔立ちはパンダのようで、まん丸だ。

　瞳はつぶらで優しい印象。

　その口元は、「ω」という古代文字によく似ている。

　身体のサイズは、幼児でも抱っこできそうなほど小さい。

　四肢の先端も丸っこく、攻撃的な印象は皆無。

　尻尾に至っては、毛玉のような形をしている。

　間違ってもドラゴンには見えないが、背中には申し訳程度に翼が生えている。まるで天使の翼をデフォルメしたかのような、可愛かわいらしい両翼だった。

「あなたのような珍獣が、リンダ・ブレイクの相パ棒ルだというのですか？」

　ウルスラの問いかけに、その珍獣はなにも答えない。ただただ、リンダを護るように浮遊したまま、そのつぶらな瞳をウルスラに向けるだけだ。

「主人の危機を察知して、無理やり生まれてきた判断は、正しいといえましょう。そういえば、あのエーコもアッシュ・ブレイクが崖から転落した際に誕生したと、報告書には書かれていましたね」

　ウルスラは淡々と状況を分析する。

「なんにせよ、せっかく誕生したところで、あなたのようなイレギュラーが戦力になるとは思えません。わたくしは当初の予定通り、リンダ・ブレイクを連行します。ついでに、あなたも捕獲しましょうか──」

　ウルスラは無感情につぶやくと、神剣フラガラッハを構える。

「…………」

　次の瞬間、謎の幼竜に変化が生じた。

　その小さな身体が発光したかと思うと、ウルスラが見たこともないタイプの魔法障壁を張り巡らせたのだ。

　基本的な防御魔法とは根本的に違うし、上位魔法の六角障壁ヘキサゴナル・シールドでもない。

　まるで高貴な家柄の家紋のような魔法陣が、リンダの前方に展開されたのだった。

「邪魔をするなら、幼竜といえども容よう赦しやはしません」

　ウルスラは冷酷に告げた。

　そう、あの珍妙な幼竜がいかなる防御魔法を展開したところで、それがなんだというのだろう。この神剣フラガラッハに、斬れないモノなど存在しないのだから。

「斬ります」

　ウルスラの冷たい声と同時に、ガラハッドが疾しつ駆くした。その頭部では、ウルスラが神剣を構えたまま、目の前に迫る防御障壁を鋭く見据えている。

　そして──銀光一いつ閃せん！

　フラガラッハの刀身が、烈風とともに大気を奔はしった。

　──がきぃいいいいいいいいいいいいいいいんっ！

　刹せつ那な、二次元の刀身は壮絶な衝撃とともに、静止を余儀なくされた。

「くっ……！」

　それは、ウルスラ・Ｌ・セルウィンが生まれて初めて覚えた感触だった。

　じぃん……と両手が痺しびれている。

　刃は一ミリたりとも進まない。

　完全に食い止められていた。

　謎の幼竜は宙に浮いたまま、まばたきひとつすることなく、じっとウルスラを見つめているだけだ。

　そのつぶらな瞳からは、まるで戦意というものが感じられない。

　それでも──あの幼竜の魔法こそが、ウルスラの斬撃を食い止めたのだ。

　生まれたての幼竜が、ガラハッドが永年を費やして完成させた〝究極の神剣フラガラツハ〟を食い止めるなど、あり得ない事態である。いや、あってはならない事態といえるだろう。

「うぉぉおおおん……！」

　そのガラハッドが突然、弱々しい鳴き声を漏らすと、及び腰になった。あたかも、眼前の幼竜に畏おそれを抱いたかのように。

「……………………」

　事実、ぬいぐるみのような幼竜は今、ガラハッドだけを注視している。

　子犬のように怯おびえるガラハッドとは対照的に、幼竜のほうは泰然として宙に浮いたままだ。表情ひとつ変えることはない。そもそも、そのぬいぐるみのような顔で、表情をつくれるのかどうかも怪しい。

　一体、両者の間にいかなる意思の疎通があったのか──人の身であるウルスラには、見当もつかなかった。

　とはいえ、謎の幼竜に見つめられた途端、ガラハッドが動揺したのは事実だ。永年、ガラハッドの飼い主を務めてきたウルスラだからこそ、すぐさま理解できた。

「ぐるるるる……」

　ついに、ガラハッドはウルスラの意思に反し、後ずさりを始めた。

「今は撤退すべき……あなたは、そう考えるのですね？」

　ウルスラの問いかけに、ガラハッドはうなずいた。

「いかがしましょうか……？」

　顎あごに指を添え、考えこむウルスラ。

　どうやら、あの珍獣にはなにか特殊な秘密があるらしい。

　ガラハッドが畏い怖ふの念を抱くなど、よほどの相手なのだ。

　人を食ったような容姿をしているが、敵を見た目だけで判断するほど、ウルスラは甘くない。

「……わたくしの任務は、サヴォナローラ殿の世界宣言に呼応して、フォンティーン城をできるだけ派手に破壊すること。そして、星冠サーン・アヴァスを確保すること──このふたつの任務は、既に果たしています。リンダ・ブレイクと、その珍妙なる相パ棒ル……未練はありますが──お行きなさい、ガラハッド」

　その言葉を待っていたとばかりに、ガラハッドは翼をはためかせる。全身に魔力を宿らせると、砲弾のごとく飛ひ翔しようした。

　ちらりと地上を振り返ったウルスラは、いつしか自分が微笑ほほえんでいることを自覚した。

「ふっ。アッシュ・ブレイクの妹、リンダですか……。興味の対象が、もうひとつ増えましたね──」





"The Secret of Royal Family ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十話　サヴォナローラの演説









　聖誕暦一三六六年。金牛宮タウルスの月、第二十五日。

　第八回大陸会議〈エリュシオン〉、開催当日──。

　その日、世界は魔導結社〈デミウルゴス〉による、同時多発テロに見舞われた。

　聖都エスパーダの大聖堂占拠をはじめ、世界各地で勃発したテロ事件の数々……。

　そんな状況に置かれた教皇ラクエルIV世にとって、いちばん衝撃だったのは、あのペネロペ枢すう機き卿きようが〈デミウルゴス〉の一員だったことだ。しかも、最高幹部の〈七翼将〉だという……。

「ペネロペ？　どうして、あなたが……」

　声を震わせながら、ラクエルは訊たずねずにはいられなかった。

「猊げい下か──いや、もはや猊下とお呼びする必要などないか。お前が教皇になる以前から、私は〈デミウルゴス〉の一員だった。そもそも私が聖職者の道を志したのは、聖都エスパーダの情報をサヴォナローラ様に伝えると同時に、聖都の内政に干渉するため──すなわち、間接侵略の一種だったというわけだ」

「そんな……それじゃあ、あなたが過去、わたくしに示してくれた忠節は……なにもかもが演技だったというのですか!?」

　ラクエルが教皇に就任して以来、ペネロペは公私にわたり補佐してくれた。

　ラクエルにとっては、かけがえのない想おもい出での数々が脳裏をよぎる。

　いつも厳格で、口を酸っぱくしてはラクエルを諫いさめてくれたペネロペ。

　とはいえ、聖職者たちの間では、「あの鬼のようなペネロペ枢機卿も、猊下にだけは甘い。過保護なのではないか？」というのが、世間では専もつぱらの評判だった。

　だが、そのすべてが虚飾だったのだとしたら──。

　ラクエルは奈落の底に突き落とされたような気分で、肩を震わせる。

　そんなラクエルを冷然と見下ろして、ペネロペは嘲ちよう笑しようを漏らした。

「ふっ。厳格な枢機卿にして騎士団長。そして、〝お子様教皇〟の過保護なお守り役……聖庁の連中を騙だますのは、拍子抜けするほど簡単だったぞ」

「…………」

「まあ、第八回大陸会議の議題を〈デミウルゴス〉に指定した、長老どもの炯けい眼がんだけは誉ほめてやるがな。もっとも、長老の努力も無駄に終わったな。今や我らが旗艦レクス＝ゴライアスは完成し、運命の歯車は回り始めたのだから」

「ペネロペ！　こんなことをして、一体どういうつもりだ!?　お前たちはなにを目的としている!?　そもそも、アーカム城の宝物殿からなにを盗むつもりだ？」

　痛烈な口調で問い詰めたのは、オスケイア女王だった。

　先ほど、アッシュとシルヴィアとルクレツィアを逃がす協力をしたせいで、今は手錠をはめられている。

　それでも、さすがは一国の女王にして聖天竜騎士アーク・ドラグナーである。どこまでも毅き然ぜんとした態度を崩すことなく、ペネロペを睥へい睨げいしていた。

『短気は損気だぞ、オスケイア女王。まあ、慌てるな。ふふっ。どうやらアーカム城での任務は達成されたようだ』

　と、仮想ディスプレイから、グレゴリオ・サヴォナローラの声が響いた。

　その声で、会場の誰もがディスプレイのひとつに目を向けた。そこには、シェブロン王国の中心たるアーカム城が映されている。

　サヴォナローラの言葉通り、アーカム城を襲撃していた機竜部隊は、既に撤退を始めていた。

　部隊を率いているのは、黒ずくめの兵士だった。翼竜ストラーダ型の機竜を駆りながら、部隊の先頭を進んでいる。

　身体にフィットした戦闘スーツの輪郭は、その部隊長が女性であることを雄弁に物語っていた。

　大きく盛りあがった乳房、キュッとくびれた腰、そこからダイナミックに描かれる尻のライン……肉感的なボディの持ち主なのは、明らかだ。

　ただし、フルフェイス型の防具で頭部を覆っているため、どんな顔をしているのかは解わからない。

　その女隊長は、一振りの剣を携えていた。

「あれは……宝剣ティル・ナ・ノーグじゃないか！　あれを盗むために、あんな軍事作戦を展開したというのか？」

　オスケイア女王は目を剝むいて叫んだ。

『おやおや。女王陛下にはふさわしからぬ顔をしているな。まあ、そういうことだ。単に盗むだけなら、城内に少数の工作員を送りこめばすむことだが──重要なのは、我々の力を世界に思い知らせることなのでね。少々、派手にやらせてもらったよ』

　よほど電撃的な作戦だったのだろう。

　爆破と宝剣強奪──ふたつの任務を終えた機竜部隊は、悠然と撤退を始めている。王宮警備隊の精鋭たちは、明らかに後手後手に回っていた。

「……だけど、妙だな。あれは先祖代々、我がシェブロン王家に伝えられてきた宝剣なんだ。王位継承者が手にして、初めて意味を持つ代物といえる。女王である僕がいうのもなんだけど、シェブロン王家に無関係な者から見れば、ただの宝飾品にすぎない。お前たち〈デミウルゴス〉にとって、なんの意味があるというんだ？」

『くっくっ。あの宝剣が五大星具のひとつであることも知らずに、お前たちは王家の象徴として祭り上げてきたというわけだな。実に浅はかなことだ』

「五大星具!?　それは一体……？」

　オスケイア女王は眉をひそめたが、サヴォナローラはにやりと嗤わらったまま、答えようとはしない。

「そうか、そういうことか……！」

　そのとき、やはりアッシュたちの逃亡を幇ほう助じよした罪で手錠をかけられたレベッカが、ハッとして顔をあげた。

「現在、襲撃を受けているのは──このロサ・マリア大聖堂、アーカム城、帝国博物館、フォンティーン城、そして魔導艦エスカヴァロン。全部で五箇所だ。五という数字が、偶然の一致とは思えないな」

　レベッカの鋭い指摘に、人質たちは「あっ」と息を吞のんだ。

　と、こちらも手錠をかけられたヴェロニカ王女が、レベッカの言葉を継いだ。

「なるほどな。どうやら貴様らが起こした同時多発テロは、単なる示威ではなかったというわけだ。むしろ、その五大星具とやらを回収するついでに、派手なデモンストレーションを実行した──というのが真相ではないか？」

『ほほう。さすがは噂うわさに名高い女騎士、レベッカ・ランドール。そして、ヴェロニカ第一王女も見事に核心を突いてくるな』

　サヴォナローラは満足げに微笑ほほえむと、わざとらしく拍手をしてみせた。

『大正解だ！　この世界同時多発テロは、まさしく示威と回収を同時に行うために計画されたというわけだ』

「だが、フォンティーン城にそのような宝物があるなど、騎士国の第一王女である私ですら、聞いたこともないぞ？」

『聞いたことはなくとも、君は知っているはずだ。つい先日、ラブロック地方の守護獣たるムルシエラゴから、アッシュ・ブレイクの手にわたった宝冠──星冠サーン・アヴァスをな』

　そのエピソードなら、ラクエルも聞き及んでいた。

　元首ドージエマキャベリが妙に興味を示していた宝冠を、アッシュたちは守護獣ムルシエラゴから借り受けた。もちろん、マキャベリを牽けん制せいするためだ。

　その宝冠は、シルヴィアがフォンティーン城に移送したという。城内の宝物殿で、厳重に管理したほうが安全だと思われたからだ。

　あいにく、その情報は〈デミウルゴス〉側に筒抜けだっというわけだ。

「ちっ。あの宝冠が、お前たちのいう五大星具のひとつだったのか。それにしても──」

　ヴェロニカは、フォンティーン城を映している空中ディスプレイを凝視する。

「よもや、ウルスラまでが……〈デミウルゴス〉に抱き込まれていたとはな。一体、どんな手品を使った？　あいつはそこら辺の凡俗とは違い、金で動く奴やつではないぞ？」

『その評価は正しい。だが、君はウルスラ・Ｌ・セルウィンという人物を、完全には把握できていなかった──それだけのことさ』

　画面の中のサヴォナローラは、皮肉っぽい笑みを浮かべると、状況を把握するかのように、周囲に視線を巡らせた。

　サヴォナローラが座している部屋にも、複数のディスプレイが展開されて、世界各地の映像をリアルタイムで受信しているのだろう。

『……ふむ。五つの星具が集まるまでには、もう少し時間がかかりそうだね。それまでの間、しばし私の講義に付き合ってくれたまえ──』

「なんだと!?」

　忌々しげに顔をしかめるヴェロニカ。

　オスケイア女王やレベッカも、不可解そうに眉をひそめている。

『あんな童話まがいの『新約星書』を信じこんでいる教皇猊げい下かには、いささか酷な話になるだろうけどね。くっくっく』

　不気味な笑いとともに、サヴォナローラは語り始める。

　──アッシュお兄ちゃん……。












　ラクエルは祈るように念じる。

　今は、大聖堂の地下通路に逃げこんだアッシュたちだけが、頼みの綱だった。
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　暗く、じめじめとした地下通路の果て──。

　アッシュ、シルヴィア、ルクレツィアが行き着いたのは、まるで古代神殿の内陣を思わせる大広間だった。

　その最奥には、巨大な魔導装置が設置されている。その形状は、なんとなく天球儀に似ていた。どうやら古代の通信機器の一種だろうと思われる。

　機器の外装は古びていて、長らく使用されていないのは一目瞭然だったが──今や天球儀の周囲には、複数の仮想ディスプレイが展開されていた。

　──ラクエルの念話能力と、ルクレツィアの魔剣ユングフラウ。

　その両者を組み合わせることで、〈デミウルゴス〉の魔導通信を転送したのだった。

　中央の大画面には、盟主サヴォナローラが映しだされている。鉄仮面を装着しているため、その素顔までは解わからない。

　サヴォナローラの両脇には、ふたりの美女が控えている。

　一方は、ラブロックの元首ドージエフランチェスカ・マキャベリ。まるで雌め獅じ子しを思わせる、堂々たる迫力は健在である。

　他方は、騎士国の第二王女カサンドラ。美しくドレスアップされた姫君は、蠟ろう人にん形ぎようさながら微動だにしない。魔薬〈ガラテア〉の効果が、今も続いているのだ。

　盟主サヴォナローラと対立した結果、カサンドラは結社からの逃亡を図ったという。彼女が選んだ逃亡手段は、自ら魔薬〈ガラテア〉を服用し、「生き人形」となることで、逃走ルートを攪かく乱らんするというものだった。

　美術品と化したカサンドラは、自らの足で移動するのではなく、商品として移送されることになった。

　最終的には魔都レスピーギに到着し、非合法のオークションに出品された。

　アッシュたちは、一度はカサンドラの身柄を保護したのだが──結局、洋上でマキャベリの腹心であるヴィットーリアの襲撃を受け、奪い返されてしまった。

　そのカサンドラが、今では盟主サヴォナローラの脇に控えている。いや、今は置かれているといったほうが正しいのかもしれない。

　とりあえず、カサンドラの無事は確認できたものの、アッシュたちに突きつけられたのは、酷こく烈れつな現実の数々だった。

　他の仮想ディスプレイには、聖都エスパーダを傘のように覆う超ちよう弩ど級きゆう魔導艦、レクス＝ゴライアスの艦影が映しだされている。

　サヴォナローラはレクス＝ゴライアスの艦内から、一連の映像を全世界に向けて配信しているのだ。

　皮肉にも、サヴォナローラの自己顕示欲が強いおかげで、アッシュは世界各地で引き起こされている世界同時多発テロの状況を把握することができた。

　そして、〈七翼将〉の全貌も──。

　どの映像も衝撃的だったが、騎士国民であるアッシュとシルヴィアにとっては、やはりウルスラ・Ｌ・セルウィンの裏切りが信じられなかった。

　あろうことか、宙空に映しだされたフォンティーン城は、真っ二つに切断されてしまっているのだ。

　聖竜マエストロを駆る竜騎士ドラグナーであれば、単に城を破壊するなど造作もない。

　だが、城をあのように斬り裂いてしまうなど、想像を絶している。特に、その切断面の鮮やかさときたら、綺き麗れいを通り越して見事なほどだ。

　ウルスラが持つ神剣フラガラッハなくして、あんな神業は不可能だろう。

「よもや、ウルスラ団長が〈七翼将〉の一員だったとは……結局、あの宝冠をフォンティーン城に移送したことが、仇あだになってしまったというわけか」

　シルヴィアは唇を嚙かんでいる。

　ウルスラの狙いは、あくまでも五大星具のひとつを回収することだ。わざわざ城を破壊してみせたのは、パフォーマンスの一種なのだろう。

〈デミウルゴス〉に対する牽けん制せいのつもりで、シルヴィアは星冠サーン・アヴァスを移送した。だが、その結果、フォンティーン城は無慈悲な破壊に見舞われてしまったのだ。

「私の読みが甘かったせいだ……」

「いや、姫様は悪くないよ。俺だってサーン・アヴァスの移送には賛成したわけだし、ウルスラ団長が〈七翼将〉だったなんて、想像すらつかなかった……」

　シルヴィアの肩に手を置いて、アッシュは慰めの言葉をかける。

　そのとき、ルクレツィアが鋭い声を発した。

「おい！　年端も行かぬ少女が聖竜マエストロに乗って、ウルスラに対たい峙じしているぞ！　あの少女は何者だ!?」

　アッシュは再び仮想ディスプレイを見上げて、ルクレツィアの視線を追いかける。

　そして、愕がく然ぜんと息を吞のんだ。

「リンダ……!?」

　アッシュと同じく、他人の相パ棒ルを乗りこなすことができるリンダ。おそらく、乗り手を倒された聖竜マエストロに目を付け、衝動的に飛び乗ったのだろう。

　だが、相手はウルスラ団長なのだ。

　春先に開催された御前試合で、レベッカは己の進路をかけて、ウルスラと対戦した。あのときの記憶が、アッシュの脳裏に甦よみがえる。

　ロートレアモン聖竜騎士団から熱烈な勧誘を受けていたレベッカは、しかし、アヴァロン聖竜皇騎士団を選んだがために、ウルスラとの対戦を余儀なくされたのだ。

　レベッカほどの騎士でさえ、全身全霊を賭とした結果、ウルスラの手甲に傷をつけるのがやっとだった。

　しかも、あの試合でウルスラが手加減をしていたのは明らかだった。ウルスラがハンデを与えていなければ、レベッカでさえ勝利をもぎ取るのは無理だっただろう。

「駄目だ、リンダ！　早く逃げろ！」

　アッシュは我を忘れて、映像の中の妹に向けて叫ぶ。

「落ち着け、アッシュ。いくら叫んだところで、お前の声は届かない……」

　つらそうな口調で、シルヴィアがアッシュの肩に手を伸ばす。

「アッシュ？　あの少女は貴公にとって……その、大切な相手なのか？」

　と、事情を知らないルクレツィアが、不思議そうに訊たずねてきた。が、アッシュに答えている余裕はない。

　そんなアッシュに代わり、シルヴィアがルクレツィアを振り返った。

「あの子はリンダ・ブレイク。アッシュの妹なのだ」

「肉親か。ならば、無理もない──」

　ルクレツィアが痛ましげに目を伏せた、そのときだった。

　魔導装置の周囲に展開されていた複数の仮想ディスプレイが、「ぷつっ」というノイズとともに、次々と消失したのだ。

「通信を遮断された!?」

　顔から血が引く思いで、アッシュは身を乗りだした。リンダとウルスラを映していたディスプレイも、他の映像と一緒に消えてしまったのだ。

　最後に残されたのは、盟主サヴォナローラを映した画面だけだった。

　そして──映像の中のサヴォナローラは、にやりと嗤わらったのである。

『……ふむ。五つの星具が集まるまでには、もう少し時間がかかりそうだね。それまでの間、しばし私の講義に付き合ってくれたまえ──』

「講義だと？　どこまでもふざけた男だ……！」

　アッシュは拳を震わせながら、サヴォナローラの鉄仮面を睨にらみつける。

「落ち着け、アッシュ」

　怒りをあらわにしたアッシュを制したのは、シルヴィアだった。

「姫様？」

「これはチャンスだ。魔導結社〈デミウルゴス〉の目的とは、なんなのか？　それを知る手がかりを、結社の代表者が自ら開示しようとしているのだからな」

「ふむ。シルヴィアの意見には、確かに一理あるがな──どうやら、あまり悠長に構えているわけにはいかんようだぞ？」

　と、ルクレツィアが警戒心をあらわにして、背後の闇をキッと見据えた。

　アッシュもようやく気づいた。

　通路の奧おくから、重厚な足音が聞こえてきたのだ。

　地竜アーシアの足音に似ているが、機械の作動音じみたノイズも混ざっている。

　おそらく機竜だ。

　早速、ボロディンの配下が追ってきたのだろう。

「足音から察するに、たったの三騎か。随分と舐なめられたものだな」

　ルクレツィアに怖おそれる様子はない。

「いやいや。今の俺たちには、大変な数だと思うけど？」

　妙に肝の据わった皇女様を前に、アッシュは戦々恐々としてしまう。

　ルクレツィアは魔剣ユングフラウを装備しているが、アッシュとシルヴィアは丸腰も同然だ。

　しかも、相手は機竜兵。

　徒歩の身にとっては、騎馬兵よりも難敵といえるだろう。

　せめてシルヴィアがランスロットを召喚できれば良いのだが、召喚魔法を阻む結界は、地下通路にまで及んでいる。

「案ずるな、ふたりとも。私に作戦がある」

　ルクレツィアは自信たっぷりに宣言すると、魔剣の柄を握りしめた。
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　三騎の機竜兵は、魔導装置が置かれた広間に足を踏み入れていた。

　各機に搭載された探照灯が三本、暗闇をゆっくりと斬り裂いていく。

　蒼あお白じろい光こう芒ぼうは、広間のすみずみまで照らしだしたが、逃亡した三名の姿を捉えることはできなかった。

　やがて機竜兵たちは、祭壇のごとく置かれた魔導装置の全貌を目の当たりにした。

「おいおい、こんなところに魔導装置があるぞ？　しかも、起動しているのか？」

　先頭の小隊長が、怪け訝げんそうに声をあげる。

　暗闇の中、空中に投影された仮想ディスプレイ。ちょうど、サヴォナローラが演説を始めようとしているところだった。

「こいつは驚きですね。レクス＝ゴライアスからの配信映像を受信しているようです。おそらくアッシュ・ブレイクたちは、この映像を視聴していたのでしょう。我々の気配を察知して、慌てて逃げだしたといったところかと」

　二番目の機竜兵が感嘆しつつ、状況を分析する。

「あのう……ちょっといいッスか？　さっきから、妙な視線を感じる気がするッス。誰かに尾行されているっていうか……。気のせいですかね？」

　と、最後尾の機竜兵が、妙に背後を意識しつつ、情けない声をあげた。

「おい、新入り！　てめぇも〈ゲシュペンスト〉の一員なら、もっと堂々としやがれ！」

　怯おびえる新米兵士を叱しつ咤たすると、小隊長は機首の方向を転換させた。他の二騎も、各々の機竜を方向転換させようとして、操縦のほうに意識を集中させる。

　その隙をつくように──。

「竜晶閃光ドラグ・フラツシユ！」

　凜りんとした声が響くとともに、広間が真っ白な閃せん光こうに満たされた。





　　　　◇






「ぐわっ！」

　網膜に強烈な閃光を浴びて、三騎の機竜兵たちは両手で顔を覆う。

　それは、光照系の竜媒魔法オラクルだった。

　発動させたのはシルヴィアだ。いざというときのため、こっそりと懐ふところに隠し持っていた竜綺華晶が、ここで役に立ったのだ。

　竜媒魔法オラクルの中では初歩的なものだったが、アッシュたちが既に逃走したものとばかり思っていた敵兵たちは、完全に虚を衝つかれた。

　その直後、石壁の一部がぐにゃりと歪ゆがみ、ルクレツィア、アッシュ、シルヴィアの順に姿を現す。

　事前に発動させていた魔剣効果──魔幻迷彩イルズイオーンを、ルクレツィアが解除したのだ。

　機竜兵が現場に到着した時点で、アッシュたちの姿は背景と同化していた。強烈な探照灯を浴びても、ただの石壁としか映らなかったのである。

「今だ！」

　掛け声とともに、ルクレツィアが先陣を切った。

　アッシュとシルヴィアも迅速に続く。

　機竜兵といえども、視界を奪われたらどうしようもない。

「はあっ！」

　ルクレツィアは小隊長機に飛び乗ると、気合一いつ閃せん、容よう赦しやなく魔剣を振るった。

　ゴッ……と鈍い音がして、小隊長は操縦席から転落。兜かぶとごしとはいえ、ルクレツィアの一撃は痛烈を極めたようで、完全に気を失っている。

「うぉおおおおっ！」

　アッシュは二番目の機竜兵を選んだ。ルクレツィアと同様、機竜の背に飛び乗る。武器はないので、兵士の顎あごに痛烈な掌底を喰くらわせてやった。

「ごふっ！」

　顎への強い一撃は脳に伝導し、軽い脳のう震しん盪とうを誘発する。鍛えようがない部分を攻撃されては、屈強の傭よう兵へいだろうがひとたまりもない。情けないうめきとともに、どさりと機竜から転がり落ちた。

　これで二騎は仕し留とめた。最後の一騎はシルヴィアの担当だ。先ほど様子を窺うかがっていたところ、〈ゲシュペンスト〉の兵士にしては妙に怯おびえていたし、どうやら新米らしい。シルヴィアなら余裕で倒せるだろうと思っていたのだが──。

「きゃっ！」

　可か憐れんな悲鳴を耳にして、アッシュは慌てて振り返った。

「姫様！」

　アッシュの目に映ったのは、地面に倒れ伏したシルヴィアと、周囲を滅め茶ちや苦く茶ちやに駆け回る機竜兵だった。

　まだ新兵であるがゆえに状況が把握できず、恐怖感と相まって、恐慌状態に陥ってしまったのだろう。

　シルヴィアにとっても、プロの傭兵が子どものように錯乱するなど、予想外だったに違いない。そのため不意をつかれ、機竜から振り落とされてしまったのだ。

「大丈夫か、姫様!?」

　アッシュは慌ててシルヴィアのもとに駆け寄った。

「ああ……掠かすり傷きずだ。だが、あいつを逃がすわけにはいかない！」

　上半身を起こしつつ、唇を嚙かみしめるシルヴィア。このまま逃げられた挙げ句、地下での状況をボロディンに報告されてしまっては、都合が悪い。

　逆に、ここで追っ手を完全に沈黙させることができれば、ボロディンたちは地下の状況がどうなっているのか、しばらくは報告を受けられなくなる。その分、アッシュたちは時間を稼ぐことができるのだ。

「大気の波動よ、天使の羽毛となりて、我が翼となれ──魔翔気流ルフトシユトローム！」

　と、ルクレツィアが呪文を詠唱すると同時に、魔剣が発光した。

　皇女の全身が風に包まれて、颯さつ爽そうと舞い上がる。

　恐怖に駆られた機竜兵は、既に逃走に転じていた。その背中はがら空きだった。

　ルクレツィアの攻撃は、ただただ美しかった。

　その気高き姿は、獲物を目がけて急降下するハヤブサヴアンダーフアルケのように映った。

　──どぉおおおおおおおおおおおんっ！

　一瞬にして、三騎目の機竜兵も操縦席から転がり落ちて、大地を這はっていた。そこに駄目押しとばかりに、ルクレツィアがすとんと着地して、容よう赦しやなく背中を踏みつける。

「ぐはっ！」

　まだ新米の機竜兵は白しろ眼めを剝むいて、失神した。

「かたじけない……ルクレツィア」

　シルヴィアはアッシュの手を借りて立ち上がると、素直に礼を述べた。

「構わぬ。今の我々は、いわばチームだ。誰かがミスをしても、仲間がカバーすればよい──むっ!?」

　凜りんとして応じたルクレツィアだったが、次の瞬間、ハッとして顔を上げた。そしてアッシュとシルヴィアをかばうように立つと、魔剣を構えたのである。

　──ひゅんっ！　ひゅんっ！

　その刹せつ那な、鋭い風切り音がアッシュの耳じ朶だを打った。

　まるで鞭むちのように細長い物体が、闇の奧おくから高速で伸びてきたのである。

　しかも一本ではない。数え切れないほど、無数に──。

「なんなのだ、これは……!?」

　魔剣を振るうルクレツィア。バサッ！　バサッ！　と、謎めいた物体を立て続けに切断する。血のような粘液が飛沫しぶきをあげて、切断面からほとばしる。

「触手……だと……!?」

　足もとに落ちてきた断片を前に、シルヴィアが驚きの声を漏らす。

　表面は赤黒く、ヌメヌメとした艶つやを帯びている。切り落とされてもなお、釣り上げられた直後の魚のように、バタバタと跳ねているのが不気味だった。自分が本体から切り離されたことに、まだ気づいていないのだろうか。

「くっ……！」

　顔面蒼そう白はくとなって、思わず後退するシルヴィア。無理もない。アッシュでさえ吐き気を覚えたほど、それは不気味な光景だった。

「はああああっ！」

　頼みの綱のルクレツィアは──しかし、五本目を切断したところで限界を迎えた。達人の目でも追いきれないほど、謎の触手群の動きは迅速を極めていたのである。

「くっ、小こ癪しやくな……！」

　あっという間に、ルクレツィアの身体は空中に吊つり上あげられた。

　今ではもう、美しき〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉の四肢は触手に拘束されている。

　がらん……と、その手から魔剣ユングフラウが落ちて、地面に転がった。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　そして、大気を凍りつかせるような、不気味な咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　闇の深奥、真っ赤な双そう眸ぼうが爛らん々らんと輝くのを、アッシュとシルヴィアは見た。

　──ずずず……ぞぞぞ……。

　なにかを引きずるような音が、確かに聞こえてくる。

　少しずつ、二つの瞳がこちらに近づいてきた。

「ふしゅう……」

　不気味な吐息とともに、その生き物は全貌をあらわにした。

　一見、水竜ハイドラに似ているが、その顔つきは凶暴を極め、竜族ならではの賢さとは無縁である。全体的に紫色を帯びているのが、不気味だった。身体はブヨブヨと肥え太り、四肢は脂肪に埋没しかけている。まるで赤ん坊の手足のように見えた。

　手足が本来の役目を果たせないため、蛇のように身体を引きずりながら移動せざるを得ないのだろう。

　背中の鱗うろこを突きやぶるようにして、無数の触手が生えている。

　鈍重な本体とは対照的に、触手は別個の生き物さながら、ルクレツィアを宙ちゆう吊づりにしているのだった。

　ふと、アッシュは思い出した。

　──さっきから、妙な視線を感じる気がするッス。誰かに尾行されているっていうか……。気のせいですかね？

　アッシュたちに襲われる直前、新米の機竜兵がつぶやいた言葉だった。ただ単に、地下通路の闇を恐れたがゆえの発言かと思われたが、実はそうではなかったのだ。

　もしかしたら、あの魔獣は機竜に惹ひかれたのかもしれない──と、アッシュは推測した。

　魔獣とは、地下に埋蔵されている竜綺華晶の魔力を浴びることで、強制的に変異を促された生き物である。竜綺華晶に蓄積された魔力には、ことさら敏感なのだ。

　魔導兵器の一種である装甲機竜マシーネンドラツヘに、軍事用の竜綺華晶が搭載されていることを思えば、アッシュの推測も的まと外れではないだろう。

「聖都の地下に、このような魔獣が!?　一体、警備隊はなにをしていたのだ！」

　憤然として叫ぶシルヴィア。

「とにかく、まずはルクレツィアを助けないと！」

　アッシュは走ると、ルクレツィアが落とした魔剣を拾う。

「おっ、愚か者！　私のことなど放っておいて、さっさと本体を攻撃してしまえ！」

「駄目だ！　ルクレツィアを助けるのが先だ！」

　アッシュは一本、二本と触手を斬り裂いていく。

　青い体液が噴水のごとくほとばしり、切り落とされた断片がアッシュの足もとで不気味に跳ねる。

　だが、いくら斬り落とそうが、新たな触手が次から次へと生えてきて、ルクレツィアの身体を責めるのだった。

「こっ、こやつめ！　どこを触っているのだ!?　『帝国皇室に〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉在り！』といわれた、ルクレツィア・フォン・ゼファロスと知っての狼ろう藉ぜきか！」

　今やルクレツィアは頰ほおを真っ赤に染めている。

　無論、ルクレツィアの言葉が魔獣に通じているとは思えない。

「あ……そっ、そこは……待て！　そっ、そこだけは……あっ…………あんっ！」

　と、ついに、勇ましき〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉の唇から、女らしい喘あえぎが漏れた。

　強引に片膝を持ち上げられた姿勢のまま、宙ちゆう吊づりにされたルクレツィア。

　スカートの裾がまくれ上がり、純白の下着が覗のぞいていた。

　アッシュは慌てて目を逸そらすと、触手を斬ることに専念する。

　先ほどルクレツィアが披露したように、魔剣を媒介にした魔法を使うことができればよいのだが、ユングフラウはかなり複雑な魔導兵器のようだ。ぱっと見ただけで理解できるほど、簡単な代物ではない。

「危ない、アッシュ！」

　と、頭上からルクレツィアが叫んだ。

「えっ!?」

　手足と腹部に、ヌメッとした感触を覚えた途端、地面から足が離れた。一瞬にして、アッシュも宙吊りにされてしまったのだ。

　全身の自由を奪われてしまう。ギリギリと締め上げられた結果、唯一の武器だった魔剣を落としてしまう。

「しまった！」

　もはや、頼みの綱はシルヴィアだけだが、ランスロットを召喚できない以上、戦力にはならない。

　むしろ、せめてシルヴィアだけでも逃げのびてほしい──そんな風にアッシュが願ったそのとき、

「うおおおおおおおっ！」

　熱のこもった叫びと同時に、機竜の一機が動いた。

　ずしん、ずしんと足音を響かせて、魔獣の本体に突進する。

　──ずがぁあああああああああん！

　鋼鉄の塊と、魔獣の体たい軀くが激突し、壮絶な大音響が轟とどろきわたる。

「これでも喰くらえ！」

　叫んだのは、機竜の操縦席に跨またがったシルヴィアだった。

　──だだだっ！　ずだだだだっ！

　機竜に搭載されていた機銃が激しく火を噴く。

「ぐぎゃあああああああああああああああああああっ！」

　零距離での連射を浴びた魔獣は、これにはたまらず絶叫し、アッシュとルクレツィアを落としてしまう。そして、蛇のように地を這はいながら遁とん走そうを始めた。

　魔獣が戦意喪失したのは明らかだったので、シルヴィアはあえて深追いせず、機竜から飛び降りた。

「大丈夫か、ふたりとも!?」

「ありがとう、姫様……！　本当に助かったよ」

　アッシュは触手の断片を振りはらうと、立ち上がった。

「それにしても、いつの間に機竜の操縦法をマスターしたんだ？」

「いや、あのときは無我夢中でな……たまたま機竜が目に留とまった瞬間、こいつを使うしかないと思った。そうしたら、身体が勝手に動いたんだ」

　アッシュはぽかんとした。シルヴィアは決して、確信をもって機竜を動かしたわけではなかったのだ。

「今思えば、よくぞ操縦できたものだ。どのように操縦したのか、まったく記憶にない」

　苦笑を漏らすシルヴィアは、普段よりも一回りは大きく見えた。

「ふむ……今度は私が礼を述べる番だな、シルヴィア」

　と、ようやく触手を引きはがし、一息ついたルクレツィアが、シルヴィアの正面に歩み寄ってきた。丁重に頭を下げようとしたのだが、シルヴィアは手で制した。

「誰かがミスをしても、仲間がカバーすれば問題はないのだろう？」

　そういって、シルヴィアは会心の笑顔を浮かべる。

「ふっ。お株を奪われるとは、まさにこのことだな」

　ルクレツィアも、もはや頭を下げようとはせず、晴れ晴れとした笑顔を返す。

　──騎士国の姫様と、帝国の皇女様。このふたりが対面すると、絵になるんだよなあ。

　アッシュは思わず、両国の姫君を惚ほれ惚ぼれと眺めやった。

　──俺は今、人類の歴史に関わる重要な局面に立ち会っているのかもしれないな。

　そう思うと、アッシュは誇らしげな気持ちになるのだった。





　　　　◇






　魔獣を退けたことで、体力的にも精神的にも余裕を取り戻したアッシュたちは、今も失神している三人の機竜兵に目を留めた。

　彼らの積み荷を探ってみると、手頃なワイヤーロープがあったので、使うことにした。三人の手足を拘束すると、広間の床に転がしておく。

「こうしておけば、目覚めたとしてもすぐには動けんだろう」

　満足げにつぶやいたシルヴィアの背後では、ルクレツィアが魔導装置の正面に立ち、仮想ディスプレイを見上げている。

「ふたりとも、あれを見ろ。サヴォナローラが、いよいよ講義とやらを始めたようだ」

　ルクレツィアの言葉を受け、アッシュとシルヴィアも、空中に投影されたディスプレイに意識を集中させた。

　機竜兵と魔獣に水を差されたものの、幸か不幸か、サヴォナローラは前置きに長々と時間を費やしていたらしい。講義そのものは、ようやく始まったばかりだったのだ。

『改めて、諸君に通告しておこう。この映像は、全世界の魔導通信設備に向けて配信している。ひとりでも多くの民に、ロサ・マリア教の真実を伝えんがためにな』

　仮面ごしに、唇を歪ゆがめて嗤わらうサヴォナローラ。

「ロサ・マリア教が邪教だと？　なんと不敬な……！」

　シルヴィアは怒りの表情を浮かべると、拳をわなわなと震わせた。

「いや……当たらずとも遠からず、といったところだ。過去において、ロサ・マリア教徒が布教のために侵略戦争を起こした回数は数知れず……。とはいえ、そのような過去を今さら持ち出すつもりか？　だとしたら、サヴォナローラの底も知れたというものだが」

　ルクレツィアは眉をひそめている。

　一方、アッシュはサヴォナローラの言葉よりも、その声や口調が気になっていた。

　サヴォナローラの声を聞けば聞くほど、肌が粟あわ立だつような感覚を覚えるのだ。

　──俺は……嫌悪しているのか？　確かに〈デミウルゴス〉の盟主なんだから、嫌な奴やつなのは確かだけど……なんだろう、この胸騒ぎは…………。

　嫌な胸騒ぎを覚えつつ、ふと、アッシュは思い出した。

　それは、サヴォナローラが聖都エスパーダに通信を入れた直後、彼自身の口から述べられた言葉だった。




　──無む知ち蒙もう昧まいにして、残酷極まるロサ・マリア教徒どもよ……今こそ思い知るがいい。貴様らが廃絶させようとした〈聖杯〉の血族──すなわち、我が先祖たちが一千五百年の永きにわたり培つちかってきた、憎悪の念を！




　そう、サヴォナローラは確かに〈聖杯〉と告げたのである。

　マザー・ドラゴンがほのめかしつつも、その意味を教えてはくれなかった〈聖杯〉について、サヴォナローラは詳しく知っているような口ぶりだった。

　果たして、〈聖杯〉とはなんなのか？

　アッシュ自身と、いかなる関係があるのか？

　なんにせよ、サヴォナローラが口にした「憎悪の念」とは、「我が先祖たちが一千五百年の永きにわたり培つちかってきた」ものであるらしい。

　先ほど、ルクレツィアはロサ・マリア教徒による侵略戦争についてほのめかしたが、歴史教科書の記述を思い起こせば、確か数百年前のことである。

　それに対して、サヴォナローラの憎悪は、一千五百年という歳月の重みを孕はらんでいるという……。

『そもそも、君たちが聖女として崇あがめているロサ・マリアとは、一体、いかなる人物だったのか？　私の講義は、ここから始める必要があるのだよ。永きにわたり、高位の聖職者どもはひた隠しにしてきたのだが……実は、ロサ・マリアの出生には大いなる秘密が隠されている』

　サヴォナローラはもったいぶって口を閉ざすと、にんまりと嗤わらった。いったんワインで喉を潤すと、再び口を開く。

『稀き少しような古文書の数々を分析した結果、私はひとつの結論に達した。君たちが童話じみたストーリーで教え込まれた、〝アルビオンの密約〟にまつわるエピソードには、実は裏があるのだとね』

　──アルビオンの密約。

　竜族が絶滅を回避するために、人類との間に結んだ契約である。ロサ・マリア教徒の教典である『新約星書』では、竜族と人類が共生のために交わした契約として知られている。

　先日、ラクエルが聖ラファエラ広場で披露した説法においても、そのエピソードは美しく語られていた。

　そうした美談を踏みにじるように、サヴォナローラは淡々と論述する。

『……当初、人と竜を星精路アストラル・フロウで接続する試みは、難航していた。大いなる叡えい智ちと莫ばく大だいな魔力に恵まれた竜族とはいえ、自分たちの生態システムを根本から覆くつがえす必要があったのだ。並大抵のことではなかったはずだ。ところが『新約星書』では、そうした舞台裏をばっさりとカットしているのだよ。実際のところは、おぞましき魔導実験が何度も何度も繰り返された。そのたびに、竜族と人類、双方に多くの犠牲が出たという。竜族と密約を結んだ、人類側の少数部族──シーヴァース族のほうも、あまりに多くの犠牲を前に、焦じれていた。ついには、密約自体を撤回すべきではないかという議論さえ起こったほどだ』

『──ちなみにシーヴァース族とは、シェブロン王国民の直接的な先祖に当たる。これは豆知識として、覚えておくがよい』

　さりげなく補足したのは、元首ドージエマキャベリである。こちらもワイングラスを片手に、悠然と構えていた。

　と、サヴォナローラがさらに言葉を続けた。

『ちょうどその頃、竜族は禁忌を犯したのだよ……シーヴァース族から提供を受けた、とある赤ん坊……その肉体を、竜族は魔導の力によって、細胞レベルから造り変えてしまったのだ。竜族の間でも、邪法として禁じられていた魔法だったらしいがね』

「なんだって!?」

　アッシュは戦慄した。竜族は偉大なる種族──そう教えられてきた騎士国民にとって、にわかには信じがたい内容だった。

『くっくっ……そのように邪道な魔導実験の結果、その赤ん坊の肉体は著しく変容を遂げた。いわば〝魔導合成人間〟とでも呼ぶべき、新人種となったわけなのだよ。その結果、人と竜を星精路アストラル・フロウを通じて結線するという、自然の摂理に反する実験は成功したのだ。この成果を土台にして、竜族は新たな繁殖システムを完成させた。ここまで語れば、もう解わかるな？　その赤ん坊こそが──』

「まさか……！」

　固唾かたずを吞のむアッシュたち。

『そう、後の聖女ロサ・マリアなのだ』
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第十一話　エスカヴァロンの危機









「聖女ロサ・マリアに、そんな秘密があったなんて……」

　頭をがつんと殴られたような衝撃を覚えつつ、アッシュは立ち尽くした。

　人類と竜族が結んだ〝アルビオンの密約〟に、そのような舞台裏があったなど、容易には受けいれられない話である。

　アッシュたちにとって、竜族との契約は極めて神聖なものだ。少なくとも、そう教えられてきた。

　だが、竜族は己の生存戦略のために、多くの犠牲を出した。挙げ句の果てに、ひとりの赤ん坊の肉体を、魔導の力で根本的に造り変えた。

　しかも、その〝魔導合成人間〟とでも呼ぶべき赤ん坊こそが、後のロサ・マリアなのだという……。

「そんな与よ太た話……信じられるか！」

　アッシュは奥歯を嚙かみしめて、サヴォナローラの言葉を脳裏から追い出そうとする。

　だが、あの奇妙なまでに落ち着いた男の言葉には、不思議な説得力が感じられた。冷徹な眼まな差ざしで、決して感情を交えることなく、淡々と語る科学者のように──。

「落ち着け、アッシュ。確かに奴やつの言葉は衝撃的だったし、伊だ達てや酔狂で語っているようにも見えんが……そんな風に熱くなっていては、足をすくわれるだけだぞ？」

「姫様……」

「それに、たとえ奴の御ご高こう説せつが本当だったとしても、我々がやるべきことは決まっているだろう？　いかなる動機があるにせよ、〈デミウルゴス〉は理不尽な暴力に頼ったテロを起こしたのだ──そのような連中を野放しにしていては、アヴァロン聖竜皇騎士団の名が廃すたるというものだ。違うか？」

　シルヴィアの言葉を受けて、アッシュは頭を冷やすことができた。

　どんな理由であれ、聖都を蹂じゆう躙りんし、世界各地の城や博物館を強襲し、保管されていた星具を強奪するなど、決して許されはしないことだ。

「うむ、シルヴィアのいう通りだぞ。どんなお題目を並べようが、奴らは暴力的な手段に訴えた挙げ句、全世界を敵に回した。その時点で、奴らはただのテロリストに成り下がったのだ。ゼファロス皇家の名に賭けて、成敗してくれるわ！」

　ルクレツィアも勇ましく告げると、魔剣の柄を握りしめる。

「姫様もルクレツィアも、ありがとう。なんていうか……俺、サヴォナローラの言葉に妙な説得力を感じてしまって……正直、頭がグラグラしてた。でも、ふたりのおかげで目が覚めたよ。まずは、俺たちにできることをしよう」

　アッシュが提案すると、ふたりの姫君は真顔でうなずいてくれた。

　そのときだった。

　空中に投影されていたディスプレイが、ぷつっと消失したのである。

　サヴォナローラが意図的に切ったようには見えなかった。彼の表情から察するに、まだまだ「講義」とやらを続けたそうな雰囲気があったからだ。

「どういうことだ……？」

　アッシュは考える。

　今まで〈デミウルゴス〉の通信を傍受できたのは、ひとえにラクエルの念話能力があったからだ。

　魔導艦レクス＝ゴライアス→ラクエルの念話能力→魔剣ユングフラウ→地下の魔導装置という流れで、あの映像はここまで届いていたのである。

「ラクエル猊げい下かの念話能力が途絶えたのではないか？　もしかしたら、サヴォナローラの話にショックを受けて、能力を維持できなくなったのかもしれない」

　魔剣の刀身を仔し細さいに点検しつつ、ルクレツィアが推測を述べた。

　それは充分にあり得ることだと、アッシュは思った。

「通信が途絶えた以上、ここに留とどまっていても仕方がないな。せっかく無傷で鹵ろ獲かくできたのだから、あれを使ってみるのはどうだろうか？」

　と、ルクレツィアが三機の装甲機竜マシーネンドラツヘを指さしたので、アッシュもシルヴィアも意表を突かれた。

「えっ!?　あれに乗るのか？」

「本職の竜騎士ドラグナーとしては、かなり抵抗を覚えるが……」

　アッシュとシルヴィアは、思わず難色を示してしまう。

「なにをいう。シルヴィアなんて、先ほど見事に操縦してみせたではないか」

「いや、だから……あれは無我夢中で乗っただけのことで……」

　ルクレツィアの指摘を受けて、シルヴィアは恥ずかしげにうつむいた。

「そもそも、アッシュとシルヴィアは竜騎士ドラグナーだ。貴公たちの真価は、相パ棒ルに騎乗したときにこそ発揮される。厳しいことをいうが、今の貴公たちでは、あまり戦力にならんことは自覚しているな？」

　アッシュとシルヴィアに、反論の余地はなかった。

「だが、こいつを操縦すれば、少しは戦えるだろう。それに、どうやらこいつには──軍用の魔導通信機も装備されているようだぞ？」

　そういって、ルクレツィアは小隊長機に飛び乗った。すかさず、手もとの操作系パネルを観察する。

「ふむ……なるほど。ここが、こうなっているわけか。私もこのような機動兵器は初めてだが、帝国製の機械技術なら少しは囓かじっている。調べてみるから、少し待ってくれ」

　やがて──ルクレツィアの手もとで、ザザッというノイズが聞こえた。

　魔導通信機が反応を示したのである。

　やがて、サヴォナローラの演説が聞こえてきた。今度は音声のみだが、あの憎々しい鉄仮面を見なくてすむのなら、音声だけのほうがありがたいとさえ思えた。

『……くっくっく。聖女ロサ・マリアの真実が、少しはご理解いただけたかな？　もっとも、この程度で驚いてもらっては困る。聖女に秘められしエピソードには、まだまだ続きがあるのだからね──』

「なかなかのお調子者だな、こいつ……ノリノリではないか」

　ルクレツィアは呆あきれたようにつぶやくと、アッシュとシルヴィアを振り返った。

「ともかく、ラクエル猊げい下かを介して通信を傍受できなくなった以上、この機竜が積んでいる通信装置は貴重だ。それに、こいつなら移動しながらサヴォナローラの言葉を聞けるのだから、便利だと思わぬか？」

「……仕方あるまい。ランスロットに再会できるまで、利用させてもらうか」

　シルヴィアは観念したように溜ため息いきを漏らすと、手近な機体に飛び乗った。

「まさか、俺たちが機竜を操縦することになるなんてな……」

　エーコに申し訳なく思いつつ、アッシュは最後の一機に搭乗する。例の新米兵士が操縦していた機体だった。

「では、行くぞ。まずは、地上に至る出口を探そう」

　ルクレツィアは意気揚々と宣言すると、機体を華麗に反転させた。ちょっと観察しただけで、基本的な操縦は覚えてしまったらしい。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ！　どこを押せばいいんだ!?」

　対照的に、アッシュは戸惑うばかりである。

「こっ、こら！　どこへ行こうとしている!?」

　シルヴィアも同じく、操作に馴な染じめず困っている。広間を出なければならないのに、シルヴィア機は広間の最奥に向けて歩きだしたのだ。つい先ほど、シルヴィアの機転で魔獣を追っ払えたのが、奇跡に思えた。

　アッシュもシルヴィアも、生命の躍動を活いき活いきと伝えてくる竜族に慣れている。

　だが、装甲機竜マシーネンドラツヘは鋼鉄の機械なのだ。騎手に求められるのは「騎乗」ではなく、あくまでも「操縦」なのだった。

　これでは、とても相パ棒ルだとは思えない。

「うわあああああっ！」

「きゃああああああっ！」

　ついに、アッシュ機とシルヴィア機が接触してしまい、ふたりとも宙に投げだされてしまう。

「姫様……！」

　アッシュは咄とつ嗟さに反応すると、シルヴィアの下敷きになるような格好で、背中から地面に落ちた。

「ぐふっ！」

　息が詰まったが、なんとかシルヴィアの身体を受けとめることはできた。シルヴィアの柔らかい感触が、アッシュの胸や腹のあたりに伝わってくる。

「だ、大丈夫か、姫様……？」

　まだ目を閉じたまま、アッシュは訊たずねる。

「あ、ああ……すまないな、アッシュ──ん!?」

　と、シルヴィアが怪け訝げんそうな声をあげたので、アッシュは閉じていた目ま蓋ぶたを開いた。

「うおっ!?」

　アッシュの視界を埋めつくしていたのは──まさしく、乙女の花園だった。

　シルヴィアは腰をアッシュの顔に向けた状態で、四よつん這ばいになっている。

　純白の絹地が、シルヴィアのお尻をぴったりと包みこんでいるのが、よく見えた。

「み、みっ……見るなぁあああああああああああああああっ！」

　シルヴィアは悲鳴をあげると、慌ててアッシュの真横に飛とび退のいた。素早くスカートの裾を両手で押さえつける。

「だ、大丈夫！　暗くてなにも見えなかったから！」

「ほっ、本当か？」

　シルヴィアは真っ赤になったまま、上目遣いでアッシュの表情を窺うかがう。

「あ、ああ……真っ白な布地なんて、見ていない」

「しっかり見ているではないかっ！」

「わわっ、しまった!?」

　自分では優しい噓うそをついたつもりだったのに、見事に墓穴を掘ってしまった。

「ぷっ……ははははは！」

　と、ルクレツィアが急に大笑いしたので、アッシュもシルヴィアもきょとんと小首をかしげた。

「まったく……意外だな、アッシュ。確か、貴公はどんなドラゴンでも乗りこなす男だと聞いていたのだが」

「いやいや！　こいつは装甲機竜マシーネンドラツヘだし、勝手が違いすぎる！　帝国人のルクレツィアとは違うんだってば」

　アッシュの反論は、あっさりと封じられた。

「いや、私とて、このような特殊兵器に乗るのは、もちろん初めてなのだぞ。まあ、帝国の軍事技術がふんだんに盛りこまれているのは事実だから、そろそろコツがつかめてきたところだ。むしろ、帝国軍の軍事機密がここまで漏れていることのほうが、よほど問題なわけだが……やはり、アンネゲルトが関わっていると見てよかろうな。いや、そんなことは後回しだ」












　ルクレツィアは決然として顔を上げると、アッシュとシルヴィアを眺めやった。

「今はただ、習うより慣れるしかあるまい。いざ行かん！」

　威勢よく、機竜を前進させるルクレツィア。

「待ってくれ、ルクレツィア！」

「こっ、こら！　私たちを置いていくなあっ！」

　アッシュとシルヴィアは慌てて機竜に飛び乗ると、再び操縦に専念する。

　──ずん、ずん……。

「よし、前進したぞ！」

　アッシュはルクレツィアの見み様よう見み真ま似ねで、なんとか前進させることに成功した。

　機械的な足音は、竜族のものとは明らかに異なる。違和感は否いなめないが、自分の思い通りに動かすことができたのは、それはそれで嬉うれしかった。

「こっ、こら！　ちゃんと私の思う通りに動かんか！」

　一方、シルヴィアは機械音痴なのか、なかなか動きだすことができない。

　つい先ほど、魔獣の責め苦からアッシュとルクレツィアを救いだしてくれたときの感覚は、本当に忘れてしまったらしい。

「大丈夫か、姫様？　右のペダルを踏みこめば、前進する仕掛けみたいだ。左のペダルは停止。進行方向は、操そう縦じゆう桿かんで操作する仕組みだな」

「あ、ああ……どうやら、そのようだな。先ほど魔獣を攻撃したときは、上う手まくいったんだが……」

　シルヴィアは慎重に、右足でペダルを踏みこんだ。ゆっくりながらも、今度はまっすぐに前進を始めた。

「やったぞ、アッシュ！　ところで、この赤いボタンはなんだろうな？　妙に思わせぶりというか」

　小首をかしげるシルヴィア。

「いわれてみれば……」

　アッシュも改めて、手もとのボタンに視線を落とす。

　そのボタンだけは、わざわざ金属製の蓋で覆われている。まるで最終兵器とでもいわんばかりの雰囲気を醸しだしていた。

　と、先を急ごうとしていたルクレツィアが、急に振り返った。

「それはおそらく、自爆装置だ。そのボタンの形状は帝国軍の共通規格だから、間違いあるまい。触らんほうが身のためだぞ？」

「……！」

　たちまち、シルヴィアは顔面蒼そう白はくになった。

　アッシュも「このボタンには絶対に触れないでおこう……」と自分にいい聞かせると、ルクレツィア機を追いかけるのだった。
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　一方、アーニャは聖都エスパーダの市街地を駆けていた。

　──そなたは直ただちに戦線を離脱して、エスカヴァロンに戻るのじゃ。そして聖地とやらに向かい、エーコたちに戦況を伝えよ。

　脳裏では、アヴドーチャの言葉が何度も繰り返されている。

　聖ラファエラ広場でアヴドーチャと別れたあと、アーニャは一心に駐艦場を目指しているのだった。

　アーニャを乗せて街路を駆けているのは、アヴドーチャから託されたクーだ。

　見るからに獰どう猛もうなバジリスクである。基本、アヴドーチャ以外の誰かに背中を許すことはないのだが、今はアーニャを駐艦場に運ぶため、一心に走り続けている。

　アーニャの視界に入っては流れすぎていく光景は、凄惨の一言に尽きた。

　聖都エスパーダの市街地は、戦火に包まれているのだ。

　地竜アーシア型の装甲機竜マシーネンドラツヘを駆り、猛進を続ける傭兵部隊ゲシユペンストは、まさしく疾しつ風ぷう怒ど濤とう──聖都を護まもるべき兵士たちは、為なす術すべもなく駆く逐ちくされる一方だった。

「……非ひ道どい」

　破壊された民家。道端に散乱する瓦が礫れき。燃え盛る炎。

　数刻前までは、平和な街並みだった。

　第八回大陸会議にそなえて、多くの騎士や衛兵が街中を巡回していたこともあり、独特の緊張感も感じさせた。

　こんな大それた襲撃事件が勃発するなど、誰が想像しただろうか。

「くっ……どうして、こんなことに……」

　思わず涙がこぼれそうになったが、グッとこらえる。

　そのときだった。

「ぐるぉおおおおおおおんっ！」

　突如、クーが急停止すると、大空に向けて吼ほえたのである。急な制動だったせいで、アーニャはあわや宙に放りだされるところだったが、かろうじて耐えた。

「どうしたの、クー!?」

　クーは警戒心をあらわにしつつ、上空を見上げている。

　その視線を追いかけたアーニャは、

「なんなのよ、あれは……！」

　ぽかんと口を開いたまま、呆ほうけてしまった。

　刻一刻と聖都上空に近づいてくる艦影は、あまりにも現実離れしている。まるで神話の世界から飛びだしてきたように見えた。

　その艦体の、いかに巨おおきいことか。

　全体的な形状フオルムは扁へん平ぺいで、アカエイを彷ほう彿ふつとさせる。

　外部装甲は黒一色。窓の類は一切見あたらない。

　アーニャとクーが呆ぼう然ぜんとして立ち止まっていると、

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　勇壮な咆ほう哮こうが轟とどろきわたった。

　魔導艦の進路を阻むように、四体の聖竜マエストロが現れたのだ。

　アッシュたちが会議に参加している間、待機を命じられていたクー・フリン、トリスタン、ランスロット、アリアンロッドだった。

　四体の聖竜マエストロは聖都を守護するように展開すると、一斉攻撃を開始した。

　飼い主に命令されたわけでもないのに、竜族が自発的に軍事行動を起こすのは、珍しいことである。あの謎めいた魔導艦が、よほど危険な存在だと察知したのだろう。

　──どぉん！　どぉおおおん！

　魔導艦の外部装甲に、聖竜マエストロたちの放った吐息ブレスが次々と炸さく裂れつする。

　並みの戦艦であれば、装甲版をドロドロに融とかされた挙げ句、即座に墜落してもおかしくないほどの猛攻だった。

「やった……!?」

　アーニャが無意識に発した希望の声は、しかし、呆あつ気けなく裏切られた。

　謎の魔導艦は、瞬時に魔導障壁を展開すると、聖竜マエストロたちのブレス攻撃を呆あつ気けなく防いだのである。

　そして、魔導艦は反撃を開始する。

　──ばしゅっ！

　無数の誘導弾が一斉に発射される。白煙の尾を引きながら、標的の猛追を始めた。

「なんて数なの……!?」

　今ではもう、蒼そう穹きゆうには網の目のような模様が描かれている。

　縦横無尽に飛び交う誘導弾は、四体の聖竜マエストロたちをじわじわと追いこんでいく。

　魔導艦が冷徹な狩人かりゆうどなら、無数の誘導弾は猟犬といったところだろうか。

　事実、聖竜マエストロたちは猟犬に狙われた獲物のごとく、逃げまどっている。

　かつてゼノグラヴィア戦争では、竜族は帝国空軍の航空艦を何隻も撃沈したと伝えられている。

　あれから半世紀を経て、今度は竜族が科学技術に追い詰められようとしていた。

　次の瞬間、魔導艦の砲身が伸びて、極太の魔導エネルギーを放射する。

　かつて帝国軍の下で働いていたアーニャでさえ、見たこともないような魔導砲だった。

　あまりにも大口径すぎて、開いた口がふさがらない。

「うぉおおんっ！」

　咄とつ嗟さに防御魔法を展開する聖竜マエストロたちだったが、その圧倒的な威力には耐えきれず、ついには魔法障壁ごと吹き飛ばされてしまう。

　そこに、無数の誘導弾が襲いかかり、次々と炸さく裂れつした。

「ぐぉおおおおおおおおおおおんっ！」

　苦く悶もんの雄お叫たけびが、聖都上空に響きわたる。

　もはや耐えきれず、アリアンロッド、ランスロット、トリスタン、クー・フリンの順に、きりもみ降下を始めた。

　少しでも市街地から離れるべく、徐々に聖都の空域から離れていく。自分たちが墜落することで、聖都に被害を及ぼさないためだろう。

「そんな！　あの竜族たちが、赤あか児ごの手をひねるようにやられてしまうなんて……。こうしてはいられないわ！」

　アーニャはハッとして我に返った。もはや一刻の猶予も許されない。

　今すぐエスカヴァロンを出航させ、聖地アルバレスに向かわねばならない。現状を打破できるとすれば、エーコ──アヴァロン聖竜皇の力に頼るしかないと思えた。

　もっとも、たとえアーニャが聖地に到達できたとしても、エーコが竜化能力を取り戻しているかどうかは、定かではないのだが──。

　いや、余計な心配は後回しだと、アーニャは思い直した。

「行くわよ、クー！」

　クーは威勢よく吼ほえると、力強く大地を蹴った。
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　市内各地では、いまだに小競り合いが続いている。

　銃撃や砲撃の音。

　装甲機竜マシーネンドラツヘの駆動音。

　逃げまどう市民の叫び声……。

　自分も戦うべきなのでは──という気持ちを、アーニャはあえて抑えた。

　今はアヴドーチャの言葉に従い、駐艦場を目指すのが最優先事項なのだ。

　聖都に滞在している間、市街地を偵察していた経験が、ここで役に立った。

　あの日、ボロディンと初めて出会った路地裏をはじめ、ひとけの少ない小道を利用することで、アーニャは巧妙に戦火を避けることができた。

　そして、ついには駐艦場のゲートが前方に見えてきたのだが──。

　既に、その一帯も硝煙の匂いに充みち満みちていた。

「なっ！　どういうこと!?」

　アーニャはクーの背に跨またがったまま、硬直した。

　ゲートの周囲には、多くの警備兵たちが倒れ伏していたのだ。

　どうやら、駐艦場に突入しようとした敵勢力と、聖都警備隊との間で攻防戦が行われたらしい。

　周囲の石畳には、鋼鉄の鉤かぎで引ひっ搔かいたような痕跡が無数に刻みこまれている。

　機竜が怒ど濤とうのごとく侵攻した爪つめ痕あとなのだと、アーニャは一目見て理解した。

　今や駐艦場のゲートは全開になっている。そして、ゲートの向こうはひっそりと静まり返っている。ということは──聖都警備隊が敗北を喫したのは、明らかだった。

　アーニャはクーをゲートの脇に進ませると、そっと奧おくのほうを窺うかがう。

「最悪だわ……」

　駐艦場の敷地内には、一個小隊規模の機竜部隊が展開していた。しかも、エスカヴァロンの周囲に結集しているのだ。

　駐艦場には、エスカヴァロンの他にも神殿艦エスペランザ、王国のクラウ・ソラス、騎士国のシルヴァヌス、帝国のロスヴァイセも停泊している。

　ところが、そちらには目もくれず、機竜兵たちはエスカヴァロンだけに興味を示している。まるで、エスカヴァロンしか眼中にないかのようだった。

　既に、エスカヴァロンの扉は無理やりこじ開けられている。機竜を降りた兵士たちが、続々と艦内に足を踏み入れるところだった。

　ふと、アーニャは違和感を覚えた。

　艦内に侵入した兵士たちは、一般兵と比べて軽装であり、重々しい武器は装備していない。その代わり、工具箱のような金属製ケースを提げているのだ。おそらく技術兵だろうと、アーニャは見当をつけた。

　甲板に残ったのは、五騎の機竜兵だけだ。艦内に入った技術兵たちが任務を遂行している間、警備を任されたのだろう。

「連中の狙いはなんなのかしら……？」

　アーニャは眉をひそめる。

　単にアヴァロン聖竜皇騎士団の戦力を奪いたいだけなら、爆弾を使えばすむ。奴やつらがその気なら、とっくにエスカヴァロンは爆破されていてもおかしくない。そのための時間なら、充分にあったはずだ。

　ならば、金品の略奪が目当てなのだろうか？

　いや、それも違う。そもそも略奪が目的なら、むしろエスペランザやクラウ・ソラスが真っ先に狙われていたはずだ。わざわざ技術兵を派遣する必要もないだろう。

　──そういえば……。

　最近ではすっかり忘れていたが、魔導艦エスカヴァロンは、この時代の人類が建造した艦ではない。

　永きにわたり騎士国の地下遺跡に動態保存されていた艦を、ミラベルが発掘したという経緯があった。ミラベルの指名を受けたアーニャも、地下遺跡の探検に同行したので、よく覚えている。

「ミラベルさんですら、エスカヴァロンの謎をすべて解明できたわけではないわ。もしかしたら〈デミウルゴス〉の連中は、ミラベルさんですら知らない情報をつかんでいるのかも──」

　そこまで考えて、アーニャは悟った。

「だとしたら……あの連中、エスカヴァロンを鹵ろ獲かくするつもりなんじゃ!?」

　そう考えると、機竜兵たちの不可解な行動も納得できた。わざわざ技術兵を送りこんだのは、エスカヴァロンのメイン・システムを乗っ取るためではないか。

「そんなこと、絶対に許さないわ！」

　アーニャはほとんど衝動的に、クーの背から飛び降りた。そして、クーのうなじをそっと抱き締める。

「アヴドーチャさんから託されたあなたを危険にさらすのは、気が進まないけど……今はあなたの助けが必要なの。あたしと一緒に、戦ってくれる？」

　クーは当然だといわんばかりに、アーニャの頰ほおをぺろりと舐なめてくれた。





　　　　◇






「うぉおおおおおんっ……！」

　突如、一匹のバジリスクが駐艦場に突入してきたので、警備に当たっていた機竜兵たちは身構えた。

「妙だな……」

　眉をひそめる小隊長。聖都エスパーダの近郊に、バジリスクが棲せい息そくしているという情報は届いていない。

　それに、あのバジリスクは一直線に、エスカヴァロンを目指して疾しつ駆くしている。その双そう眸ぼうは爛らん々らんと輝いて、自分たちを狙っているのは明らかだ。

「どうやら、高度に調教された軍用獣らしいな……迎え撃て！」

　小隊長は緊張気味に顔を引き締めると、部下たちに指示を飛ばす。

「了解っ！」

　四騎の部下たちも、やや不慣れな様子で配置につく。甲板の縁に沿って一列に並んだのだが──機竜の操縦に関しては、やや精彩を欠いた感があった。

　実は、数刻前に駐艦場を制圧した精鋭部隊は既に離脱して、市街地方面での戦闘に加わっていた。彼らは多国籍傭よう兵へい企業〈ゲシュペンスト〉の隊員であり、卓越した機竜乗りであり、数騎が連携すれば竜騎士ドラグナーとも戦うことができた。

　対照的に、甲板で警備に就いた五騎は違った。

　兵士としてはそれなりに場数を踏んでいるものの、機竜の操縦には慣れていない。今回の作戦に備えて、初めて機竜兵として採用されたばかりなのである。

　そもそも、彼らは〈ゲシュペンスト〉の隊員というわけでもなかった──。

「撃てぇ！」

　小隊長の号令と同時に、各機の機関銃が火を噴く。

　だが、標的のバジリスクは恐ろしく戦場慣れしていた。ジグザグに疾しつ駆くしながら、軽やかに銃弾をかわしていく。

　その巨体からは、想像がつかぬほどの敏びん捷しようさだった。そして跳躍。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　地竜アーシアに匹敵しそうなほどの咆ほう哮こうをあげて、バジリスクはエスカヴァロンの甲板に着地した。四肢の筋肉が隆々と躍動し、着地の衝撃を和らげる。と同時に、その長い尻尾が鋭く弧を描いて、手近な機竜の脚部に巻きついた。

「うおっ!?」

　予想もつかぬ攻撃に、機体は横倒しとなった。憐あわれな機竜兵は、全身を甲板に叩たたきつけられて、呆あつ気けなく失神してしまう。

「なにをしているっ!?　早くこいつを狩ってしまえ！」

　小隊長が動揺をあらわにして叫んだ直後、

「──残念ね。狩られるのは、あなたたちのほうよ」

　いつの間に忍び寄っていたのだろうか──。

　褐色の肌をした少女が、死神のごとくささやいたのである。





　　　　◇






「……意外と呆気なかったわね」

　クーとの連携が功を奏し、アーニャは四騎の警備兵を倒すことに成功した。

　クーが警備兵の注意を引いている間に、アーニャは完全に気配を絶って、クーとは逆方向からエスカヴァロンに忍び寄っていたのである。

　今や甲板には、五人の機竜兵が倒れ伏している。各々の機竜も搭乗者を失っては、鋼鉄の塊でしかない。

「早く操そう舵だ室しつに行って、あの技術兵どもを倒さないと……！」

　アーニャは自分を奮い立たせるように、つぶやいた。警備の機竜兵がこの程度なら、技術兵などは大したことないだろうと思うが、もちろん油断は禁物だ。

「うぉおおん！」

　と、クーがなにかに気づいたのか、アーニャのお尻を鼻先で突っついた。

「ひゃんっ！　ちょっと、クー!?」

　アーニャは真っ赤になると、クーを振り返る。

　クーは決して、ふざけているのではなかった。

　倒れた機竜兵たちの軍服と、五機の装甲機竜マシーネンドラツヘを交互に眺めては、アーニャになにかを気づかせようとしているのだ。

「あっ！」

　ようやく、アーニャは気がついた。機竜兵の軍服にも、各機の外装にも、多国籍傭よう兵へい企業〈ゲシュペンスト〉の紋章が描かれていないのだ。

「この兵士たち、〈ゲシュペンスト〉じゃないのね！　道理で練度が低かったはずだわ」

　アーニャは納得顔になると、考えこむ。

「だとしたら、この連中は一体……どこの所属なのかしら？　〈ゲシュペンスト〉以外にも聖都攻略戦に参加している軍事勢力がいて、しかも機竜が配備されているなんて……」

　──ずだだだだっ！

　その刹せつ那な、銃声がほとばしった。

「……っ！」

　アーニャとクーは同時に跳躍。かろうじて回避した。あのまま同じ場所に留とどまっていたら、アーニャもクーも蜂の巣にされていただろう。

「──アヴァロン聖竜皇騎士団の関係者を、発見。フランチェスカお嬢様の命に従い、これより排除します」

　どこからともなく現れたのは、髪をお団子に結った少女だった。

「あんたは……！」

　アーニャは言葉を失った。

　先日、ラブロックで因縁が生じたばかりの少女──ヴィットーリアである。

　あのフランチェスカ・マキャベリの秘書であり、身の回りの世話を焼くメイドであり──〝屍し山ざん血けつ河かの魔女〟の異名を持つ兵士。

　その異名を裏付けるように、ヴィットーリアは連射式の拳銃を二挺ちよう、左右の手で構えている。

　ゼファロス帝国製の軍用拳銃"P1351"をベースに、ラブロックの職人が改良を施したマシン・ピストル──Gatto Selvaticoガツト・セルヴアーテイコ 101Rである。通称は〝山猫〟。

　その携帯性と圧倒的な火力は特筆ものだが、バースト射撃時の反動が強烈すぎるため、常人には扱いきれない代物である。

　ヴィットーリアはそんな銃器を片手で、しかも二挺同時に使いこなせるのだ。

「それにしても、小隊長。この体たらくはなんですか？」

　ヴィットーリアは溜ため息いき交じりにつぶやいて、甲板に伏している小隊長を見下ろした。

「もっ……申し訳……ございません、ヴィットーリア様……」

　まだ意識を保っていたらしく、小隊長はヴィットーリアの足もとに手を差しのべる。

　あいにくヴィットーリアが返したのは、慈悲の言葉ではなく、ブーツの厚底だった。

「ごふっ！」

　後頭部を無造作に踏まれ、小隊長は今度こそ失神した。

「覚えておきなさい。フランチェスカお嬢様に仕える者は、決して無能であってはならないのです」

　その言葉で、アーニャはようやく察した。

　マキャベリに仕えているということは──。

「この兵士たち……軍警察カラビニエリだったのね!?」

「そうですが、それがなにか？」

　ヴィットーリアはあっさりと認めた。

　とことんマイペースで、付け入る隙は皆無である。しかも、さりげなく艦橋の入口の前に立ちはだかっている。

　──こいつは、あのコゼットさんを倒したほどの女……。だけど、あたしだって戦闘民族タンタロスの娘。負けるもんか！

「クー！　あなたの力を貸して！」

　アーニャはひらりと跳躍すると、クーの背に飛び乗ろうとする。

　その刹せつ那な、どん！　と壮絶な衝撃波が生じた。

「ぐぉおおおおおっ……！」

　あろうことか、クーの巨体が吹き飛んで、甲板の隅に転がったのだ。

「なっ!?」

　アーニャは虚むなしく甲板に着地した。

「バジリスクなど、しょせんは地竜アーシアの劣化版。わたくしの敵ではありません」

　ヴィットーリアは右足を振り切ったポーズのまま、ぴたりと静止している。あろうことか、強烈な回し蹴りでクーを吹き飛ばしたのだ。

　もはや人間業とも思えない。

　その全身からあふれる闘気オーラは、古代神話に登場する武神を彷ほう彿ふつとさせた。

「がるるる……」

　横っ腹に強烈な一撃を食ったクーは、かろうじて意識は保っているが、苦しげに悶もだえている。しばらくは動けそうにない様子だった。

　もはやクーの戦力は頼れないが、威圧されるわけにはいかない。

　アーニャは本能的に悟っている。

　恐怖を抱いた瞬間、敗北は必至だ。

　と、ヴィットーリアはどういうわけか、両手の拳銃をホルスターに収めた。

「……どういうつもり？」

「あなたごときに、お嬢様から賜った実弾を使う気にはなれませんから」

「なっ!?」

　露骨なまでの挑発に、アーニャはカッとなった。

　床を蹴って突進。右手の革かわ鞭むちを奔はしらせる。

　狙いは足首──と見せかけて、ヴィットーリアが足もとに視線を落とすと同時に、鞭の動きを急転させる。

　手首の微妙な操作で鞭を自在に操るのは、タンタロス族の戦士が得意とする技だ。

　ヴィットーリアほどの相手といえども、初見ならば通じる可能性はある……！

　その瞬間、ヴィットーリアがハッとした。瞬時にアーニャの真意を悟ったようだが、もう遅い。

　真の狙いは、頸けい部ぶだ。鞭を巻きつけると同時に、一気に絞めてやるつもりだった。魔女といえども、気道をふさがれれば脳は酸欠を起こし、あっさりと落ちるはず──。

「……！」

　背中を反らすことで、紙一重で鞭をかわそうとするヴィットーリア。だが、アーニャの鞭は自動追尾型の魔弾さながら、ヴィットーリアの頸部に巻きつこうとする。

「小こ癪しやくな真ま似ねを……！」

　もはや回避は不可能だと悟ったのだろう。ヴィットーリアは左腕で防御した。

　──ぱしぃっ！

　蛇のような鞭は、ヴィットーリアの頸部ではなく、左手首に巻きついた。

　当初の目もく論ろ見みは外れたが、それでもアーニャは揺るがない。左手を封じただけでも収穫だった。力いっぱい左手首を絞めあげると同時に、ぐいっと引き寄せる。

　これでヴィットーリアがバランスを崩せば、隙が生じる。そこに渾こん身しんの前蹴りを叩たたきこんでやるつもりだった。

「えっ!?」

　だが、バランスを崩したのはアーニャのほうだった。

　──そんなバカな……！

　アーニャは、まるで神話の巨人と対たい峙じしているような錯覚に囚とらわれた。

　ヴィットーリアは泰然として、その両足はしっかりと床を踏みしめている。見た目は細身の少女なのに、岩のようにびくともしないのだ。

　それどころか、逆にアーニャのほうが引っぱられていたのである。

　その直後、アーニャの視界がくるりと回転した。

　──ずだんっ！

　一瞬にして、アーニャは背中から床に叩たたきつけられていた。

「がはっ……！」

　どうやら投げ技を食らったらしいが、あまりにも迅速を極めていたため、なにが起きたのかさえ理解できない。格の違いを思い知らされた気分だった。

　身体が麻ま痺ひして、思うように動かない。

「恥じる必要はありません。このわたくしを相手に、十秒以上も戦い続けられたのです。あのコゼット・シェリーほどではありませんが、あなたは充分に強い」

「くっ……」

「ところで──我々の調査によれば、あなたは元々、アッシュ・ブレイクの敵対勢力に属していたそうですね？」

「それが……どうしたっていうの……？」

「もし我々の配下になるのであれば、命だけは助けてさしあげますよ？　あなたほどの逸材なら、即戦力として使えそうですから」

「冗談じゃ……ないわ！　アッシュを裏切るくらいなら、死んだほうがマシよ！」

　アーニャは声を振りしぼった。

「それでは、お逝きなさい」

　ヴィットーリアは死神のごとく宣告すると、片方の拳銃を抜いた。

　かちゃり……と、金属的な音が鳴る。

　黒光りする銃口が、アーニャの眉間に突きつけられた。

「……実弾は使わないんじゃなかったの？」

「タンタロスの戦士に敬意を表して、ひと思いに殺してさしあげます」

　ヴィットーリアの人さし指が、引き金にかかる。

　敵の勧誘を毅き然ぜんとしてはねつけて、戦士として誇り高く死ぬ。

　それはそれで、タンタロス族としてはふさわしい気がした。

　そもそも、一度は終わったはずの人生だった。本来ならば、アーニャはとっくに処刑されていたはずなのだ。

　ヴェロニカ王女の慈悲で釈放されたあと、アーニャは第二の人生を歩み始めた。

　騎竜学院の食堂でウェイトレスとして働きながら、アッシュたちとの交流を少しずつ深めていった。

　そして、ひょんなことからエスカヴァロンの操そう舵だ士となり、アヴァロン聖竜皇騎士団の一員となり──アッシュという少年にどんどん惹ひかれていった。

　思い起こせば、夢のような時間だった。

　脳裏に浮かんだのは、アッシュの笑顔。

　粛しゆく然ぜんとして死を受けいれようと思う、戦士としての自分。

　逆に、これからもアッシュのそばにいたいと願う、ひとりの女の子としての自分。

　自然と、涙があふれた。

　もっと生きたい。

　こんなところで死にたくない。

　アッシュのために、もっと、もっと尽くしたい……！

「涙、ですか。戦士にあるまじき醜態ですね」

　そんなアーニャを見て、ヴィットーリアは侮ぶ蔑べつの言葉を漏らす。もはや愛想が尽きたといわんばかりに、トリガーを引こうとした。

　──アッシュ……！

　もはや観念し、目を閉じるアーニャ。

　その刹せつ那な──。

「アーニャから離れろっ！」

　甲板に一機の機竜が躍り出ると同時に、騎手が叫んだのだ。

　その声は、アーニャの耳にも馴な染じんだ少年のもので──。

「……？」

　ヴィットーリアは後方に跳躍すると、突然の闖ちん入にゆう者しやに視線を向ける。奇襲を受けたにもかかわらず、その表情は仮面のように冷たく、なんら感情を乱されてはいない。

「アッシュ……！」

　アーニャは呆ぼう然ぜんとして叫んだ。

　目の前には、機竜に搭乗したアッシュがいる。

　本当に、本当にアッシュが助けに来てくれたのだ……！

　再び涙があふれた。今度は悔し涙ではなく、熱いほどの感涙だった。

　続けざま、さらに二騎の機竜兵が甲板に着地して、艦体を揺らす。

「よく頑張ったな、アーニャ！」

　一方の機竜には、シルヴィア。いたわりの言葉に、アーニャは胸を熱くした。

「ふっ。間一髪、といったところか？」

　もう一方の機竜に乗っているのは──なんと、帝国のルクレツィア皇女だった。




「間に合ってよかった……」

　アーニャの窮地に駆けつけたアッシュは、安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

　地下通路の出口が、ちょうど駐艦場の敷地内に通じていたのが幸いしたのだ。

　地上に出ると同時に、エスカヴァロンの甲板上でアーニャとヴィットーリアが対たい峙じしているのを目撃し、全力で駆けつけたのである。

　先ほどルクレツィアが告げた通り、まさしく間一髪だった。

　アッシュはさりげなく、甲板の状況をチェックした。

　片隅には、ヴィットーリアの仲間らしき機竜兵が五人、ぶざまに倒れ伏している。彼らが乗っていたと思われる機竜も五機。アーニャが倒したのだろう。

　一方、バジリスクのクーがうずくまっているのが気になったが、おそらくアーニャがアヴドーチャから託されたのだろうと推測する。

「マキャベリの走そう狗くめ！　お前だけは絶対に許さない！　コゼットの行方について、知っていることを洗いざらい吐いてもらうぞ！」












　と、シルヴィアが今にもヴィットーリアに襲いかかりそうな顔で叫んだ。

　そう、コゼットはヴィットーリアとの戦闘後、行方不明となったのだ。

　シルヴィアの激げき昂こうは当然といえた。だが、冷静さを欠いては敵の思うつぼだ。

「落ち着こう、姫様。俺たち三騎が連携すれば、きっと勝てる。コゼットさんの情報は、そのあとで聞きだせばいい」

　正直なところ、〝屍し山ざん血けつ河かの魔女〟として畏い怖ふされているヴィットーリアを相手に、たった三騎で勝てるという保証はない。それでも、アッシュはあえて断言した。

「……承知した」

　アッシュの判断が功を奏し、シルヴィアは頭を冷やしてくれたのだが──。

　その刹せつ那な、エスカヴァロンの艦体が激しく震動し、荘そう厳ごんともいえる重低音が轟とどろいた。

　不意を衝つかれたアッシュたちは、あわや機竜ごと転がり落ちそうになってしまう。

「魔導エンジンが起動したのか!?」

　アッシュが愕がく然ぜんとしながら、機竜の体勢をととのえていると、

「時間ですね」

　このときを待っていたとばかりに、ヴィットーリアが動いた。人間離れした跳躍力を見せると、警備兵が使っていた機竜に搭乗する。操縦席のトリガーを握ると同時に、機銃を乱射した。

「伏せろっ！」

　ルクレツィアが叫ぶ。

　アッシュたちは機竜の背に突っ伏すことで、かろうじて被弾を避けた。

　その隙に、ヴィットーリアは機竜のシステムを完全に起動させていた。鋼鉄の四肢が甲板を踏みしめて、その重たげな体たい軀くを持ち上げる。

　唸うなりをあげる魔導エンジン。

　そして、左右の目が赤く発光する。

　打ち捨てられていた機竜は、ヴィットーリアが騎乗した途端、命を吹きこまれたかのように見えた。

「わたくしが帯びている最重要任務は、エスカヴァロンの鹵ろ獲かく──これより、甲板上の異物を排除します」

　冷たい宣告と同時に、ヴィットーリアは手もとで何らかの操作をした。途端、機竜の顎あごの左右から、鋭利なブレイドが展開される。

「あんな武器が搭載されているのか!?」

　まだ機竜の全機能を把握できていないアッシュは、思わず目を奪われた。

「ぼやっとするな、アッシュ！　来るぞ！」

　シルヴィアが叱しつ咤たを飛ばしたときにはもう、ヴィットーリア機は猛然と跳躍していた。

　ヴィットーリア機の挙動を一言で表現するなら──まさしく「演舞」。

　獰どう猛もうでありながらも流麗。生身の竜を駆るように、ヴィットーリアは躍動する。エスカヴァロンの甲板が、まるで舞踏場と化したかのようだった。

「うぉおおおんっ！」

　と、翻ほん弄ろうされるアッシュたちを尻目に、クーが吼ほえた。

　先ほどヴィットーリアに倒されたクーだったが、ようやく回復したのだろう。

　だが、クーの選択肢は意外なものだった。アーニャの腰を素早くくわえると、跳躍。自らの意思で艦を降りたのである。

「ちょっと、クー!?」

　戸惑うアーニャの声が聞こえたが、クーは意にも介さなかった。

「さすが、獣は賢いですね。敵の力量が自分を圧倒しているのだと、本能的に悟ったのでしょう。あなたがたも、少しは見習ったらどうですか？」

　ヴィットーリアは、大人しくクーとアーニャを見逃した。どうやら、エスカヴァロンを鹵ろ獲かくさえできれば、他はどうでもいいらしい。

「くっ、いわせておけば！」

　と、シルヴィア機がヴィットーリア機の背後から突進する。その途端、ヴィットーリア機は真上に跳んだ。そして、空中でくるりと一回転。まるで曲芸だった。

　シルヴィアの目には、ヴィットーリア機が忽こつ然ぜんと消失したように見えたことだろう。

　──ずぅうううううんっ！

　ヴィットーリア機が甲板に降り立つ。激しい衝撃音とともに、艦体が震動した。着地点は、なんとシルヴィア機の真後ろだった。一瞬で前後が入れ替わってしまったのだ。

「姫様っ！」

　アッシュが叫んだときにはもう、シルヴィア機は真後ろから強烈な体当たりを食らっていた。

「うわああああっ！」

　機竜もろとも、シルヴィアは甲板の外に転落してしまう。数秒後、ずぅん……と着地の衝撃が伝わってきた。

　だが、シルヴィアの身を案じている余裕はない。ヴィットーリア機が振り向きざま、機銃を掃射したからだ。

「危ないっ！」

　アッシュが回避しつつ叫ぶと、ルクレツィア機もその場を飛び離れる。

「──遅い」

　と、ヴィットーリアが無感情につぶやいた。

　先に狙われたのは、回避のために跳躍したルクレツィア機のほうだった。

　ルクレツィア機が着地後、体勢を立て直そうとしたときにはもう、ヴィットーリア機は眼前に迫っている。

　──ぎぃん！　がぃいいいいいんっ！

　ヴィットーリア機の顎あごから生えた刃が、ルクレツィア機の頭部を連打する。

　見た目こそブレイドだが、実質的には打撃武器なのだろう。事実、斬るというよりは叩たたいているのだ。

「くっ！　このままでは……！」

　連撃を受けながら、じりじりと後退していくルクレツィア機。それ以上後退すれば、もはや甲板から落ちるしかない。

　アッシュやシルヴィアよりも、装甲機竜マシーネンドラツヘへの順応性ははるかに高かったルクレツィアだが、それでもヴィットーリア機の猛攻を凌しのぐので精一杯の様子だった。

「ルクレツィア！」

　アッシュは意を決すると、機竜を突進させた。

　無我夢中で右ペダルを踏みこむ。内蔵された魔導エンジンが咆ほう哮こうし、機竜が一気に加速した。

　下手に機銃を使えば、ルクレツィアに当たってしまう可能性がある。まずはルクレツィア機からヴィットーリア機を引きはがすのが先決だと思ったのだ。

　見る見るうちに、ヴィットーリア機との間合いが詰まる。その横っ腹に、機竜の頭部をぶち当ててやるつもりだった。

　耐ショックにそなえて、アッシュは上体を寝かす。

「うおおおおおおおっ！」

　その途端、信じがたいことが起きた。

　視界がぐるりと反転したかと思うと、異様な浮遊感を覚えたのだ。

「えっ……!?」

　気がついたときには、アッシュ機は空中に飛ばされていた。もう足場はない。無慈悲な重力に引かれるがまま、艦体の外へと落下する。

　まっすぐに落ちながら、アッシュはヴィットーリア機を視界に収める。そして、ようやく気づいた。

　ヴィットーリア機は、その飾り物としか見えなかった尻尾を駆使して、アッシュ機の脚部を薙なぎ払はらったのだ。

　──機竜の尻尾も、武器として使えるのか……！

　バランスを大きく崩されたアッシュ機は、加速していた勢いと相まって、甲板の外へと弾はじき飛とばされたのだった。

　──ずぅうううううううううううん！

「うぐっ！」

　アッシュはなんとか機竜を制御すると、その四肢で着地の衝撃を吸収させた。

「アッシュ、無事か!?」

　やや離れた地点から、シルヴィアが声をかけてきた。先ほど転落したシルヴィアが無傷だったので、アッシュは安心する。シルヴィアが駆る機竜のほうにも、特に故障は見られない。

「大丈夫、アッシュ!?」

　と、今度はアーニャが声をかけてきた。その傍らにはクーの姿もあるが、なんだか萎縮しているように見えた。

「戦力になれなくて、ごめんなさい……。この子、ヴィットーリアを心底から恐れているみたいで……」

「いや、仕方ないさ。むしろ、クーの選択のほうが正しいのかもしれない……」

　アッシュが慰めるように応えたそのとき、ついに恐れていた事態が発生した。

　──轟ごうっ！

　艦尾のバーナーが噴射して、エスカヴァロンが浮遊を始めたのだ。

　今や魔導艦の周囲では、熱風が吹き荒れている。

　もはや艦体に近づくことさえできない。

「くっ……！」

　アッシュたちが風圧に耐えていると、今度はルクレツィア機が頭上から落ちてきた。アッシュたちからやや離れた地点に、轟ごう然ぜんと着地する。烈風で舞い上がる髪を片手で押さえながら、アッシュを振り向いた。

「すまぬ、アッシュ。あのヴィットーリアとかいう女……機竜戦では、とても刃が立たなかった。我が配下に加えてやりたいほどの猛も者さであったぞ」

　完敗したとはいえ、ルクレツィアの表情は不思議と晴れやかだった。

　己の敗北を正面から受けとめた上で、ヴィットーリアの強さを讃たたえるだけの余裕を残している。

　その表情に、絶望の色は皆無だった。それどころか、「我が配下に加えてやりたい」などという発想には、舌を巻かざるを得ない。

「──古代魔導艦エスカヴァロン、確かに頂戴しました」

　と、甲板の舳へ先さきから、ヴィットーリアが姿を現した。地上にたたずむアッシュたちを、あの無機的な眼まな差ざしで見下ろしている。

「待て、ヴィットーリア！　コゼットのことを教えろ！」

　シルヴィアが髪を振り乱して叫ぶ。シルヴィアにとって、ヴィットーリアはコゼットの安否の鍵を握る、唯一の手がかりなのだ。その手がかりが、少しずつ遠ざかっていくのを前に、シルヴィアとしては訊たずねずにいられなかったのだろう。

「往生際が悪いですね。コゼット・シェリーは、このわたくしが殺しました。厳然たる事実です」

　眉ひとすじ動かすことなく、ヴィットーリアは応じる。

「噓うそだ！　コゼットは絶対に生きている！　そう信じるに足る理由もある！」

「……むしろ死んだと諦めるほうが、よほど楽だと思いますよ？」

「どういう意味だ!?」

　シルヴィアがヴィットーリアの真意を量りかねているうちにも、エスカヴァロンは徐々に高度を上げていき、ついには天高く飛ひ翔しようした。

「エスカヴァロンが……！」

　アーニャが絶望の表情を浮かべると、空に向けて手を伸ばす。

　アッシュも拳を握りしめると、エスカヴァロンの航跡を目で追いかける。

　その行く手には、超ちよう弩ど級きゆう魔導艦レクス＝ゴライアスの威容があった。

　あたかも我が子の帰還を待ち受けていたかのように、レクス＝ゴライアスは底部ハッチを開いて待ち受けている。

　そして──。

　アッシュたちが為なす術すべもなく見つめる中、エスカヴァロンはレクス＝ゴライアスに収容されたのだった。





　　　　◇






　──聖都エスパーダの地下通路。

「ぐるるるる……」

　先ほどシルヴィアに撃退された魔獣は、ズルズルと地面を這はいながら、活いきの良さそうな獲物を逃したことを悔やむように、喉の奥で唸うなり続けていた。

　引き返す際、アッシュたちが放置した機竜兵三人の存在に、魔獣は気づかなかった。

　彼らは完全に気を失っていて、死体も同然だった。なおかつ、漆黒の戦闘服が上う手まく闇に溶けこんでいたので、運良く見つからずにすんだのである。

　それに、たとえ魔獣が三人の存在に気づいたとしても、捕食には至らなかっただろう。

　──ずん、ずん……！

　ちょうどそのとき、魔獣のはるか前方から、重厚な足音が聞こえてきたからだ。暗闇を斬り裂くような、眩まぶしい光こう芒ぼうも確認できた。

「ぐるるっ！」

　魔獣は歓喜した。

　鋼鉄の匂いや機械油の匂いに混ざって、活いきのよい獲物の匂いがしたからだ。

　あの奇妙な機械兵器を操る、人間の女たちに間違いない。

　しかも、その数は四騎。

　瑞みず々みずしい香りを放つ肉体が、四つもこちらにやって来るのだ。

　魔獣は腹部に収めていた触手を次々と伸ばしつつ、闇と同化する。

　先ほどよりも慎重に、念には念を入れて攻撃するつもりだった。

　だらだらと涎よだれがあふれては、地面を濡ぬらす。

　魔獣は想像する。

　邪魔な衣服など、真っ先に引き裂いてやろう。

　すべすべとした肌を徹底的に嬲なぶり尽くした上で、頭からかぶりついてやろう。

　そして、骨ごとバリバリと嚙かみ砕くだいてやろう……。




　あいにく、その甘美な夢が叶かなえられることはなかった。




　──どうんっ！

　大地を揺るがすような砲声とともに、閃せん光こうが闇を染める。

「ぐぉおおおおおおっ……！」

　瞬時にして、魔獣の意識は狩られていた。

　やがて、魔獣が感覚した通り、四騎の機竜部隊がやって来た。失神した魔獣のそばにたどり着くと、次々と機竜を停止させる。

「まさか、エスパーダの地下にこんな魔獣が棲すんどったとはなぁ。対魔獣用の閃光弾を持っといて良かったわ」

　先頭の少女兵士が、独特のイントネーションで告げる。

「あれれ～!?　あそこでぶっ倒れているの、うちの部隊のメンバーたちだにゃん！　情けない連中だにゃん！」

　今度は別の少女兵士が、通路の前方をフラッシュ・ライトで照らすなり、別の意味で独特な口調で叫んだ。

　事実、蒼あお白じろい光こう芒ぼうを浴びているのは、三人の機竜兵だった。

　地下に逃亡したアッシュたちを捕らえるため、先ほど派遣された者たちである。

「魔獣にやられたのかしら？」

　三人目の少女兵士が、妙にお嬢様めいた口調でつぶやく。

「──いいえ、違うであります。よく見てください。彼らは手足をワイヤーで拘束されています。魔獣の仕業では、あり得ません」

　冷静に分析を述べた、最後の一騎は──アレクセイ・ボロディンの副官を務めていた、メイリンという名の東洋人だった。

「本当ですわ！」

「それに、彼らが搭乗していたはずの機竜が、一機たりとも見あたりません。どうやら、アッシュ・ブレイクたちに鹵ろ獲かくされたと考えるのが妥当でありましょう。これは由ゆ々ゆしき事態であります」

　その言葉とは対照的に、メイリンの顔から憂慮している様子は窺うかがわれない。仮面のような無表情を保ちつつ、停とめていた機竜を前進させる。

「ちょい待ちぃ！　助けたらんのか？」

　と、先頭の少女が機竜兵たちを指さしたが、

「そんな暇はありません。アッシュ・ブレイクたちを追うでありますよ」

　メイリンは無感情に応じると、機竜を加速させるのだった。





"Lost Dominion ～A.S.B.1366.05～" is closed.








間話　その名はパーシヴァル









「う～ん……」

　胸のあたりが妙に重い。

　ウンウンと唸うなりつつ、リンダは目を覚ました。

　目を開いた途端、真っ先に視界に飛びこんできたのは、まるでぬいぐるみのような生き物だった。

　リンダの胸に、ちょこんと乗っかっている。つぶらな瞳で、リンダの顔をまじまじと覗のぞきこんでいた。

「うひゃあっ！」

　リンダは驚いて飛び起きた。その途端、全身に激痛が走る。

「ぐっ……！」

　思わず顔をしかめてしまう。身体のあちこちには包帯が巻かれていた。

　どう見てもぬいぐるみだが、その重さと体温は、彼（彼女？）が生き物であることを証明している。

　それにしても──ここは一体、どこなのだろう？

　白を基調とした、清潔感のある部屋だった。換気のためか、窓は開け放たれて、肌に心地よい風がカーテンを揺らしている。

　ふと、消毒用アルコールの匂いが漂っているのに気づいた。どうやら病室らしい。

「よいしょっ……と」

　リンダは謎の生命体を抱っこすると、脇に移動させた。ようやく胸の圧迫感から解放されたので、ホッとする。

　とりあえず、記憶の糸をたぐり寄せてみたが──。

「駄目です、なにも思いだせません……」

　ウルスラに戦いを挑んだところまでは覚えているのだが、そこで記憶の糸はぷっつりと途絶えているのだ。

　そのとき、ノックも無しに扉が開いて、白衣姿の女性が顔を出した。

　目と目が合うなり、看護師は驚いた顔をして、

「リンダさん!?　目が覚めたのね！　今すぐ先生を呼んできますから！」

　バタバタと駆け去ってしまった。

　すると、看護師と入れ違いに、

「リンダ！」

「リンダちゃん！」

　ずっと部屋の外で待機していたのだろう──ロザリーとセルマが、涙を浮かべて駆けこんできたのだった。




　三人で固く抱き合って、しばらくの間、感涙にむせんだ。

　ロザリーからは、「どうしてあんな無む茶ちやをしたの！」と繰り返し叱られた。

　一方、セルマはただただ、リンダの無事を喜んでくれた。

　ようやく落ち着いたあと、リンダは現在の状況を聞くことにした。

　そもそも、この珍妙な生き物はなんなのだろう？

「その子、たぶん……あんたの相パ棒ルだよ」

　リンダの疑問を察したのだろう、ロザリーがおずおずと告げた。

「……はい？」

　リンダは、目の前の珍獣をまじまじと見つめる。

「こ、この子が……リンダのパル!?　あはは……噓うそでしょう、ロザリー？　あ、そっか。これはまだ夢で、リンダはまだ眠っているのですね！」

　──ぐにっ！

　その途端、頰ほおに激痛が走った。

「いたたたっ！　なにするんですか、ロザリー！」

「あんたが現実逃避してるから、つねってあげたのよ」

「ううっ。どうやら、ほんとに夢ではないみたいですね……」

「大体、飼い主からパルに認定してもらえないなんて、この子が可哀かわい想そうじゃないの！」

　まるで母親のような顔をして、ロザリーは立腹している。

「そ、それはそうですが……でも、どう見てもドラゴンには見えませんよ？」

「──いや、間違いない」

　そのとき、粛しゆく然ぜんとした声とともに、誰かが病室に足を踏み入れた。

「わしは確かに見たのだ。そなたの身体から、その珍獣──ごほん！　幼竜が誕生し、そなたをウルスラの攻撃から守護するところをな。そうでなければ、リンダよ。そなたは今頃、ウルスラに連れ去られていたであろう」

　病室に現れた好こう々こう爺やの貌かおを見て、リンダは啞あ然ぜんとした。

　ロザリーとセルマも絶句して、その場で硬直している。

　あろうことか、戸口に顔を出したのは──騎士王パラデインオズワルドだったのだ。

　その背後には、眼鏡をかけた、見るからに厳格そうなメイドを連れている。

　医師と思われる老人や、先ほどの看護師も控えていた。

「オズワルド陛下っ!?」

　慌てて跪ひざまずこうとするロザリーとセルマ。

　リンダも思わずベッドから転がり落ちそうになったが、

「いや、楽にしてくれ」

　オズワルドは手で制すると、真顔で告げた。杖つえをつきながら、よたよたとベッドの脇に歩み寄ってくる。しかも、王の身分でありながら、その場で膝をついた。そして、リンダの手を優しく握りしめたのである。

「え、えっと……」

　なにがなんだか、リンダにはわけが解わからない。

　どうして騎士王パラデインが、自分のような平民の前で跪いているのだろう？

「リンダ殿。つい先刻、そなたはわしの命を救ってくれた。アッシュ殿に引き続き、妹のそなたにまで命を救われるとは……どうやら、わしはそなたら兄妹によほどの縁があるようだ」

「そ、そんな……恐縮です」

「その幼竜が、そなたにとってどんな意味を持つのかは、まだ解わからん。だが、そなたのパルであることに間違いはない。この病院の検査技師も、そなたとその幼竜が星精路アストラル・フロウでつながれていることを、先ほど確認したばかりだ」

「じゃあ、本当に……この子がリンダのパルなのですね」

　リンダは改めて、その謎めいた幼竜を抱っこする。

「パルの誕生に立ち会った竜飼い人ブリーダーは、まずなにを為なすべきか──ちゃんと解わかっておるかな、リンダよ？」

　オズワルドの問いを受け、リンダはハッとした。

「命名ですね？」

「うむ。名前は、もう考えておるのか？」

「はい！　この子の名前は、パーシヴァルです」

　その後、いったん医師と看護師以外は退室をうながされ、リンダは診察を受けることになった。




　医師の診断によると、リンダの怪け我がは全治二週間といったところらしい。身体のあちこちに打撲や切り傷を負っているが、骨や内臓は無事だったようだ。

「──ところで、リンダよ」

　医師と看護師が退室するなり、再び騎士王オズワルドオズワルドが入室してきたので、リンダは面食らった。てっきり、もう帰ったのだろうと思っていたのだ。

「はっ、はい？」

　オズワルドは妙に積極的な顔をして、リンダにグッと顔を近づけてくる。

　リンダはたじたじとなった。

　物腰は柔らかいし、偉そうな雰囲気とは無縁とはいえ──相手は一国を統べる王なのである。緊張しないほうがおかしいだろう。

「あのとき、地上四階の高さから転落したわしを、間一髪で救ってくれたときの手並み……見事であった。まるで、今は亡き王妃──エリザベスが甦よみがえったのかと思ったほどだ」

「そっ、そそっ、そんな！　とんでもないですよ！」

　エリザベス王妃の肖像画を思い出しつつ、リンダは真っ赤になった。あの凛り々りしい王妃様と自分とでは、どう考えても月とスッポンだろう。

　リンダがそんな風に思っていると、オズワルドは鼻息も荒々しく、ますます顔を近づけてくる。

「えっと……陛下？」

　そして、オズワルドは信じがたい申し出を口にしたのである。

「リンダ殿！　わしと結婚し、王妃になってはくれまいか！」

「えええええええええええええええええっ！」

　まさかの求婚プロポーズだった。

　ちなみに驚きよう愕がくの叫びをあげたのは、ロザリーとセルマである。

　リンダは啞あ然ぜんとして、声も出なかった。

「あ、あの……でも……こ、困ります……」

　リンダはやっとの思いで、声を絞り出す。

「いいや、困ることなどあろうか！　わしはそなたに運命を感じたのだ！　きっとエリザベスも、相手がそなたなら許してくれるはず──それとも、もしや……意中の相手がいるのか？」

「ふえっ!?」

　唐突な質問に、リンダは真っ赤になった。

　その瞬間、リンダの脳裏に浮かんだのは、兄であるアッシュの笑顔だったのだ。

　血の繫つながった、実の兄。

　現実的に考えれば、恋愛対象にはならない。

　いや、恋愛対象にしてはならない相手である。

　それでも、リンダは──。

「ふごぉっ!?」

　その直後、ずっと無言で控えていたメイドが、背後からオズワルドの首根っこを捕まえた。首がギュッと絞まってしまい、哀れな騎士王パラデインは見る見るうちに顔面蒼そう白はくとなる。

　リンダはぽかんとして、そんな光景を眺めることしかできない。

「失礼いたします、リンダ様。わたくしは宮廷メイド長を務めております、フリーダ・シェリーと申します」

「は、はあ……」

「陛下の戯たわ言ごとは、どうかお忘れになってください。魔導結社〈デミウルゴス〉による世界同時多発テロが勃発し、我が国ではウルスラ団長が寝返った挙げ句、フォンティーン城を一刀両断するという不祥事が発生……。その上、今は聖都エスパーダがいかなる状況にあるのかも、定かではないというときに──オズワルド陛下？　つい数ヵ月前まで初等学校の生徒だった女児に求婚するなどとは……一体、どういう了見でありましょう？」

「しかしだな、フリーダよ！　こういうときだからこそ、愛を確かめておかねばと思ったのだ！　そもそも、恋愛に年齢など関係あるだろうか！」

「……それでは、陛下。今の台詞せりふを、ヴェロニカ様やカサンドラ様、ミラベル様、そしてシルヴィア様の前でも、堂々と宣言することができますか？」

「そっ、それは……！」

　だらだらと脂汗を流すオズワルド。どうやら、王女たちのことを心底から恐れているらしい。

「それでは、リンダ様。ここは首都フォンティーンにおいて、最も設備の充実した病院です。じっくりと療養なさってください」

「は、はい……ありがとうございます」

　あれよあれよという間に、騎士王パラデインは扉の向こうへ引っ張り出されてしまった。世界広しといえども、メイドに引っぱり出される国王というのも珍しいだろう……。

「ねぇ、リンダちゃん……今のプロポーズをお受けしていたら、王妃様になれてたんだよね。はわ～……」

　と、セルマが夢見心地な顔でつぶやいた。

「いえいえ！　確かに、陛下はとても気さくで楽しい人だと思いますけど、さすがに結婚なんてあり得ませんから！　きっとリンダのパパよりも年上ですよ？　パパの記憶なんてありませんけど……」

「そういえば、リンダはお母さんとお兄さんに育てられたんだよね？」

　ロザリーの問いかけに、リンダはうなずいた。

「はい。パパはリンダが物心着く前に、家を飛びだしてしまったらしくて……って、今はそんなことよりも、〈デミウルゴス〉をなんとかしないと──いたたたたっ！」

　両手の拳をグッと握りしめた矢先、またしても全身に激痛が走った。

「こらこら、大人しくしてないと！　あんた、全治二週間の怪け我がなんだよ？　まずはしっかりと休んで、怪我を治すべき！」

「ロザリーちゃんのいうとおりだよ」

　普段は笑顔を絶やさないロザリーとセルマだが、今は真剣そのものだった。

「はぁ……解わかりました」












　仕方なく、リンダは大人しく横になる。

「とりあえず、よろしくね。パーシヴァル」

　パーシヴァルはこくりとうなずくと、子猫のように身体を丸める。そして、あっという間に寝入ってしまった。

　そういえば、まだパーシヴァルの鳴き声を聞いていないことに、リンダは気がついた。

　一般に、幼竜はよく鳴くものだと、学院の授業で習ったのだが……。

　それとも、パーシヴァルは無口な性格なのだろうか？

「ほんとに、変わった子ですねえ……」

　なんとも奇妙な相パ棒ルの寝顔を、リンダはまじまじと見つめるのだった。





"Little Dragon ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十二話　レクス＝ゴライアス、発進









　──聖ロサ・マリア大聖堂の最奥。

　祭壇が置かれた会議場では、今なお多くの人質たちが拘束され、ボロディンが支配者のごとく君臨していた。

　魔導装置が空中に投影した仮想ディスプレイには、サヴォナローラの顔が映しだされている。

『そもそも、五大星具とはなにか──無む知ち蒙もう昧まいな君たちには、そこから語る必要があるだろうね』

　悠然とした口調で、サヴォナローラは切りだした。

『現在、竜族の頂点に君臨しているのはアヴァロン聖竜皇家。そして、そのライバルとしてネハレンニア冥竜王家がある。もっとも、この両者とて、元々は賢竜王インボルクから派生した血統であることは、諸君らも知っているだろう。では、どうして賢竜王インボルクは竜族の歴史から姿を消したのか？　それは、叛はん逆ぎやくに遭ったために他ならない。叛逆したのは、アヴァロンとネハレンニアの連合勢力──現代人には想像もつかないだろうが、両家は手を携えることで、賢竜王インボルクを葬ったのだ』

　サヴォナローラがそこまで説明したところで、ミラベルがすっくと起立した。

「そんな話、聞いたこともないわ。アヴァロンとネハレンニアは、長きにわたり争い続けてきたはず──」

『ミラベル殿下。君が優秀な学者であることは聞き及んでいるが、己の才能を過信するのは禁物だ。この世界には、君でさえ知らない歴史的事実もたくさんあるのだよ』

「……………………」

『かつてアヴァロンとネハレンニアが同盟を結んでいたことは、教会が隠いん蔽ぺいしてきた多くの古代文献にも明記されている。そして、両家は賢竜王インボルクを打ち倒した。どうしてインボルクが倒されねばならなかったのかは諸説あるが……最も有力なのは、この世界をいったん破壊して、改めて天地創造を為なそうとしたことだ』

「まさか！　そんな子どもじみた発想を、賢竜王ともあろう者が……？」

　呆あきれ果はてたようにつぶやいたミラベルを無視すると、サヴォナローラは愉たのしげに言葉を続ける。

『賢竜王インボルクは、己が理想とする新世界を構築するために、特定の種族のみを選別したらしい。その種族を〝ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね〟に乗せ、星の外に避難させている間に、大地を浄化しようとしたのだよ』

「ゾノ＝トーンの方舟に、そのような役割が……!?」

　思わず息を吞のむミラベル。

『そして、ここが重要な点なのだが……賢竜王インボルクが選別した種族の中に、なんと人類は入っていなかったのだ！　それゆえに、アヴァロン聖竜皇家とネハレンニア冥竜王家は叛はん逆ぎやくしたといわれている』

　今ではもう、会場はしんとして静まり返り、サヴォナローラの言葉に聴き入っている。

　まるで、祭壇の間が学院の教室になったようにさえ感じられた。

『皮肉なことだが、当時のネハレンニア冥竜王家は、アヴァロンと同じく人類の味方だったというわけだ。それから幾いく星せい霜そうを経て──竜族は絶滅の危機を迎えた。ここからは、君たちもよく知っているだろう？　説明してみたまえ、ミラベル殿下』

　傲ごう岸がん不ふ遜そんにも、サヴォナローラはわざわざミラベルを指名した。

　ミラベルは大人しく、従うことにした。

「……いかにして種しゆを存続させるか、竜族は賢竜会議を何度も重ねた結果、アヴァロンとネハレンニアの両家は袂たもとを分かつことになったのよ。アヴァロン側は人類との共生を、ネハレンニア側は人類の家畜化を提唱したわ」

『その通りだよ、ミラベル殿下。もしネハレンニア側が勝利していた場合──今頃、竜族が星精アストラルを補給するための餌として、人類は世界各地の牧場で生産され、飼育され、そして捕食されていたことになる』

　そういって、サヴォナローラは愉悦の笑みを漏らす。

『くっくっ……お前たちが崇あがめている竜族とは、運命の歯車がひとつ欠けていただけで、人類の敵になっていた可能性もあるというわけだ』

「……………………」

　ミラベルはあえて無表情を保っているが、サヴォナローラが単なる与よ太た話をしているわけではないことは、察していた。

　天才を理解できるのは、天才だけ──。

　こうして対たい峙じしているだけで、ミラベルはサヴォナローラの教養と知性の高さを、はっきりと理解できてしまったのである。

『おっと、話が脇に逸それてしまったね。結局、賢竜王インボルクは敗北を喫したわけだが……さすがは〝賢竜王〟を名のるだけあって、その魂を完全に消滅させることはできなかった。仕方なく、竜族はインボルクの魂を五つに分割し、それぞれを特殊な魔導具に封印したというわけだ。ここまで話せば、もうお解わかりだろう』

「その魔導具こそが、五大星具というわけね？」

　ミラベルの言葉を受けたサヴォナローラは、優等生を前にした教師のように、満足げにうなずいた。

「その通りだよ。かくして、五大星具は大陸各地に封印された。〝竜の胴体〟ことシェブロンの地には星剣ティル・ナ・ノーグが、〝竜の顎門あぎと〟ことゼファロスの地には星鎧ダ・デルガが、〝竜の尾〟ことラブロックの地には星冠サーン・アヴァスが──そして〝竜の心臓〟ことロートレアモンの地には、星動機エヴァン・マッハといった具合にね」

「星動機……？」

　ミラベルが眉をひそめると、サヴォナローラは得意げに笑った。顔の上半分を鉄仮面で隠しているとはいえ、無邪気な笑顔に見えた。

『ああ、星動機とは、エスカヴァロンに搭載された魔導エンジンのことさ。君たちアヴァロン聖竜皇騎士団の面々は、そんなことも知らずにエスカヴァロンを飛ばしていたんだろうけどね』

「……星動機については、理解したわ。それでは、〝竜の翼〟ことエスパーダの地に秘められた星具とは、一体なんなのかしら？」

　ミラベルが鋭い眼まな差ざしを向けると、サヴォナローラは会心の笑みをこぼす。その質問をこそ待っていたのだと、いわんばかりだった。

「まだ気づかないのかね、ミラベル殿下？　五番目の星具なら──ほら、既にペネロペが確保しているじゃないか」

「えっ？」

　ミラベルだけでなく、誰もがペネロペに注目する。

　ペネロペの脇には、怯おびえるラクエルの姿があった。

　その小さな手にはラクエルの背丈よりも高い、立派な教皇杖が握られている。

「それでは、歴代の教皇たちに受け継がれてきた、あの教皇杖が……？」

『おやおや、ミラベル殿下！　聡そう明めいな君らしくもない、的まと外れな回答だな。こいつはがっかりだよ！　あんな杖つえなど、ただの飾りにすぎんのだからね！』

「それでは、まさか……！」

　その瞬間、ミラベルはひとつの解答に思い至った。

　全身から血の気が引いていく。

『ふふっ。ようやく察したようだね。とはいえ、ミラベル殿下以外は皆、狐きつねにつままれたような顔をしているね。ならば、結論から先にいおう！』

「待て！　そっ、それ以上、エスパーダ聖庁の秘事を暴くことは許さ──ぐはっ！」

　そのとき、長老のひとりが制止の声を放ったのだが、敵兵のひとりに腹を殴られてしまい、沈黙を余儀なくされた。

　そして、サヴォナローラは全世界に向けて宣言したのである。




『五大星具の五つ目は、星体ラクエル！　つまり、教皇ラクエルIV世本人なのだ！』
















　　　　◇






　一方、駐艦場では、アッシュ、シルヴィア、ルクレツィア、そしてアーニャが途方に暮れていた。バジリスクのクーでさえ、不安そうな鳴き声を漏らしている。

　エスカヴァロンは呆あつ気けなく鹵ろ獲かくされた。

　頼みの綱の竜族たちは、超ちよう弩ど級きゆう魔導艦レクス＝ゴライアスに独断で攻撃を仕掛けたものの、返り討ちにあった。どうやら聖都の外側に墜落したようだ。まだ目覚めていないのか、シルヴィアが召喚を試みても反応は皆無だった。

「──そういえば、こいつは今も演説を続けているのだな」

　と、ルクレツィアが急に思い出したように、装甲機竜マシーネンドラツヘの通信機器を操作する。

　アッシュとシルヴィアもルクレツィアに倣い、通信機器の音量を上げた。クーに騎乗したアーニャは、アッシュ機のそばで聞き耳を立てる。

『……ああ、星動機とは、エスカヴァロンに搭載された魔導エンジンのことさ。君たちアヴァロン聖竜皇騎士団の面々は、そんなことも知らずにエスカヴァロンを飛ばしていたんだろうけどね』

　アッシュたちが耳にしたのは、その言葉からだった。

「エスカヴァロンの魔導エンジンが!?」

　愕がく然ぜんとしたアッシュだが、驚くのはまだ早かった。さらに耳を傾けていたら、サヴォナローラはとんでもない宣言をしたのである。

『五大星具の五つ目は、星体ラクエル！　教皇ラクエルIV世本人なのだ！』

　耳を疑うアッシュ。

　シルヴィアとルクレツィア、アーニャも声を失っている。

「なにをいっているんだ……？」

　あのラクエルが、星具のひとつ？

　冗談じゃないと思った。

　ラクエルはひとりの人間だ。

　間違っても道具なんかじゃない。

　教皇という重責を負いながらも、いつも明るく笑っている、芯の強い女の子──。

『おっと、言葉が足りなかったね。五大星具の中でも、星体とは特殊な存在なのだよ。超古代の竜族は、とある少女の肉体に、賢竜王インボルクの魂の欠片かけらを封印したのさ。その結果、幸か不幸か〝星具〟と化した少女は、他の星具と同じように封印され、悠久の時を眠り続けたのだ』

　噓うそだ……こいつは教会を混乱に陥れるために、適当に噓をでっち上げているだけなんだ……と、アッシュは自分にいい聞かせる。

　だが、そんなアッシュの抵抗も虚むなしく、サヴォナローラは朗々と講義を続ける。

『それから数千年を経て、竜族は衰退の一途をたどり、地上の覇権は人類が握るようになった。この時点で、既に竜族は人類と契約を結んでいる。そして聖誕暦一五〇年頃、ロサ・マリア教徒たちは自らの権威を象徴すべく、エスパーダ聖庁を設立した。初代教皇となるべき人物の選択には、当然ながら慎重を要した。より多くの信者を獲得するためには、やはりカリスマ性に富んだ人物でなければならないからだ』

　アッシュは何度も通信機を叩たたき壊こわしたい衝動に駆られたが、かろうじて堪えた。

『当時の司祭どもが選定したのは、歴史書にも記されている通り、ラクエルＩ世だ。ところが、彼女は普通の人間ではなかったのだよ。彼女こそは、エスパーダの地下遺跡に封印されていた、あの少女──五大星具のひとつ、星体ラクエルだったのだ』

　これ以上、サヴォナローラの言葉に耳を貸すのは危険だ──そう思いつつも、他ならぬサヴォナローラの言葉が、アッシュの意識を強烈に引き寄せる。

『自然界にはあり得ない、青色の髪。左右で色の異なる、神秘的な瞳。永遠に歳をとらぬ肉体。そして、不思議な念話能力。地下遺跡から発掘された謎の少女こそ、初代教皇に最適な人材だったのだよ。もっとも、彼女は星体としての任務を果たすべく、在位十年ほどで、再び自らを地下遺跡に封印したそうだ。二度と自分を起こすことなかれ……と、伝言を残してね。その後の教皇たちは、ラクエルＩ世の真ま似ねをして、髪を青く染めるのが慣例となった。教会の連中は、教皇に特有の神秘だと嘯うそぶいているがね。いつの時代も、大衆は権威だの奇跡だのというものに、ころりと騙だまされるものだ。くっくっ……』

　しばらく笑い続けたあと、サヴォナローラは講義を再開した。

『それから、実に一千年以上の時が流れ、いよいよ我々の時代がやってくる。とても残念なことに、相変わらず教会は腐敗していた。世界各地で〝聖戦〟と称して侵略戦争を起こした。私利私欲のために活動する司祭どもが幅を利かせ、悪徳貴族と癒着した。そして、いつしか良識ある長老たちは片隅に追いやられた……それこそが、教会の現実だ。皮肉なことだが、この私が工作員として潜伏させたペネロペが、その才覚を発揮して、あっという間に枢すう機き卿きようにまで上り詰めたことこそ、その証拠ではないかね？』

「ちっ……悔しいが、事実といわざるを得ないな」

　ルクレツィアが無念そうにつぶやく。

『まあ、さすがのエスパーダ聖庁も、このままでは自分たちに未来はないと気がついたのだろうね。前教皇が亡くなったあと、一部の枢機卿たちはエスパーダ聖庁を立ち直らせるべく、ある計画を立ち上げた。それは、再び彼女を目覚めさせ、次期教皇の座に据えるという計画だった──もっとも、実際に提案したのは、私の腹心たるペネロペだったわけだが。彼女こそは、我々の計画に必要不可欠な存在だったのだからね』

「まさか、彼女っていうのは──」

　アッシュは絶句したまま、次の言葉を待ち受ける。

『ここまで明かせば、もうお解わかりだろう！　そう、彼女とは──君たちの目の前にいるラクエルIV世なのだよ！　つまり、そこで小こ兎うさぎのように怯おびえている幼女は、初代教皇ラクエルＩ世と同一人物というわけだ！』

「そんな、噓うそだ！　噓に決まっている……！」

　アッシュを実の兄のように慕ってくれたラクエル。「この世界の未来のために」と明言したラクエル。おいしそうにパエージャを頰ほお張ばるラクエル……様々なラクエルの姿が、アッシュの脳裏に去来しては、消えていく……。

「あんな小さな女の子の身に、それほどの秘密が秘められていたというのか？」

　シルヴィアもわなわなと拳を震わせている。

「無論、奴やつの言葉を真に受ける必要はない。だが、我々が反論に足る証拠を持っていないのもまた、事実だな……」

　アッシュとシルヴィアよりは冷静さを保っているが、ルクレツィアもショックを隠せない様子だった。

『おっと、大事なことをいい忘れていたが、そこにいるラクエルIV世は、エスパーダの地下遺跡から発掘された際、過去の記憶をすべて失っていた。ラクエルIV世の名誉のためにも、明言しておこう。ラクエルIV世には、なにも悪気はなかったという事実をね。おかげで、我々の手駒としては好都合だったわけだ。くくっ……』

　サヴォナローラが悪趣味な笑い声を漏らしたそのとき、魔導通信機が反応した。ザザッというノイズとともに、別の通信が割りこんできたのである。

『こちら、レクス＝ゴライアスの格納庫より報告します。星動機エヴァン・マッハを内蔵した魔導艦エスカヴアロンの収容、無事に完了しました』

　それは、つい先ほど交戦したばかりの、ヴィットーリアの声音だった。

　と、さらにザザッとノイズが走る。

『こちら帝国博物館上空──星鎧ダ・デルガは、今や我が手中にある。これより帝都を退き、盟主殿と合流する！』

　それは忘れもしない、帝国皇女アンネゲルトの声だった。

「あの痴しれ者めっ！　あれが血を分けた妹だと思うと、虫唾むしずが走る！」

　ルクレツィアが嫌悪と失望をあらわにして、操縦パネルの脇を拳で叩たたく。

『コチラ……〝ホロウ〟。アーカム城ヨリ報告。ホロウ隊、任務ヲ完遂シタ。星剣ティル・ナ・ノーグ……確保……』

　次に割りこんできたのは、実に不気味な通信だった。病的とも機械的ともいえる、まるで地獄の底から湧き上がってきたような声なのだ。

「ホロウ？　初めて聞く名前だな。いや、コードネームといったところか……？」

　アッシュは背筋に冷たいものを覚えつつ、つぶやいた。

　星剣ティル・ナ・ノーグを確保したということは、アーカム城を襲撃した部隊のリーダーなのだろう。一体、どのような人物なのか気になるところだった。

　その声や口調から察するに、正常な精神の持ち主とは思えないが……しかし、シェブロン王国を襲撃した上に、星剣の強奪という任務を達成したのだ。その実力は〈七翼将〉に匹敵すると考えていいだろう。

　次に割りこんできた通信を耳にして、アッシュは全身を緊張させた。

『フォンティーン城より、ウルスラ・Ｌ・セルウィンが報告します。アッシュ・ブレイクの妹、リンダと名のる少女に邪魔をされましたが──』

『……リンダだと？』

　その刹せつ那な、サヴォナローラが動揺したように聞こえたのは、果たしてアッシュの気のせいだろうか？

『どうかしましたか、盟主殿？』

『いいや、なんでもないさ。で、目当てのモノは確保できたのかい？』

　ウルスラの質問に応じたときにはもう、サヴォナローラの口調は元に戻っていた。

『はい。星冠サーン・アヴァスは、無事に確保しました。それと、リンダ・ブレイクについては、後ほど詳細を報告します。少々、気になる現象が見られましたので』

「気になる現象って、どういうことだ？　そもそもリンダは無事なのかっ!?」

　アッシュは激しい焦燥に駆られると、魔導通信機に向けて叫ぶ。

「落ち着け、アッシュ。いくら叫んでも、ウルスラ団長にお前の声が届くわけではないのだ……」

　そんなアッシュを見るに見かねて、シルヴィアが声をかけてきた。

「それは、そうだけど……」

　そう、シルヴィアの指摘は正しい。

　こちらは単に、〈デミウルゴス〉の通信を傍受しているだけだ。サヴォナローラとウルスラの会話に割りこむことはできなかった。魔導通信機に関する専門知識さえあれば、あるいは割りこめたかもしれないが──。

「リンダ……お願いだ、無事でいてくれ……！」

　アッシュは祈るようにつぶやいた。ロサ・マリア教の不正を散々聞かされた直後とはいえ、今は聖女に祈らずにはいられない気分だった。

「安心しろ、アッシュ。ウルスラ団長の口ぶりから察するに、リンダは無事だと思う。だが、〝気になる現象〟というのが気懸かりだな。ウルスラ団長に興味を抱かせるようななにかが、リンダの身に起こったというのか……？」

　アッシュを慰める一方で、シルヴィアは考えこんでしまう。ウルスラの性格を知っているだけに、不思議で仕方がないのだろう。

「リンダ……一体、なにがあったんだ？　くそっ！　リンダを危険に巻きこまないためにこそ、研修旅行に行かせたっていうのに……どうしてこんなことに！」

　アッシュは暗あん澹たんとした気分で、拳を握りしめた。

「……エスカヴァロンは奪われた。ラクエルはペネロペの手中にある。リンダを護まもることもできなかった。大聖堂にはたくさんの人質が囚とらわれたままだし、頼みの綱のエーコは聖地で修行中……くそっ！　今の俺には、なにもできない……なにがアヴァロン聖竜皇騎士団だ！　なにが団長だっ！」

　ついに自暴自棄になりかけたアッシュだったが、

「しっかりするのだ、アッシュ！」

　その瞬間、ルクレツィアの手が閃ひらめいて、アッシュの頰ほおをぴしゃりと叩たたいた。

「ルクレ……ツィア？」

　じんじんと熱を帯びた頰に手で触れながら、アッシュは呆ぼう然ぜんとしてルクレツィアを見つめた。

　シルヴィアとアーニャも圧倒された表情で、アッシュとルクレツィアを交互に眺めやるばかりだった。

「よいか、アッシュよ！　たとえエスカヴァロンを奪われようと、それがなんだというのだ？　アヴァロン聖竜皇騎士団とは、貴公とエーコを中心とする国家なのだろう？　両者が無事でいる限り、アヴァロン聖竜皇騎士団は健在だ。ならば、反撃のチャンスはいくらでもあるというものだ。違うか！」












「ルクレツィア……！」

　目が醒さめた気分だった。

　一瞬にして、目の前の霧が晴れたようでさえあった。

　そうだ、ルクレツィアのいう通りだ。

　こんなところで、まだ諦めるわけにはいかない……！

　アッシュが意を決した、そのときだった。

　再び、サヴォナローラの声が通信機から流れてきたのである。

『……それでは、我が艦レクス＝ゴライアスは、ひとまず退散させてもらうよ。もはや聖都ごときに用はないのでね。くっくっ……我々のシナリオは、いよいよ次の段階へと進むのだよ──聞くがいい、皆の者！』

　サヴォナローラの声はいよいよ熱を孕はらみ、彼自身の昂こう揚ようぶりを伝えてきた。

『我々は賢竜王インボルクを復活させ、この腐敗した世界を完膚無きまでに破壊する！　古代においては竜族が、近現代においては人類が生みだした、国家も、宗教も、芸術も、文化も、哲学も、思想も、すべてを根底から破壊するのだ！』

「なんだって……!?」

　絶句するアッシュたち。

『すなわち、一度は賢竜王が為なそうとしたものの、アヴァロンとネハレンニアの連合軍によって阻止された野望を、今こそ実現しようというわけだ。そして、我々は賢竜王インボルクを頂点とする、新世界を構築するのだよ！』

「……バカな！　本気でそんなことを考えているのか？」

　もはやアッシュは怒りを通り越し、啞あ然ぜんとさせられている。

「正気の沙さ汰たとは思えんな。頭が痛くなってきたぞ……」

　忌々しげな表情でつぶやいたのは、シルヴィアだ。

「ふむ。私は当初、魔導結社〈デミウルゴス〉とは、単に反ロサ・マリア教を掲げるテロ集団であろうと推測していたのだが……どうやら、それどころではなかったらしい。もっとも、奴やつらの計画にも穴はある──」

　ルクレツィアだけは、冷静に事態を分析している。

「穴って、どういうことだ？」

　アッシュが訊たずねると、ルクレツィアは勝ち気な笑みをこぼした。

「解わからんのか？　賢竜王インボルクなど、もはや神話や伝説の領域だ。百歩譲って、そいつを復活させることができたとして……そのような相手が、果たしてサヴォナローラの思惑通りに動くという保証はない。奴やつにとっても、これは大きな賭けのはずだ。一歩間違えれば、自分の身を滅ぼしかねないのだからな」

「なるほど……」

　確かに、ルクレツィアの言葉には一理あると思った。

「とにかく、だ！」

　と、そこでシルヴィアが勇ましく口を開く。

「賢竜王インボルクの復活など、なんとしても阻止せねばならん。奴はこの世界を滅亡させようとしているのだからな。今こそ、世界各国が協力すべきときではないだろうか？」

「無論だ、シルヴィア」

　当然とばかりに、ルクレツィアは力強くうなずいた。

「あっ、あたしも……正直、自分になにができるか解わからないけれど……アッシュと一緒に戦うわ！」

　アーニャも決然として宣言する。

「うぉおおおんっ！」

　アーニャの傍らでは、クーも威勢よく吼ほえた。




『──そろそろ潮時だね』

　アッシュたちが決意を新たにした直後、サヴォナローラの声がさらに聞こえてきた。

『ペネロペはラクエルとともに、今すぐ我が艦に戻るがいい。五大星具のひとつにして、初代教皇ラクエル……ふふっ、対面するのが楽しみで楽しみで仕方がないよ』

『かしこまりました、サヴォナローラ様』

　ペネロペの従順な返事が聞こえてくる。

　あの凜りんとした枢すう機き卿きようが、サヴォナローラのような輩やからに服従しているという事実が、アッシュにはいまだに信じられない。

『後始末については、お前に任せる。……やれるな、ボロディン？』

『了解だぜ、サヴォナローラの旦那』

　魔導通信機を揺さぶらんばかりの勢いで、ボロディンは豪快に応じる。

「バカな！　あの傭よう兵へい隊長は聖都に残るだと!?　人質を利用して、まだなにかするつもりなのか？　五大星具を確保した以上、奴らが聖都に残る必要はないはずだが──」

　シルヴィアが愕がく然ぜんとしてつぶやいたそのとき、さらに魔導通信機が反応した。

『それでは、諸君。ひとまずお別れだ。できることなら、エスパーダ聖庁が隠いん蔽ぺいしているもうひとつの罪業──〝〈聖杯〉の血族への迫害〟についても語りたかったところなのだがね……まあ、メインディッシュは次の機会にとっておこう。さらばだ！』

　その言葉を最後に、サヴォナローラの言葉は完全に途切れた。

「ちっ！　最後の最後に思わせぶりなことを……。一体、『〈聖杯〉の血族』とはなんなのだ……？」

　ルクレツィアが不機嫌そうにつぶやく。

　アッシュ自身、サヴォナローラの真意については計りかねた。

　ただし、〈聖杯〉というキーワードは、やはり気がかりだった。

　そもそも、エスパーダ聖庁が〝〈聖杯〉の血族〟を迫害したなどといわれても、わけが解わからない。

　もしかしたら──。

　それもまた、アッシュ自身に関わりのあることなのだろうか？

「おい、アッシュ。サヴォナローラが提示した言葉の数々……もしかしたら、厄介な事態を引き起こすかもしれんぞ？」

「どういうことだ、ルクレツィア？」

「奴やつの言葉が真実なのか否いなか、それはまだ解らん。だが、妙な説得力はあった。もしかしたら、これから世界各地でロサ・マリア教に対する反感が湧き起こり、それどころか……〈デミウルゴス〉に賛同する連中が増える可能性もある」

「そんなバカな！」

　シルヴィアが眉を釣り上げたが、ルクレツィアの顔は真剣そのものだった。

「いいか？　世の中には、己の腑ふ甲が斐いない現状を嘆くあまり、世界をリセットしたいという願望を抱いている輩やからは、案外と多いものだ。サヴォナローラの言葉は、下手したら、そうした連中の心に届いてしまったかもしれん。無論、奴はそうした可能性を考慮した上で、全世界に向けて演説をしたのだろう」

「そんな……」

「アッシュよ。私は今、貴公の覚悟がどれほどかを問う。もし、愚かなる大衆が〈デミウルゴス〉の側についたとき、貴公は迷わず討つことができるか？」

「そっ、それは──」

　アッシュが言葉に窮していると、脳裏で哀かなしげな声が響いた。

『アッシュ……お兄ちゃん…………聞こえて、いますか？　わたくし、頭が混乱して…………なにがなんだか…………解らないです。確かに、わたくしには……教皇になる以前の記憶が……これっぽっちも、ないんです……』

「ラクエル!?」

　アッシュはハッとして、ラクエルの念話に意識を集中させる。

『本当に、わたくしは……五大星具のひとつなのでしょうか？　わたくしは、人間ですら……なかったというのでしょうか？　そう考えると、とても怖いんです。お願い……助け…………て………………お兄ちゃん……………………』

「ラクエル！　ラクエル！」

　アッシュは何度も呼びかけたが、その時点で念話は完全に途絶えていた。

　もはやアッシュがどんなに呼びかけても、返事はない。

「おい、あれを見ろ！」

　と、シルヴィアが上空を指さして、アッシュたちの注意をうながす。

　聖都のはるか上空には、今なお超弩級魔導艦レクス＝ゴライアスが滞空している。

　その艦底から、光の柱が地上に向けて降り注いでいた。

　光の中を、ふたつの人影がゆっくりと上昇している。

「ラクエル猊げい下かと、ペネロペだ……！」

　どこから取りだしたのか、ルクレツィアが双眼鏡を覗のぞきつつ叫んだ。

　どうやら、あの光の柱は魔導式の昇降機らしい。

　やがて、ラクエルとペネロペの身柄は艦内に収容された。

「くそっ！　ただ見ていることしかできないなんて……」

　アッシュは機竜の装甲に拳を叩たたきつける。

　サヴォナローラの言葉が真実ならば、この現代に甦よみがえったラクエルは、過去の記憶をすべて失っていたという。

　そんな状態のラクエルが、突然、あのような真実を突きつけられたのだ。

　ラクエル自身がどれほどの衝撃を受けたのか、察するにあまりある。

「ルクレツィア。さっきの質問への答えだけど」

　アッシュは表情を引きしめると、ルクレツィアを振り返った。

「初めて会ったときから、ラクエルは俺のことを『お兄ちゃん』と呼んで慕ってくれた」

「な、なにをいっているのだ？」

　アッシュの切り出し方が予想外だったらしく、ルクレツィアはきょとんとした。

　そうこうしている間にも、レクス＝ゴライアスは艦尾から盛大なバーナーを噴射して、少しずつ加速していく。

　その艦影を睨にらみつけながら、アッシュは言葉を継いだ。

「俺にとって、ラクエルは大切な妹だ。俺は、あの純じゆん真しん無む垢くな笑顔を守りたい。そして、ラクエルから笑顔を奪うような連中を、俺は絶対に許さない」

　アッシュは胸の前で拳を握りしめると、決然として宣言するのだった。

「あの無駄にデカい魔導艦ごと、サヴォナローラをぶっ飛ばす！」

　それでも、ルクレツィアの表情はまだ晴れなかった。

「貴公はまだ、私の問いにすべて答えていない。万が一、サヴォナローラに煽せん動どうされた連中が邪魔をしたときは、どう対処するつもりだ？」

「そうだな……そのときは、そのときだ。まずは自分の言葉で説得してみるさ」

「なんだと？」

　ルクレツィアが不機嫌そうに顔をしかめたが、アッシュは意に介さない。

「俺の言葉にサヴォナローラ以上の説得力があれば、解わかってもらえるさ。そうだろう？」

「まったく、とんだ甘ちゃんだな……だが、それが貴公の魅力なのかもしれんな」

　ルクレツィアは嘆息したものの、その唇には微笑が浮かんでいる。

　その刹せつ那な──機竜の魔導通信機が反応した。

　ザザッ……と、あの耳障りなノイズが走ったのだ。

　と同時に、アッシュが使っていた機竜の両眼部が発光すると、空中に仮想ディスプレイを投影したのである。そんな機能が搭載されていたとは知らず、アッシュたちは啞あ然ぜんとして、空中に釘くぎ付づけとなった。

　映しだされたのは、今も大聖堂を占拠している多国籍傭よう兵へい企業〈ゲシュペンスト〉の代表──アレクセイ・ボロディンの顔だった。

『がーはっはっは！　聞かせてもらったぞ、アッシュ・ブレイク。なかなか威勢がいいじゃねぇか。俺基準だと、そういうところは嫌いじゃないぜ！』





"Ash's Decision ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第十三話　薔薇の姉妹とデス・ゲームの鐘声









「ボロディン！」

　空中に投影された映像に向けて、アッシュは叫んでいた。

　どうやら、ボロディンはアッシュたちの会話を傍受していたらしい。

「どういうつもりだ、ボロディン！　サヴォナローラが撤退したのに、どうしてお前は聖都に残った？　なにを企たくらんでいる!?」

　アッシュが問いかけると、映像の中のボロディンはにやりと嗤わらった。

『お前らには、ちょっくらゲームに付き合ってもらおうと思ってな。俺基準だと、最高に愉たのしくなりそうなゲームだぜ？』

「こんなときに、なにをいっているのだ？」

　シルヴィアが憤然として、映像を睨にらみつける。

『おいおい、お前らに断る権利はないはずだが？　俺は今、オスケイア女王やヴェロニカ第一王女、ミラベル第三王女をはじめ、世界各国の重鎮を人質にしているんだぜ？　こいつらを生かすも殺すも、俺次第だ』

　ボロディンの言葉に合わせて、映像が切り替わる。

　祭壇の間の壁際に集められた人質たちが、次々と映しだされた。

　各国の政治家や、エスパーダ聖庁の長老たちである。彼らは厳重に監視されているものの、拘束まではされていない。

　ただし、オスカーとヴェロニカ、ミラベル、それにレベッカとマックスは、手錠を嵌はめられていた。数時間前、アッシュたちの逃亡を幇ほう助じよした罰というわけだった。

『この連中を爆弾で吹っ飛ばすだけで、世界情勢が引っ繰りかえるだろうなあ』

「くっ……」

　アッシュは奥歯を嚙かみしめる。悔しいが、人質を握られている以上、ボロディン側が圧倒的に有利なのは間違いない。

『それに、レベッカ・ランドールと眼鏡の小僧は、お前の大切な仲間なんだろう？　お前が俺の提案を吞のまないというのなら、真っ先にこの二人から処刑してもいいんだぜ？』

「やっ、やめろ！」

『くっくっ、可哀かわい想そうだよなあ。お前に感化され、アヴァロン聖竜皇騎士団なんぞに入ったばっかりに、竜騎士ドラグナーとしての華々しい人生に終止符を打たれるんだからな』

　ボロディンが冷酷に宣告を下している間も、映像の中のレベッカとマックスは、毅き然ぜんとして顔を上げている。

　すべてはアッシュの双肩に委ねる──そんな風に語りかけられている気分だった。

　そんなレベッカとマックスの信頼に、アッシュは全力で応えねばならないと思った。

「……もし、そのゲームに俺たちが勝てば、人質を大人しく解放するのか？」

『ああ、約束しよう。ただし俺が勝った場合は、人質もろとも聖都は火の海となる』

「正気か……!?」

『お前たちは、人質の命はもちろんのこと、この聖都エスパーダの命運を賭けて、俺と勝負するってわけだ──』

　──ずぅん！

　そのとき、アッシュたちの背後から重厚な音が響いた。

　もはや耳に馴な染じんだ感のある、装甲機竜マシーネンドラツヘの足音だった。

　しかも、総勢四騎──。

　鋼鉄の機竜に搭乗しているのは、東方系の少女ばかりだった。

「ようやく見つけましたよ、アッシュ・ブレイク」

　チームを率いているのは、ボロディンの副官を務めていたメイリンである。

　他の三騎については、初めて見る顔ばかりだった。

「新手か!?」

　シルヴィアが警戒心をあらわにして、現れた四騎を睥へい睨げいする。

「今度は正真正銘、〈ゲシュペンスト〉の隊員みたいね」

　アーニャもクーの背中に飛び乗ると、身構える。その視線は、各騎の制服と機体に表記された〈ゲシュペンスト〉の紋章を捉えている。

「どいつもこいつも、相当の猛も者さのようだ」

　一方、ルクレツィアは値踏みするような目をして、四騎の様子を観察していた。

「──ボロディン様。たった今、アッシュ・ブレイクたちを発見したであります」

　と、メイリンが手もとの魔導通信機に向けて、淡々と報告した。

「おい、ボロディン！　彼女たちは一体……？」

　アッシュが問いかけると、映像の中のボロディンは満面の笑みを浮かべた。

『我が〈ゲシュペンスト〉の最高幹部を務める姉妹たち──〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉だ。長女のメイリンとは、先ほど大聖堂で顔を合わせたところだろう。これからお前たちは、この姉妹たちと一対一の決闘を行うのだ』

「なっ！　本気でいっているのか？」

　アッシュは戸惑うばかりだった。

　今も聖都の要所では、聖都側の警備隊と〈ゲシュペンスト〉との間で、激しい攻防戦が繰りひろげられている。グレン隊長が率いるヴェロニカ親衛隊もまた、装甲機竜マシーネンドラツヘを撃退すべく戦っているはずだ。

　そんな状況下で決闘ゲームを始めろなどと、とても正気の沙さ汰たではない。

　聖都エスパーダを解放すべく、命を賭として戦っている騎士や兵士たちに対する、冒ぼう瀆とくのようにさえ思えた。

　そんなアッシュの胸中などお構いなしに、ボロディンは言葉を続ける。

『ルール説明といこうじゃねぇか。この聖都の東西南北には、それぞれ塔が配置されている。既に、各々の塔には魔導工学式の爆弾を設置してある』

「なんてことを……！」

『驚くのはまだ早い。この四つの爆弾は、いわば聖都壊滅計画の要だ。この四つを同時に起爆させることで、聖都の要所に仕掛けた爆薬も連鎖的に爆発を起こし、ついには中央の大聖堂にまで至る。そして、この大聖堂に仕掛けた超ちよう弩ど級きゆう魔導工学式爆弾〈ゲフィオン〉にまで連鎖が及んだそのとき──晴れて聖都エスパーダは灰かい燼じんに帰すというわけだ。どうだ、血が騒ぐ展開だろうが？』

「なんてことを考えるんだ……」

　アッシュが啞あ然ぜんとしていると、ルクレツィアが毅き然ぜんとして口を開いた。

「逆にいえば、四つの塔に仕掛けられた爆弾の起爆を阻止できれば、聖都は救われると……そう考えてもよいのか？」

『当然だ、そうでなければゲームが成立しねぇからな。無論、それぞれの塔は四姉妹が守護することになる。お前たちが四つの爆弾を解除するためには、四姉妹をひとりずつ倒すしかないってわけだ。がっはっは！』

　呵か呵か大たい笑しようするボロディンだったが、対照的に、ルクレツィアは冷然としたままだった。

「腑ふに落ちんな。そのようなゲームになんのメリットがある？　現状、貴様たちは完全に主導権を握っている。ゲームの結果によっては、貴様たちはその主導権を捨てる羽目になるわけだが、構わないのか？」

『無論、メリットならある。俺基準だとなぁ、刺激が足りねぇんだよ、刺激が！　このまま、あっさりと聖都を爆破させちまうなんてのは、つまらん！　実につまらんのだ！』

「刺激だと!?」

　ルクレツィアの眉が、ぴくりと反応する。今にも噴き出しそうな怒りの感情を、寸前で抑えた様子だった。

『いっておくが、お前らは俺に感謝すべきなんだぜ？　当初、サヴォナローラの旦那が立案した計画では、撤退と同時に聖都を火の海にする予定だったんだからな』

「──！」

『つまり、当初の計画通りにことが運んでいれば、とっくに聖都は地図上から失われていたってわけだ。聖都の民や人質の連中も、全滅していた』

　そこまで語ると、ボロディンはにやりと唇を歪ゆがめてみせた。

『そこで──この俺が〈七翼将〉の特権を発動させたのさ。サヴォナローラの旦那も最初は渋っていたが、最終的には了承してくれた。だからこそ、俺たち〈ゲシュペンスト〉は聖都に残ったというわけだ』

「だが、現状では……我々に爆弾を解除するような知識はないのだぞ？　どうすればよいのだ……？」

　と、シルヴィアが新たな問題に気づいた。

　そう、たとえ〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉を倒すことができたとしても、魔導工学式爆弾の起爆装置を解除する方法など、アッシュたちは知らない。

「昔、アヴドーチャさんが仕掛けた機械式爆弾を、氷結魔法で凍らせて止めたことならあるけど……」

　アッシュは、ちょうど一年前にアンサリヴァン市内で発生した、とある事件の光景を思い出した。

『呆あきれたな、アッシュ・ブレイク。魔導工学式の、しかも最先端の爆弾に、そんな小細工が効くはずねぇだろうが？』

「それもそうか……」

　アッシュが悔しげに唇を嚙かんだそのとき、凜りんとした声が響きわたった。

『そういうことでしたら、わたくしが爆弾の解除役を務めます。魔導工学の知識ならありますし、わたくしならばできるはずです！』

　通信に割りこんできたのは、なんとミラベルの声だった。

『ほう。うっかり解除に失敗した場合、真っ先に自分が木こっ端ぱ微み塵じんとなるわけだが……温室育ちの王女様に、その覚悟があるのか？』

　やや意外そうな口調で、ボロディンが訊たずねる。

『構いません。どうせこのゲームに負けた場合、わたくしたちは全滅するわけですから──なにもせずに終わりを迎えるくらいなら、全力で戦います。さあ、今すぐわたくしを解放なさい！』

『いいだろう、ミラベル王女の解放を許可する。では、次はいよいよ対戦カードを決めんとなあ』

　根っからのゲーム好きなのか、「対戦カード」という言葉を口にした途端、ボロディンは無邪気とさえ形容できる笑顔になった。

「──うち、あのタンタロス人がえぇわ」

　と、四姉妹の中では最年少と思われる少女が、アーニャを指名した。そして、一輪の黄き薔ば薇らを、スッと投げてよこしたのである。

「うちは四女のマオ。よろしくなぁ」

　まだ初等学校の生徒といわれても違和感がないほど、小柄な少女だった。戦闘服よりも花柄のワンピースのほうが、よほど似合いそうだ。

「…………」

　黄薔薇を指先で受けとめたアーニャは、無言のまま、マオに鋭い一いち瞥べつをくれた。

「それでは、あたくしは皇女殿下を指名させていただきますわ」

　と、妙にお嬢様らしい口調で、別の少女がルクレツィアを指名する。

　事実、歴戦の傭よう兵へいでありながらも、どこか高貴さを感じさせる美少女だった。つややかな黒髪には一分の乱れもなく、手入れが行き届いている。

「あたくし、次女のシャオメイですわ」

　軽く自己紹介をすると、シャオメイは白薔薇を投げてよこした。

「ふん。誰であろうと、我が魔剣の錆さびにしてくれる」

　白薔薇を優雅に受けとめたルクレツィアは、涼しげな顔で応じた。

「では、長女のわたくしは、シルヴィア王女を指名するであります」

　と、今度はメイリンがシルヴィアに向けて、深紅の薔薇を一直線に投とう擲てきする。

「ああっ、お姉たまズルいにゃんっ！　王女様はあたいが欲しかったのに～！」

　その脇で反論の声をあげたのは、黒目がくりっとした、まるで子猫を思わせる少女だった。マオに次いで小柄である。既に四女、次女、長女と判明しているので、彼女は三女に当たるのだろう。

「仕方にゃいにゃん！　それじゃあ、あたいはアッシュ・ブレイクと──」

『おっと、ランファ。そいつは駄目だ。アッシュ・ブレイクは俺の獲物だからな』

　そこでボロディンが「待った」をかけた。

「どういうことだ!?」

　アッシュは不審に思って訊たずねる。てっきり、あの三女と戦うのは自分だろうと予想していたからだ。

『おいおい、アッシュ・ブレイク。いっておくが、このゲームは〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉を倒した時点で終わるわけではない。大聖堂に仕掛けた〈ゲフィオン〉は、単体で起爆することも可能だからな』

「じゃあ、仮に姫様たちが四姉妹を倒したあと、俺がお前との対戦で負けた場合は……」

『その場合、俺は容よう赦しやなく〈ゲフィオン〉を起動させる。今度は大聖堂を起点として、爆風は東西南北に進行する。爆発の力学的な方向が真逆になるだけで、結果として聖都は壊滅するわけだ』

「つまり、〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉を倒した上で、さらに俺がお前との一騎打ちを制したときにこそ、聖都も人質も救われるというわけか！」

　アッシュの言葉に、ボロディンはニヤニヤとしてうなずいた。

『そういうことだ』

「でもでも、ボロディン様ぁ！　それだと、あたいの対戦相手がいにゃいにゃんよ!?」

『ふむ、そいつは確かに困ったな。これ以上、人質を解放してやるほど、俺もお人ひと好よしじゃないんでな』

「──おっと、あたしのことも忘れてもらっちゃ困るな！」

　と、そこに聞き覚えのある声が、鋭く響いた。

　漆黒の風のごとく、駐艦場に颯さつ爽そうと現れたのは──。

「オスケイア女王陛下付きのメイド、セレスティーナ・ラフォンだ！」

　四姉妹に向けて、セレスは堂々と名のりをあげた。どこで鹵ろ獲かくしたのか、機竜の操縦席に跨またがっている。

　しかも、背後にはミラベル付きのメイド──ユニスを相乗りさせていた。

「セレスじゃないか！　それにユニスさんも！　今までどこに!?」

「ふん。いくらあたしとオスカーの仲でも、メイドの身分じゃ会議場には入れんからな。それはユニスさんも同じだった。仕方なく、暇を持て余したメイド同士ってことで、一緒に聖都を見物していたんだが……まさか、こんなことになってしまうとはな」

「セレスさんのおかげで、なんとかこの機竜を奪うことができましたが……わたくしたちには、それが精一杯でした……」

　無念そうに、事情を説明するユニス。

「それより、オスカーの奴やつは無事なんだろうな？」

　と、セレスが切迫した口調で訊たずねてきたので、アッシュは状況をかいつまんで説明することにした。

　レベッカの機転で、アッシュとシルヴィア、ルクレツィアの三名は地下通路に逃れた。その際、オスカーも一緒に逃げるチャンスはあったのだが──あえてオスカーは拒み、アッシュたちの逃亡を幇ほう助じよする側に回ったのだ。

　まさしく女王陛下にふさわしい、毅き然ぜんとした態度だったと、アッシュは真摯な気持ちで伝えた。

「ちっ、オスカーの奴やつめ……らしくないことをしやがって」

　悪態をつきながらも、セレスはほんのりと微笑を浮かべている。あのオスカーが、威厳ある女王として振る舞ったことが、嬉うれしかったのだろう。

　そんなセレスの感傷を遮さえぎるように、

「──感動の再会はそこまでだにゃん！　セレスとやら！　オスケイア女王の配下として名にやにょりをあげたからには、少しは腕に覚えがあるにゃんね？」

　ランファがぷりぷりとして訊ねてきた。

「少しどころか、大いにあるぞ！　ていうか、イラッとする口調だな！　シェブロン語もまともに話せないのか？」

　セレスの文句は意に介さず、ランファは満面の笑みを浮かべた。












「それにゃら、ランファと勝負だにゃ～ん！」

　ランファはセレスに向けて、黒くろ薔ば薇らを投げてよこした。

『くっくっ。これで対戦カードが決まったわけだな。これより、四姉妹は四つの塔に布陣して、お前たちを待ち受ける。最近では〝守護天使の塔〟など呼ばれているそうだが、その昔、あの四つの塔は異端者を抹殺するための処刑場だったそうだぜ？　ゲームの舞台としては、最適だと思わないか？』

　不敵に嗤わらうボロディン。

『それと、アッシュ・ブレイク。お前は、ミラベル王女の足となって働くことを許す。万に一つもありえんだろうが、〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉の誰かが敗北を喫したときは、ミラベル王女を爆弾の設置場所まで運んでやるといい』

「……解わかった」

『それと、お前の仲間があえなく敗れた場合は、お前自身が交代して戦うことを許す』

　意外な提案を受け、アッシュは表情を曇らせる。

「……随分と親切な設定なんだな？」

『そう思うか？　お前の仲間が敗北すればするほど、お前の戦闘回数は増えるわけだ。仮にお前が連戦を切り抜けたとしても、最後に控えた俺との対戦がきつくなるって寸法だ。くっくっ……せいぜい、仲間の勝利を祈っておくがいいだろう。もっとも、〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉は強いぜ？』

「…………」

『なお、制限時間は一時間。この刻限を過ぎても勝負がつかなかった場合、人質どもの命は諦めろ。無論、聖都も火の海となる』

「たったの一時間!?　いくらなんでも、それは……」

　アッシュは戦慄した。

『怖いのか、アッシュ・ブレイク？　だがな、あまり悠長に構えていたら、世界各国からの援軍がやって来るだろう。距離的に考えて、真っ先に到着するのはシェブロン王国の北部方面軍になるはずだ。その最短予測到達時間が、あと一時間ってわけだ』

　見た目とは裏腹に、計算高い一面も窺うかがわせるボロディンだった。

『それと、だ。竜族の助力を得ることは許さん。竜族の介在を確認した場合も、ゲームオーバーとなる』

「くっ、そう来たか！」

　忌々しげに叫んだのは、シルヴィアだった。

『当然だ。そもそも俺基準だと、人類の戦場に竜族が介入するってのが気にいらねぇ。ただし、それではお前たちの勝機は万に一つもありえねぇよな。お前たちが自力で鹵ろ獲かくした装甲機竜を使うことは、許可する。まあ、せいぜい好きに使ってみやがれ！』

　ひとしきり嗤わらうと、ボロディンはスッと目を細めた。

『ルールの説明は以上だ！　大人しく、ゲーム開始の鐘を待つがいい！』

　その宣言を最後に、魔導通信はぷつりと途切れた。

「滅め茶ちや苦く茶ちやなゲームだぞ……。だけど、このゲームに勝たない限り……人質のみんなも、聖都エスパーダも──」

　握り拳を震わせるアッシュ。

「仕方あるまい。まずは、奴やつが提案したゲームを攻略しつつ、打つ手を考えよう。現時点では、圧倒的に奴のほうが有利なのだから」

　シルヴィアが慎重に告げる。

「付け入る隙があるとすれば、それだけ有利な立場を手に入れておきながら、あえてゲームを提案したことだろうな。その油断が身を滅ぼすということを、奴に教えてやろうではないか！」

　勇躍して宣言するルクレツィア。

「──随分と、威勢が良いのでありますね」

　と、メイリンが四姉妹を代表して、声をかけてきた。

「これより、わたくしたち〈四輪の薔薇フイーア・ローゼン〉は、それぞれの持ち場に向かいます。お渡しした薔ば薇らの色は、わたくしたちが詰めている塔のシンボル・カラーを意味するであります。自分が向かうべき塔を間違えたら、それだけタイムロスになりますので、気を付けるでありますよ？　鐘が鳴ると同時に、ゲームを開始しますので──それでは、散開！」

　長女メイリンの号令に応じて、妹たちは機竜の魔導エンジンを轟ごう然ぜんと唸うならせる。

　四女のマオは東塔へ。

　三女のランファは西塔へ。

　次女のシャオメイは南塔へ。

　最後に、メイリン自身は北塔へ向けて疾しつ駆くした。

「あ、あのう……アッシュ様。わたくしを、アッシュ様の機竜に相乗りさせてはいただけませんか？　一刻も早く、ミラベル様の無事なお顔を拝見したいのです……」

　ユニスがおずおずと申し出た。もちろん、アッシュに断る理由はない。

「了解です。ユニスさんの無事を知れば、ミラベルさんも安心するでしょう。ただ……とても危険な状況なのは確かです」

　アッシュは、ミラベルが背負わされた役目について、ユニスに説明することにした。

　爆弾の解除役──そう聞いたとき、ユニスはあわや貧血を起こしそうになったが、かろうじて踏み留とどまった。

「わたくしがお慕い申し上げる姫様が、お命を賭けるのです。ならば、わたくしごときの命など、なんでありましょう」

　普段は楚そ々そとして、ミラベルの脇に寄り添っていたユニス。まるで白しら百ゆ合りのようにたおやかな女性だとばかり思っていたのだが、今のユニスからは強きよう靱じんな意志が感じられた。

「解わかりました。俺の後ろに乗ってください」

　ユニスを相乗りさせると、アッシュは鐘が鳴るのを待ち受けたる。




　それから十分間ほどの空白を挟み──。

　狂気にとらわれたデス・ゲームの開始を告げる鐘が、厳げん粛しゆくに鳴り響いた。





To Be Continued.







あとがき







　西暦二〇一三年七月二八日──その日は、私の人生において特別な日となりました。

　秋あき葉は原ばらで開催されたイベント「ＭＦ文庫Ｊ夏の学園祭２０１３」のステージで、ついに『星刻』のアニメ化が発表されたのです。

　と同時に、志し瑞みず祐ゆう先生の『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』、川かわ口ぐち士つかさ先生の『魔弾の王と戦姫ヴアナデイース』、榎か宮みや祐ゆう先生の『ノーゲーム・ノーライフ』、スズキヒサシ先生の『魔法戦争』のアニメ化も発表されました。私も一読者として応援している作品たちが一挙にアニメ化というわけで、今からワクワクと胸を躍らせています。

　アニメ版『星刻』につきましては、今後、ＭＦ文庫Ｊの公式サイトや『月刊コミックアライブ』誌上で少しずつ公開されていく予定ですので、お楽しみに！

　また、イベント当日には、〆しめさばコハダ先生と肩を並べてのサイン会が開催されました。

　初めてのサイン会ということで緊張してしまい、改めて振り返ってみると至らぬ点だらけだったと思いますが、読者の方々と交流できたことは、掛け替えのない想おもい出でとなりました。ご来場頂いた皆様に、感謝の気持ちを捧げます。




　今回はあとがき用の余白が二頁しかないので、そろそろ謝辞に移ります。

　まずは担当の池いけ本もとさん。エスパーダ聖庁編が当初の予定よりも枚数がかさんでしまい、上下巻ではなく上中下巻になってしまったこと、ご快諾いただき感謝です。

　〆しめさばコハダ先生。表紙のウルスラをはじめ、本巻でも神がかったイラストの数々に見惚れてばかりです。サイン会においても、たいへんお世話になりました。

　ＲＡＮ先生。いよいよエーコ覚醒に向けて盛り上がってきましたね！　毎号、楽しみに拝読しております。アニメ化の決定を機に、また東京でお会いできたら嬉うれしいです。

　戦友の海かい冬とうレイジさん。富ふ士じ見みミステリー文庫から一緒にデビューして以来、お互いに励まし合いながら、ようやくここまでたどり着けましたね（感涙）。今秋、ＴＶアニメが放映中の『機巧少女マシンドールは傷つかない』、毎週欠かさず視聴しています！

　サイン会でお世話になりました「とらのあな秋あき葉は原ばら店」のスタッフ様にも、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

　そして、読者の皆様。こうして『星刻』のアニメ化が決定したのも、ひとえに第一巻から三年以上にわたり応援を続けてくださった、皆様のおかげです。

　それでは、またお会いしましょう。次巻──エスパーダ聖庁編、ついに決着！





二〇一三年一一月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　ついにアニメ化が決定しました　この作品を応援してくださったすべての皆様に、感謝の気持ちを捧げます。




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。

　　公式サイト　http://mizuchishiki.com




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／〆コハダ

　　装丁／伸童舎
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